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専用 車 ・ 専 属 ガ イド で こ 案 内 する 充実 の 旅 が 満載 
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地球 見 同 導 


旅 の 欲求 は 尽き る こと が あり ませ ん 。 


も っ と 、 美 し い 景 色 を 見 た い 、 

未だ 見 ぬ 文 化 に 前 れ て みた い ・・・ 

地球 に は 、 あ な た が 体験 し た こと が な いよ うな 

心 揺さぶら れる よう な 場所 が 、 き っ と ある は すす 。 

「 地 球 見 聞録 」 で は 、 そ ん な 着 少な 旅 を 
安心 の サポ ー ト で 、 一 生 心 に 残る 最高 の 思い 出 に 導き ます 。 


感動 と 女心 の 旅 へ 
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2018 年 度 JCSI (日 本 陳 呈 容 満足 度 指 ) 調査 に お いて 
sw 。 MA 
1 ーー 軸 品 昌 蛋 年 陽 上 所 滞 | 
No.』。 顧客 満足 度 第 1 位 を 獲得 !! 庄 里 e 


日 本 旅行 で は 也 客 満足 度 を は じ ぬ 、 知 針 品 質 . 推 理 意向 . ロイ ヤル ル テ ィ で 第 1 選 才 手 得 し まし た 
ーー ( 評 慎 基準) 弄 宮 洪 足 -… 利 用 し て 膨 じ た 満足 の 導 合 い 

四 人 全品 殺 実際 に サー ビス た 利用 し た 隔 に 穂 じ る 、 品 賃 へ の 証 下 
昼 Crws m] 坦 推 意向 … 利 用 し た サー ビ ユ の 内 容 に つい いて. 壮 定 的 に 上 に 伝え 名 か どう か 

lsira 0 今村 名 その サー ビュ ユ を 使い 続け は た いかが 、 名 っ と 顕 眉 に 引い 寺 い 天下 ど 丁 再刊 用 意向 

| リロ J 品 1 腸 凍 革 - 芝 呈 半 国 洛 上 日 事 生 語 性 本 部 サー ビエ 療 革 生 貸 性 四 語 芸 志 ロ TB 填 品 宣 秋 じ て 生日 計 
は 田 云 胃 剖 人 江 提 で す 。 ザ サー 4 * 生 病 性 を き は 部品 コキ で 還 根 で あみ | 占 知 遂 足 」 を 商 杜 和 避 提 壮 
思 、 ーー 人 , >: 正 業 証 便 二 測 虹 に 関す 間 情 考 と し L て 用 いこ と きす 目 前 に 較 童 を 行 コ で いま す 


ig 上 















コー ス 和 名 掲載 ペー ジ 

の EZ% 魅惑 の ゴー ルデン トラ イア ング ル 6 日 ーー 7.8 

《 土 計 め ガン ジス 川 と デリ ー・ ア グラ 6 日 & ジャ イプ ブー ル 7 日 9・10 

人 宝物 名 財 カラ フル な イン ド を 巡る 西 イ ンド ・ ラ ジャ スタ ン 絶 景 紀行 8 日 11・12 

閲 る 和 克 る ) ゴ ー ル デン トラ イア ング ル 5・6 晶 13・14 

| 電 議 台 な 5 ガン ンジ ス 川 と デリ ー・ ア グラ 6 日 & ジャ イプ ー ル 7 日 15・16 

gz 絶品 パガン 遺跡 と 天空 の 寺院 ・ 古 都 バ ゴー・ ヤ ン ゴ ン 周 遊 6 日 17・18 

絶 記 ミャンマー 周遊 ハバ イラ イト 8 日 19・20 

! 胸 計 微 笑み と 癒し の 国 ミャンマー 紀行 7・8 昌 21・22 

聞 周 パガン 叫 跡 と ゴー ルデン ロッ ク ・ ヤ ン ゴ ン 日 23 

韻 る 技 る > バ ガ ン 遺跡 と 古都 バ ゴ ー・ ヤ ン ゴ ン 5・6 晶 24 

| 上 スリ ッ ンカ 共 紀和 7 日 25・26 

庄 ス リラ ンカ 大 周遊 8 日 27・28 

人 コス 上 る 条 あ スリ ラン カ 世 界 人 上 フ 5・6 日 29・30 

ネバ ー ル 開 是 厩 e ネパール 周遊 ハバ イライト 6・7 日 31・32 

各国 の 見 どこ ろ ハ イラ イト ・ 各 国 イ ン フォ メー ショ ン | EX 語 計 ご 案内 と こ 注意 人 ビジ ネス ・ プ レミ アム エコ ノミ ー ク ラス プラ ン の ご 案内 
( 視 休 日 * 気 丘 ・ 服 装 ・ 時 差 * 通 貨 ・ 遮 航 関係 な ど ) Ei 本 還 旅行 代 釜 カ レン ダ | 左 計 ご 旅行 条件 (要約 ) 


| eu = キャ 」 四 * 受 様 ( = 1 いも ぼ 4 
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合 、 取 消 料 の 半 才 分 を 次 回 ご 参加 の ツア ー で ご 利 用 頂け ます - 















。 て で 本 

jr 問 ー 革 ne 

本 ーー 
た = = 





行 を 応援 し ます 半生 、70 誠 以上 の 方 が 対象 で す ) 


体調 中 怠 用 な ど で や む 2 ツア ー を キャ ン セ ル さ れ た 場合 で も 、 取消 日 より 4 ヶ月 以内 に 次回 ツア ー に ど ご 震 加 い た だ く と 、 取消 料 の 半額 分 を を 次 回 乙 其 加 の ツア ー の 旅行 代金 


に 充当 いた し ます 。 
| 呆 用 条件 1 出発 の 前 日 か ら 起 算 し て 3 日 前 まで に 取り 消し 中 お 申し 出 が あっ た 場合 。 ( 務 れ 以降 は 、 適用 出来 ませ 貞 。 】 


g) 取 消 日 より 4 ヶ月 以内 に 出発 する 同一 パン フレ ッ ト の いずれ か の ツア デー に ご 大 加 の 場合 (た だ し 、 同 じ 販 店 で の お 申込 み の 場合 の み ) 。 
朱 新 た に ご 其 加 いた だ く ツ アー を 取り 消さ れ を 場合 は 、 当 計 の 取消 料 を いた だ きま す 。 当 初 ご 老 加 予定 の ツア ー 出 発 日 まで に 70 診 凡 上 の 方 が 対 情 と な り ま す 。 同 拓 の 方 が 70 歳 未満 の 場 冶 、 同 行 の の 方 は 適用 され ませ ん 。 


スー ツケ ー ス の 宅配 サー ビス 付き 。 空港 まで の 往復 が ラク ラク で す 。( イ ンド の 日 本 航空 利用 コー ス は 除く 。 ) 


スー ツケ ー ス を ど 出 発 前 に ご 自宅 か ら お 頸 か り し . ご 出発 当日 の 関西 空港 まで 無料 で お 運び いたし ます 。 ご 自宅 か ら 空 港 まで 重い 荷物 を 持ち 運ぶ 必要 が な く ご 集合 いた だ け ま す 。 


また 、 選 帰 国 時 に も 空港 がら こ 自宅 まで 配送 いた し ます 。 


常吉 1 居 栖 お 釘 物 1 つの 往 像 宅配 ター ボン を 最 綴 日 程 毒 と 一 賭 に お 起 じ し ます 。 率 タ ダー ギン は 巧 回 約 施 行 に 隈 り 有 で す 。 ご 利用 され 食っ た 場合 の 返 洛 割引 は 生ま ませ 上 吉 。 誰 宅配 サー ビ ヌ は 自動 車 恒 利 用 に 語り ます 。 右 邊 か りり また は お 


届け 索 に よっ て は 日 数 が 必要 で す 。 逢 一 部 利用 毅 空 全社 に より 知 地 発 功 お 客 欄 に ご 利用 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 


略 張 表示 写真 イード ター ジマ ハー ルー イメ ー ジ 





ベス ト が お 届け する 尋 





| 早め の ご 予約 が 断然 お 得 で す ! 


ご 出発 90 日 前 まで の ご 予約 完了 な ら 、 


上 記 マ ー ク の 付い た コー ス で 、 お 1 人様 に つき 右記 金額 を 旅行 代金 か ら 割 引 し ます 。 


[ご 案内 ] 画 上 記 マ ー タ の つい た コー ヌス が 対策 で す 。 


等 ・ 地 約 太 FS8 回 半 


区 動 と 用 


航 早期 申込 
空 0 


計 こ の マー タ が 目印 


ZIY2)/ 


索 了 PB1・32 ネ パー ルコ ー ズ は 対象 外 で す 
| 適用 除外 目 :10/]1 出 発 | お 1 人 様 大 人 ・ 子 供 同 額 
エコ プ ミ ー ク ラス 利用 時 


10.000 円 割引 





較 衣 行 開始 日 中 前 日 より 起 四 し て で 、 さ か の ぼっ て BOT 日 前 まで に ご 予約 くだ さい 。 田 ご 千 約 稚 、 し ホッ ha コー ズ 変 要 日 数 塵 更 、 症 泊 プ ラー 玉 章 国 
日 延長 プラ ンー な どの 出発 ・ 放 鞭 日 が 変更 に な る も の を 含 お ) クラ ス 写 更 は 対象 示 空 枝 杜 中 規 定 に より 通 井 了 予約 と り 、 SR 
通電 旅 行 忙 楼 と せり ます 。 較 取 消 符 ち 手 約 で お 晴 直 し 適用 日 を 過ぎ て か ら ど ご 予 前 症 了 し た 場合 は 、 割 引 の 対象 痢 と な りり ます 。 回 ヒー キュー ゴ ヒレ 


早期 申 入 起 : 穫 空 他 フ ライ トシ ー ト アレ ビジ で 「 早 天 申 基本 日 を 週 択 し て 《 だ さき し (一 上 昌男 寅 平 約 を 完了 ず 


震 引 で き 右 席 に は 随 り が あり ます 。 「 早 蓮 働 ヨ Om] プラ ン 中 十 古 満席 本 王 苔 は 
ノミ ー タ ラス ユ プ ラン ご 利用 特 ば 早 表 客 引 損 時 と な ! り ます 。 





用 凍 . 再 必 日 本 語 ガイ ド が ご 案内 する コー ス 又 は 
日 本 語 ス ルー ガイ ド が ご 案内 する コー ス を ご 用 意 し まし た 。 


本 パン フレ ッ ト 掲 載 の 方 面 で は 、 訪 問 先 で 日 本 語 が 通じ な い ケ ー ス が 多い 為 、 よ り 旅 の 満足 度 を 高め て いた だ ける よう 、 


2 種 の ツア ー ガ イド タイ ブ を ご 用 意 し まし た 。※ 各 コー ス 日 程 表 上 に 掲載 の 下記 マー ク で ご 確認 くだ さい 。 





も っ と 自由 に 優雅 に 旅 を 楽し みた い 方 へ 


専用 車 ・ 専 属 ガ イド が ご 案内 


他 の お 客 様 に 所 兼ね する こと な く 旅 を お 楽し みい た だ け ま す . 


ポイ ント 1 
| も う 少 し ゆっ くり 見 た い 、 写 真 を 撮る 時 間 が 欲し い 、 疲 れ た の で 少し 早め に 
観光 を 切り 上 げ て ホテ ル に 帰り た い … な ど 、 如 宮 様 の ご 要望 に き 乱 


上 細やか に 対応 する こと か 可能 で す - 


前 証 





が 作 


革 この マー タツ が 目 用 








9 日 本 語 スル ー ガ イド が ご 案内 


日 本 語 に よる 説明 で 観光 の 質 を 高め た い 方 へ 








訪問 国 又 は 地域 で . 全 行 程 を 通じ 日 本 語 を 話す スル ー ガ イ = ュー ッ が 目印 
ド が 同行 し て 、 こ 案内 し ます . 


深 専 属 ガイ ド ・ 現 地 日 本 語 ス ルー ガイ ド は 日 本 人 で は あり ませ ん 。 
※ 専 属 ガイ ド ・ 現 地 日 本 語 スル ー ガ イド は お 客 様 と 同じ ポテ ル に 宿泊 し な い 場 合 が あり ます 。 


8 し さら に 「 専 用 車 * 専 属 ガ イド が ご 案内 する 」 コー ス で は 


ミーーーー ニ ニャ ーー キュ ニュ エニ ニュ ニモ キュ ニキ ャ ピュ ュ ト ュ ュ ドキ ュ ニ ニュ エキュ コモ キ ュ ニニ キュ ニー ドー ニャ キロ モ キュ キー ニャ エロ ピュ ミロ キョ ャ キュ ドド エエ ュ ピ ュ ュ エエ モエ ュ ニ キー ニー キャ ュー ドロ ニャ ュー ニャ ャ ニー 


ー 散 の ツア ー と は 違い 、 他 の お 客 様 を 待つ 必要 も あり ませ ん の で 、 
| 旅 を より 効率 よ く 、 生か で な ます 


ER 


お 客 様 だ け の 専属 ガイ ド な の で トイ レ 休 憩 や お 食事 時 間 も お 客 様 の ペー ズ . 
で ご 案内 。 ま た 、 昔 手 な お 食事 や 、 お すす め の お 店 等 、 団 体 行 動 で は し に 
| くい 記 相 談 も お 気軽 に どう ぞ 。 


富 コ ー ス に より [専用 車 ・ 再 國 ガ イド ご 二 内 する 世間 は 國 ます 。 詩 し * は 旨 コ ー ス ペー ジ を ここ 皿 くだ きい い J 


























| ベア 仲良 し シー ト を 幅員 生還 で ご 用 意 


(エコ ノミ ー ク ラス の 日 本 発芽 国際 線 区 間 の み ) | 適用 除外 日 な し 


| 同一 較 出 例 日 帰国 日 . アテ イ ト 。 ホ テル. 日 数 の コー ス を 同一 較 販 売店 で 同時 に お 四 込 みい た だ いた 場合 に 暖 り ます 。 


[ご 案内 】 上 記 マ ー ウ の つい た コー メ が 装 旬 で す 。 較 ら 名 で ご 大 加 上 の 場合 は . 通路 を 授 ま を い 構 普 びび 由 お と を 中 麻 「 パ アシ ー ト ] を ご 用 恒 し ます 。 
外せ 場合 も あり ます ) 台 は 前 接 の の 編 普 ぴの 、4 名 で ご 雪 加 上 の 場合 せ 楠 間 げ (通路 を 挟む 唱 合 も あり ます ) 台 は 5 名 ず コ の バア シー ト の 組み 合わ せ ( 同 ダ ルー プ 内 で お 近 て の の 席 を ご 用 意 で できない 
場合 も 生 す |、 台 は 3 者 十 1 才 呈 縮 並び 中 護 「 性 頒 し シー ト 」 を ご 用 章 し ます 。 較 ロ 名 届 上 で ご 若 加 中 晶 冶 は 、 ら 一 名 で 闘 加 の 場合 相 普 び 也 の 粗 み 合わ せ と な け 、 同 ダル ー プ の お お 客 欄 浴 員 を 
お 近く の 所 で ご 用 得 で きか な いい 乾 合 も あり ます 。 較 ご 利用 区 間 は . 閲 西 宰 港 成田 空知 -+ 最 初 還 デジ 了 内 刑 区 都 市 . 最 季 中 ジア 内 出 時 都市 一 関西 空港 ・ 扇 田 空港 ご 利用 と な りり ます 。 

還 い ずれ 中 場 苔 も 訟 開 - 通 中 側 忌 び 店 護 番 号 中 指定 、 右 記 普 げ 席 の 配列 (テージ) 本 指定 は おお 轄 け で きま せ 貞 。 和 また 、 事 前 に 隆二 番号 の 回 符 は で きま せ た を 。 較 ご 旅 打 お 申 迄 み 橋 、 氏 名 本 
変更 訂正 ). 各 台 上 数 軌 愛 更 が あっ た 場合 は ご 用 東 で まき ない 日 合 が あ 『 注 す 。 甘い シネ ッ ト ( 細 見 用 簡 抑 べ -] 吾 車 椅子 球 、 特 列 な シー ト を 和 用 され る 場合 は 、 対象 中 と な りり ます 。 較 妹 更 る 者 本 | | 
較 右 記 西 楓 料 中 座席 配列 は 一 較 で す 。 ご 利明 価 に より 際 話 配 絢 皿 異 芋 生 場合 草 和 ます 。 画 叩 評 日 科 | 回 回 
理 で て 室内 する 東台 時 本 まで に お 話し いた だ け な か っ た 場合 、 六 び 麻 を 用意 で 邊 な い 事 が あま す 。 較 ご 出発 当 日 . 販 に ご 者 望 に 涯 えな て で な っ を 場合 は 、1 月 5.OOD 円 UIC ギ コト カー ド を ご 中 





以上 同和 中 場 癌 , 弁 空 雪 全 上 の 親 定 に より パ ア * 促 良し シート は ご 用 草 で きま せみ 。 
国 稚 。 販 電 店 で お 渡し し ます 。 介し. コテ イト キャ ンー セル 明 ぜ 答 村 証 更 が 理由 中 場合 ま 際 きま す 。 


海外 旅行 保険 が 付い て いる の で 安心 ! 
治療 ・ 救 援 費用 と 賠償 責任 を 補償 ! 


万 一 の 場合 ( 急 な ご 病気 、 怪 我 、 ロ スト パ ゲ ー ミ Io konLozzoo 4 OR な th 


路 1 億 円 





ロ 栗 ・ 吾 授 賢 用 


距 5 万 円 


本 隆 

暴 1 0 | 還 2 
宮上 記 避 際 軸 詳 し いい 内 容 は httpsi//wwwr.nta.co.j ロ ykalgai/infarmatinn/hakan/ を ご 覧 くだ さい 。 
剖 付 王 さ れ 如 海 外 旅 行 保障 の 宙 情 肉 容 き ご 確 認 の コミ . 列 達吉 害 相 店 要 に 応じ て 海 時 療 打 作 際 に ご 加入 く だ さい 。 
憶 当 バ ー フ レッ ト 指 載 コ ー ス に お 申込 み 中 すべて の お 客 林 が 対策 と な りり ます 。 (日 本 がら 旅行 に 大 胃 きれ な * 場 合 は 対象 時 と 
な ます 。) 事 ご 随行 開 冶 前 に 葛 柄 し た 療 林 は 補 慣 で きま せ 。 事 付帯 きれ る 海外 見 行 保険 本 衣 行 賠 間 は 募集 型 芋 画 
旅行 期間 と 同一 期間 に な りり ます 。 吾 当 桂 が 引受 尾 際 入社 と 昼 末 前 す 放 海 針 誠 打 保障 約 還 に 基づい で て 捕 尼 され ます 。 


プラ イオ リティ ケア 
剖 し いす ご 利用 豆 は 鼻 行 が 困 本 お 秦 秩 へ 
し いた だ く た 訪 の 手配 ご 用 意 L 


所 通 友 ご 馬 抹 理 お 棄 し 瑞 
て し 直す . (一 部 都市 障 ) 





ご 旅行 お 申 入 み 時 に 販売 店 へ ご 恒 護 くだ さい 。 手配 に 選 要 な お 話 を 合い いま す 。 
s 原 と し 同伴 者 「 和 介助 可能 な 方) 同村 が 下 要 で す 。 


。 空 能 で の 東 い す に つい て 


ご 自分 中 車いす を 現地 へ 五 持ち に な る 場合 ご 利用 の 航空 会 社 チ ェ ッ タ イー カウ ー タ ー で お 黄 物 と し て 
お 馬 け いた だ きま す 。 イ の 息 、 機 内 搭乗 まで は 敵 空 人 社 が ご 用 意 す る 車いす を ご 利用 いた だ きま す 。 








を ガイ ド 礎 年 以上 の 経験 加 か な ガイ ド で す 。 
お客様 アン ケー ト な ど を 基 に 、 





ドリ 


守 プ リー タイ 右 胡 F 一 部 ブラン 雪 加 時 は 際 き ます 。 『 張 





アテ エキ スパ - 
ガイ ド 


この マー ク が 上 印 『 


エキ スバ パート ガイ ド と は … 


お 客 様 か ら の 評価 が 高い ガイ ド で す 。 







ご 用 七生 講 麻 中 一 陣 
「 パ アー ト 」: 四 " 者 で ご 登 加 評 坦 禁 
「 性 典 も ウー ト ボ [ 国 … 9 で で 参 和 0 り 場 回 ・q 名 で 生 暫 の 坦 吉 


MI を 


還 3 宮 で ご 参加 呈 場 合 は . 醒 菩 び ( 通 店 





ご 旅 行 中 の 安心 サポ ー ト ! 
24 時 間 365 日 対応 の | 日 本 語 安 心 サ ービス 」 
損保 ジャ パン 日 本 興亜 「 日 本 語 安心 サー ビス 」 を ご 用 意 し て いま す 。 

切な お ケガ や 病気 は も ちろ ん の こと 、 パ スポ ボー ト 納 失 な ど 旅 寺 で の あら ゆる アクシデント で お 
困り の 時 に ご 利用 いた だ け ま す 。24 時 間 365 日 体制 で お 客 様 か ら の ご 相談 に 日 本 語 で お 応 
え し ます . 詳しく は 最終 日 程 表 に て ご 確認 くだ さい *。 

日 本 語 安心 サー ビス 」 の 内 容 (一例 ) 
悪 野 寄 り の 提携 医療 機関 の 案内 : 記 予約 及 げ キャ ッシュ レズ 治療 提 代 
画 各種 トラ ゴル が お あっ た 際 、 富 話 に よる 通訳 葛 ご 自宅 * 親 族 … へ の メッ セー ジ 伝 層 サ ービス 
各 パス ポー ト や ウレ ジッ トカ ー ド の 紛失 の 際 、 手 続 の 方 法案 内 
















邊 専用 車 を 利用 する コー ヌ ユ 昌 難 日 程 表 記載 中 区 間 に お いて 専 才 車 を ご 用 意 し ます 。 恒 し 、 専 用 車 で ご 案内 し な い 区 間 避 ザ 夏 用 
車軸 中 コ ー ス に 吉 申 品 呈 場 合 。 他 中 吾 客 様 ヒ 同じ 車両 ご 利用 いた 走 き ます 。 

| お 志 手中 ご 希望 に より 車いす 輔 載 に 適 た 瑞 用 車 瑞 中 手配 も 水 り ます 。 [ 迫 地 料 合 が 必要 で す 。 評 し く は 販 幸 店 か ご 四 障 くだ 凍 ミャンマー 睦 て し | 

邊 車両 べ 四 乗り 降り や 示 行 四 介 助 は 、 更 地 必 員 上 ザ ドラ イ バ ー は 一 急 有 お 手伝い で きま せ 上 。 お 害 欄 ご 自身 豆 は 和伸 且 者 で 振 願 いい た し ます 。 





= 方 面 特性 に 5 本 お eK2( は = が: 隊 工 や 段差 が ありま す の で 、 お すす 感 で 音 ま ませ 抽 。 

中 現地 で 車いす 西 じ と 主 比 手配 も 可能 で す ! 追 加 料 闘 が 必 還 で す )。 上 起 要 が 誠 常に 高い た 品 下 地 到 六 欄 手配 で は 選 用 量 志 間 に 
合わ な い 場 合 が 高 引 ます 。 ど ご 出 葬 前 に 央 売店 ご 由衣 くだ さき し も 

叶 オ プシ ョ ナル ッ ア ー に ご 大 加 中 場合 


ご 病 加 柴 性 を ご 案内 させ で いた だ 者 ます 相 で 販売 店 へ ご 醒 計 くだ さい い 。 
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HEIMT le im に PrideiIE PIE1EI 
避 中 中 間 fr 「 聞 陸羽 一 日 随 」「 細 二 Tr 計測 B 避 ー 琶 ・ 軸 下馬 昌 下 隊 骨 品 


世界 財産 


EE 





対象 コー ス :P7ー10、13 一 16 
酷 閣 の 時 間 常 を 避け て 、 
洲 し い 朝 叉 は 午前 に 
こ 条 内 し ます 
呈 員 電 昌 遇 紀 ma 軒 識 さら に 、P7・8、13・14 の コー ス で 
1 還 還 還 語 語 は 朝 に 招 光 し ます の で 、. 観 光 客 も 
MMN。. 


ご 希 呈 の 方 5 

イン ド の 民族 衣装 

「 サリ ー」 や 「 タ クル タ 」 を 着 て 
、 角 光 いた だ け ま す 


Pe 


追加 民 銘 不要 


Po 異国 情緒 を 味 
わい な が ら 鋭 光 を お 楽し みい た だ け ま す . 


比較 的 少な く 、 じ っ くり 観光 いた 
だ け て 、 写 真 撮影 に も 最適 で す . 





イメ ー ジ 


時 と 共に 移り 変わ る ター ジマ ハー ル の 姿 も ご覧 いた だ きま す ( 講 月 2 区 る 2E 婦 Mk: ホコ 














NM 幻想 的 な 月 夜 の ター ジ MK \ー ル を 

ーー ツー PHITI ーー 時 "= 生 5 111 ーー * ーーFH 
っ 感動 的 な 光景 に 章 骨 ] 還 。 加代 ss000 

和 で きる 時 間 帯 に あご Dye た 

案内 し ます . 』 と 対象 コー スズ 、 対 象 出 

定 天 眉 に より ご 覧 いた だ 人 け 冶 | ' Re 

し 昌 間 もり ます | ンド 者 コー スペ ー ジ 

。 | _ 詳 だ 旬 錠 け ・ 少 時 | (P7ー10.13 一 16) 訂 

た あ ーー 2 0 n 。 ーー 選 慕 くだ さい , 





世界 遺産 ァ テン ペー ル 城 観 光 と 才 ? 。 き | 対 旬 コ ー ス :P7・B、9・10 の 7 日 、11 一 14、15・16 の 7 日 
繊 絢 ・ 怪 美華 豚 な 、 お 城 の 内 部 を じっくり と ご 委 内 し 、 往 時 の マハ ラジ ャ の 路 栄 と 栄光 を 感じ て いた だ きま す 








呈 寿 細 て いい * 仙 表 の | ーー ミーテ ゴル 1『 た な -「 
征 非 鈴 て いた だ きた い 半 所 を マハ ラジ ャ が 公務 を 行っ た 場 王族 の 名 仁 た ち が 外 か 旧 ち れず に 代 時 ある た 丘 の 上 に 人 む 巨 大 な 城 へ は 、 ゆ っ た り と 
し っ か り と ご 案内 し ます : 大 境 ね の 別人 が 江 ぶ 。 に 明り 4 象 に 乗 っ て に ヽ 主 様 に な っ た 気分 で 登り ます 
* ガネーシャ 門 (ユタ ・ ニ ワズ) 忠 加 不 』 
析 剖 な フレ スコ 画 が 条 面 を 和 後宮 の 女性 た ちと 過ごし た 王 の プラ イベ ー ト な 名. 細 ME 授 当 
イン ド で も 屈指 の 美しき を 計る かい 組 工 が 施さ れ た 百 極 の 扉 と 大 理 石 の 召 面 が 見 事 。 アン ペー リル 縫 の 居 
証 | 貼 、 こ こ か ら 先 が 、 マ ハラ ジャ の 5 の タク シー は 州 成 
lm 台 失 cs NM コ プラ イベ ー ト 空間 で す ニュ ーー 上 還 暫 7 「 IE 雪 り いた だ け な い 
こい 9 雪 の 間 ( シ ーシュ ・ マ ハル / 上 | し っ > 本 | 場合 が あり ます . そ 
/ 「 王 が お 客 様 を 迎え る た あめ に 便 当 呈 。 か Cx 可 ! ジャ レプ チョ ー ク | て ね 2 
| | 【 | し 。 息 本 赤 
」 補 遇 | き 中 還 SEE 0ohADSk . 呈 1 | ] mr* 開 折 秘 竜 贅 更 ほ 


数 の 錠 が 埋め 込ま れ て いま す ui ーー: ーー 性 門 あり ませ ん 


本 合間 休 ーー 


別名 の "と 時 夫 





憶 れ の 和 際 ホテル ミ ら に | う .… 重用 車 ・ 専 属 ガ イド カ 
宿泊 コー ス も こ ご 用 意 


司 





アイ ンド コー ス で は 旅 の 満 足 度 を 高め る 
こだわ り の レス トラ ン で の お 食事 も ご 用 意 ! 


老舗 レス トラ ン で 名 物 朱理 テン ペー ル 城 内 の 格調 高い レス トラ ン 
012 の 0 | 9 ET(| 1 
イン ド ジャ k レ Am ん 2 | 対 全 コー ズ :P7.6、 11・ 





| 針 遇 コー ス :P7'B、9*10 の 7 日 。、13*1 引 、 
15・16 の 7 日 
コー ス お 申込 み 完 了 と 同時 に 、 
宮 感 ホテ ル の お 部 屋 を 
ご 用 意 し ます 


通常 は リタ エス トペ ー ズ の 場合 が 多い 宮殿 
ホテ ル の こ 予 約 も 、 回 答 まで お 待た せ す る 還 語 還 
こと が あり ませ ん . 





2 ご ウ 末 流質 に 世 わ 生じ トラ ン で 、 ーー マハ ラジ シャ 気分 に 江 


りー ン 名 物 の タン ドリ ー 料 理 の 硬 食 を ご 用 意 し ます りな が ら ダ リー 料理 を お 楽し を いただけ ます . 


NN 6 2 いこ 
久 の 歴史 を 


磁 久 


| 対象 コー ス :P17・18、21・22、24 | 
朝 堆 に 煙 る 無数 の パゴダ と 
上 っ 放 に 染め る 
幻 邊 的 眺め を 
ご 覧 いた だ け ま す 


寺 ご 鼻 望 方 の あご 守山 し ます 

宮 去 低 に より ご 覧 いた だ け を い 場 合名 高 り ま す 

『 去 記 の 画像 は イメ ー ジ で 、 自 の 諸 夫 件 に より 
婁 な りき ます 





コー 元 ミ ャ ンー な コー タ の の ] 
雨季 の 間 、 浄 土 に お られ る お 釈 週 様 が 、 雨 季 
明け を 知ら せる 「 タ ディ ンジ ュ 」 と 「 タ ザウ ンダ イ 
ン 」 の 満月 の 日 に この 世に 戻ら れる と 言わ れれ. ご の 
世 の 目 印 に ろう そく の 火 を 灯 し て お 迎え し ます . 

ろう そく の 水 が 糧 々 と 開か れる 荘 央 な 夫 囲 気 埋 

お 楽し みい た だ け 和 ます 
堂 計 当 抽出 全日 は . 者 コー スペ ー ジ を こ ご 覧 くだ さき し い 


リブ 
革 界 遺産 





イー テーーーーーーー 
笑 大 下 で の 観 沈 を 放 け て 、 気 温 が 高く な く 観光 客 も 
比較 的 少な い 朝 一 午前 の 時 間 淀 に ご 案内 し ます 









ーー ア ーーー 


| 詩 工 コー ス : ミ ャ ンマ ー 生 コー ス | 
是非 観 て いた だ きた い 遺 
所 し て ご 穴 内 し ます 


きき 跡 を 


高 傑作 と 言わ れ こき 





、` ゲー ビ ャ ウッ ジー 
テ ャ バイ ゴ タ 


。、 バ パガン に 現存 する 最 
古 の 1 つと 言わ れる 
内 部 の 壁画 が 見 どこ 
ろ で す .。 


宿泊 ホテ ル に も こだわ り 、 


シギ リヤ レデ ィ の ミラ テー・ ライ オン テラ ス 頂上 の シギ リヤ ロッ ク が 敷地 内 か ら 見 える 
か つて は 500 人 ほど の 多く の 美人 画 ヴ ウォール シギ リヤ ロッ ク と は 「 ラ イオ ン の 山 」 品 殿 跡 ホテ ルコ ー ス を ご 川間 

が あっ た が 、 現 存する の は 8 のみ. 摩 き 上 げ ら れ た と いう 意味 で 、 当 時 の 巨大 な ライ オ 約 200m も の 高 sans 

イリ ポレ デイ (| の 時 に は 、 葵 ここ を ン 作 の 名 区 と も 言わ れ て いま す 。 な に 1.6 ヘ クタ ー 計 

em ーーー 訪れ た 人 の 藻 き “ ル に も 及ぶ 巨大 

に の 詩 が 書か れ て 宮 帆 の 外 に は 、 

前 島 FE し いる 年 な ど が 残 


ゃ 5 


3 旨 ド 了 ha 還 
シキ リヤ レデ ィ の 寺 み 


こ 和 内 する コー ス な ら 、 旅 
2 スリ ラン カ を 代表 する 太 築 
ジェ フリ ー・ バ ワリ 作品 の 2 つの ホテ ル に 宿泊! 


世界 的 に 絶大 な 支持 を 受け る 、 建 築 守 ジェ フリ ー・ パ ワリ 。「 建 築 と 自 振 が 泡 け 合う ] と 言わ れる パリ ・ ス タイ ル を 
2 つの ホテ ル に 滝 在 し て 満 冊 いた だ きま す 。 1 邊 0bGSR2SNE お 3 


= ar」 ト Tp T 。 





を 彩る : 


ーー 1 





 】 


ン ゲ ライ ト ハ ウス | 





LT 一 表 ほ ゴー ルド で お 申込 みく だ さい プラ チ ナ は ジェ フリ ー・ 
作曲 の ホテ チル と な り ら ギ リヤ ロロ m ケ ご覧 いた 現 全 ませ 上 
(PFP5 一 引 を ご 要 開 さだ きい 


ーー 一 


1 グル ー プ 毎 に 1 台 の 専用 車 | 

(専属 日 本 語 ガ イド 付き ) を ご 用 意 ! 

見 所 恋 器 沢山 還 旅 だ か ら 、 も っ と 自由 に 思う 存 分 満 
唱 し て いた だ きた だ たい! そん な 思い を 実現 し まし た 。2 各 
様 の 場合 で も 1 吾 の 専用 車 を ご 用 意 し ます の で 、 ハ キネ 
ーーー 0000 RE1 こも 最適 で す 。 | 


り 和 1 
ウェ ッ ト テ ィ ッ シュ を 毎日 ご 用 : 遇 ) 


(2H 目 一 最終 日 お 1 人 様 に つき 1 側 ずつ ) 
| 対象 コー ス : 全 方 面 





イメ ー ジ 
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8 一 AVS 角 計 水 | 






| SMIN 誠 市 記 若 MIN コ 半 





時 
ビ * 還 k 


mL 


昌一 日 [ 表 | 
| mr 
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杏 癌 


m。 

mamrmrmnm。 TTPn 

し | IT LT 
違 | ビ = Pf 

dl 


ffT 請 油 記 


日 障 」 1 


Et 1ー 


lb T ーー 7 
デア 心 員 ON p ) (on ペン oc)(o ww 9 
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賠 ら され る 
ター ジマ ハー ル 





MK ) 
マハ ラジ ャ の 
アン ベー ル 城 


TREETTETTEETE 寺 
ーー 
ココ | 馬 に 


叶 品 IT 
=: =| 
中 





圧 


| 幅 1 5 了 、 し ーママ ゃ 
印象 的 な E 還 2 ャ デン キー デン ミー 


ama - 
ト ミ M A 
ーー ー 還 。 時 ュ 「 1 ュ 当 
量 1 馬 
る さ 1 一 紅 ョ ドー 時 E デ 一 電 
間 ユ ] 1 1 em 
AP に 半 っ H 1 ョ = 
| で 
時 介 引 。 議 | EE 用 訴 | Ll 
は = ーー ーー 中 語 = デー:nーーー 1 ドー に 
ョ ーー " ー 敵 = ーー 
記 = ー n 5 攻 コ っ ご = ー 
1 言 『 = -. 衣 ュー 由 > 1 
d も - ーー に と 語 
1 ーm ーー 
ピー - 1 夫 ここ ョ LT F』 
HHT 中 本 WI LT 暗い 
| k。 





イン ドー 
%J 想 的 な 
衣 い 街並み が 
広がる 
ジョ ー ド プル 


ewー 


| 本 に 
im モ | 
E エ 電 | 
= 年 四 1 dl 還 生 』 
『 門下 | 
"JI 。 直す 『 本 | 
ilTR 寺 ai 


音 II 





7 
謎 に 包 ま れ た 
ン ギ リヤ ロック 





一 生 に 一 度 は 
見 で みた い 
壮 農 で 雄大 な 
ヒマ ラ ヤ 山 朋 


ea = ー 
Sm 


っ 


き | 可 
ーー HIDE 29 





















敬 過 な 人 々 の 心 に 
ア 0 aa- 
5 egm 


寺 謗 ロー に 
4 296"^* の 2 の 
ジャ イサ ル メ ー ル 但 hm 





人 “ 
ジョ ー ド ブル 過 | 


アラ ビア 湖 





修 久 の _ 
歴史 を 感じ る 
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緒 が ゆき ぶら れる よう な 世界 道産 の 数 々 


/e 有 ロ 地 圧倒 的 な 人 の エネ ルギー を 感じ る | 
要 。 mm イ ン IN 
出会い 一 生 宮 れ え % ぬ 体験 の 2 尊 


査証 : 必 要 (日 本 取得 . 旅券 の 未 使用 査証 内 は 2 ペー ジ 以 上 要 ) 筐 1 

パス ポー ト 残 存 有効 期 同 査証 申請 時 6 ケ月 以上 
罰 日 :10/2 ガン ジー 生誕 奈 .10/B ヒン ズー 教 ダ ジュラ 奈 、10/27 ディ ー バ パリ 

(ヒン ズー 教 新年 )、11/10 ム ハ マ ン ド 生 婁 奈 、11/12 ダー ル ・ ナ ナタ 生 放 日 、12/25 

クリ スマ メス 、171 元旦 、1/26 共和 国 記 意 日 、3/4 シヴァ 生誕 奈 、3/21 水 掛け 奈 、4/14 

ラー マ 神 生 護 太 、』17 マハ ヴイ ラシャ ン テ ィ 誠 生日 邊 719 回 金曜 日 5/18 週 生 護 日 

攻 湯 と 陸 時 (ニュー デナリ ト 気温 ば C、 職 水量 は ミリ ) 


最高 気温 こ | 19 | 24 | 39 | 36 | 40 | 
9 | 8 | io | 1@ | 21 | ss | 
[ 芽 | 16 | 7 119151125116113132- 
ワン ボイン ト : 昼間 は 日 差し が 強い の で 風通し の 良い 長袖 シャ ツ ・ 長 スポ ン が 長い で し ょ う 。 
日 本 円 の トラ ベラ ー ズ チェ ッ ケ は ほとん ど 使 用 で き な い た 放 洲 ドル 少額 底 瑞 を お 持ち くだ 
さい 。 国 能 タ ウレ ジッ トカ ー ド の 利用 で きる 所 は 限ら れ ま すす が 恒 利 で す 。 


| シン 。 内 ーッ ュー | 馬 タ ー ジ マハ ー ル 加 ア グラ 城 款 
! っ 0 且 、 / 上 記 婦 フ ァ テ ィ イー プル - シ ー ク リ 加 デ リー の フ マ ユ ー ツ 且 
e デ テ ョ * ゅ コピ デア ーー 婦 メリー の クト ゥ ッ プ ・ ミナ ー ル と その 建物 人 
' ーー、N (3 レッ ド ・ フ ォ ー ト の 建造 物 群 
。、@ ヨ ー ル デン. ロッ クー Nd ジャ イプ ー ル に ある ジャ ンタ ル ・ マ ンタ ル 
りな ラン 電 | ' “ _ | 思 ラ ツ ャ スタ ン の 丘陵 要 塞 群 ( ア ン ベ ペー ル 城 / ジ ャ イサ ル メー ル 城 ) 









理 そ し As だ: MA で の 区 京 に 、 
が 六 わ に | だ 2】 日 


| 時 差 : 日 本 か ら 一 3 時 間 15 全 通貨 :1 ネ パー ルル ビー (NPR) 三 約 0.99 円 
電気 220V / プ ラグ タ イプ ブ A、 日 、B3、BF、C 査証! ビザ): 必要 (日 本 取得 } 
パ メ スポート 到 存 有効 期間 : 入 国 時 5 月 計上 
祥 日 :10/5ー13 ダサ イン 、10/PB 一 2 ティ ハー ル (ヒン ズー 教 の の 氏 事 )、12/12 ヨ マ 
リ ・ ブ プル ニ マ 、12/25 タリス マス 、12/G0 ダル ン 旗 の 正月 、 1/15 マー ダ ・ サ ンタ ラン ティ 、 
1/5 ソナ ム ・ ロ サー ル 、1/30 絢 教 者 の 日 、“@/ の 1 シヴァ 神 生誕 日 、G/ 必 5 ギ キャー ル ・ 品 
サー ル 、3, 唱 頁 性 の 日 、3/24 ゴー ド ・ ジ ャ トラ 4/2 ラー ム ナオ ワ ミ 、4/14 ネパール 新年 所 1 
メー デー 


5 旨 ど 失 ポ 江 (カト マニ ズ 」 (気温 は C、 降 水量 は ミリ | 


L29 1761 24 
2 し 了 ア 13 | る を 10 | 13 


氷 が か がけ 設け (リッ テラ 3 PPP T 

K が けり ポリ ワン ポイ ント : の の ーー Ci o 反 入る と 日 中 は 気温 も 上 が 
1 っ ae 2238 人 TSN | りほ ます が 、 ハ イキ ング 時 や 赤 用 に 防寒 着 を 。 時 々 停電 に な る た ぬ め 懐 中 電灯 を お 持ち に な 
ディ ナー が 行わ れ ます 。 対 象 本 日 に 日 程 上 補 次 が 含ま れ 計 場合 は . 日 程 | | き 町 症 を 幸生 店 所 ます 。 ご 加 時 期 と そ 相 前 従 は 、 日 る で す 。 帝 に きま きす が. は 栄 ド ル ザ が 便利 で す 。 
表記 載 中 み 廊 か ら ホ テル で 中 方 ラディ ナー に 変更 に な り ます 。 ま た . 計 当 | | の 正月 と 同様 に 地元 9 レス トラ ン や ショ ッ ピ ー グ 店 な ど が 閉店 の 日 本 を 現地 和 綱 に 両替 で を DS 人 
日 が 到着 日 立 は 称 動 日 の の 場合 で . 到着 時 鹿 に よっ て お 召し上がり し いた だ | | と な り . お 買物 な ど が お 楽し みい た だ け な い 場合 が あり ます 。 ま も ge 1 
| けが し い 場合 が あり ます 。 そ の 場合 、 旅 行 代 條 の の 変更 * 返 壮 は 店 壮 せ た 。 た 日程 表記 載 の 行程 が 一 部 変更 と な る 場合 が あり ます 。 | | ご 条 内 する 世界 道産 束 但 


吾 代 か ら 紡 が れる 人 々 の 篤い 信仰 心 と 、 「 修 久 の 時 を 越え で 皿 づく 仏教 遺跡 と 、 
嘩 か な 自然 に 包ま れ た 数 を の 世界 遺産 に 光り 郊 く 島 | ご 徐 内 する 世界 壮 産 | 散 劇 な 人 その 俊 し い 瞳 に 壊 か し さ を 感 じ る 国 










RE 














時 苦 日 本 か ら 一 時 間 30 分 通貨 1 ミャンマー・ チ ャ ッ ト (MMKj 一 約 0.07 幅 
電気 230V プラ ヴ グ タ イプ BF、C 昌 円 か 5 き ャ ンマ 

諾 訂 必要 (日 本 取得 ) を 2018 年 10 月 1 日 か 52 ロ 1 年 9 月 30 昌 か 
国分 まで の 予定 で 目的 の 30 昌 以内 の 洛 在 次 攻 が 移 陸 され ます 。 人 Mei Sc 
(2019 年 唱 月 現在 、8019 年 10 月 1 日 選 隊 の 入国 に つい で は 素 定 で す 。) So 用 意 
本 生日 、11/12・12/11 満月 祭 、12/25 クリ スマ ス 、1/1 満月 祭 、1/15 タイ ボン ガ パス ポー ト 弄 存 有 効 期間 : 入 国 時 6 ケ月 以上 ニー 

| ル 奈 、1/20 満月 胡 、2/4 ナシ ョ ナル デー、2719 漠 月 祭 、3/4 マハ シリ ラ ト ウ リ 寂 日 : 視 罰 日 :10/12 一 14 タデ ィ ン ジ ュ 半月 杜 、11/10・11 タ ザ ウン ダイ ンジ 満 月 、11/21 
| デー、3/20 満月 祭 、4/13 シン ハラ & タ ミー ル 大 了 日 、4/14 シン ハラ 8 タミー ル 元 0 | た ショ ナル デー 12/25 タリ ヌス マス 、1/1 元旦 、1/4 独立 記念 日 2/12 連邦 記念 日 、3/2 農 
日 、 叶 19 満月 当 ・ 聖 金曜 日 、5/1 メー デー.55/18 満月 宗 民 の 日 . 3/20 満月 の 日 、3/27 国軍 記念 日 .4/13 一 16 水 掛け 床 、44/17 ミ ャ ンマ ー 新 年 





時 差 : 日 本 か らき 8 時間 30 分 滴 賀 1 スリ ラン カル ピー(LRR) 王 区 0.63 円 
| 電気 :230.240V プラ ゲタ イプ 日 、B3 

査証 ! ビ ザ ): 観光 ETA の 登録 が 必要 事 ら 

| パス ポー トド 紙 存 有効 期間 : 入国 時 6 月 以上 

祈 倒 日 :10/13 週 月 倫 .10/P7 ディ ー リ パリ (ヒン ズー 教 断 年 ] 11/10 モハ メッ ド 























気温 と 降水 時 (コロンボ) (気温 は じ 、 降 水量 は ミリ ) 人 0 聖地 アヌ ラーダ プラ 5/1 に っ 5718 か の 病 B ミリ 
= 穫 過 と 降水 量 ( ヤ ンー ゴン 庶 は C、 量 は ミ ! 
硬 古 代 都市 ポロ ン ナ ル ワ | 1 表 12 月 | 1 月 「 2 
骸 聖 地 キ ャ ン ディ 
ワン ポイ ント : 年 間 を 通じ て 、 四 季 は な く 、 夏 服 で OK。5 一 9 月 は 南西 部 が 、11 月 (時 ダン ブッ ラ の 黄金 き 院 me 


ワン ポイ ント 5 月 下旬 一 10 月 中 旬 は 雨期 、10 月 下旬 一 2 月 は 乾期 、3 月 一 5 月 中 名 は 叶 
3 月 は 北東 部 が 雨期 中央 の 高地 は 1 年 中 春の よう な 気候 。 キ ャ ン デ ィ は 年 記 # ゴ ー ル | 軸 寄 と その 要 夫 詳 OH 人 10 有人 6 和 過 3 の 現金 化 や ク 
| 問 を 通し て 雨 が 少な い 地域 で す 。 コ ロン ボ は 日 中 著 い の で 、 夏 服 が 基本 で す 。 | | トカ ー ド の 利用 で きる 所 が 少な いた め 、 米 ドル 直人 する と と を お すす の し ます 。 








本) イン ド 査 証 東 内 に 関す る ご 室内 : イ ンド の 査証 取得 の ルー ル が 流動 的 で ある た め 日 本 で の 取得 を 推奨 し て いま す が 、2019 ーー 

年 6 月 現在 、 ア ライ バル ビザ で の 入国 も 可能 で す 。 名 2) ス リラ ンカ 査証 案内 に 関す る ご 案内 : 日 本 出発 前 に スリ ラン カ 電 子 入 国 | | 還 筆 プラグ タイ ブ は 蜂 地 晶 に よっ て が り で 8 5 し = に ea 
許可 (ETA) を htI:www.Bla_Bpy_lky'slvisa の ウェ ゴ サ イト か ら お 客 様 ご 自身 で 旦 録 ・ 申 請 を お 願い し ます 。 申 請 に は . お 1 上 様 | | 省 還 情 則 し で いち こと も 選 計 す の で ご 斑 意 GEAL、 し 員 男 | 画 三 世 有 「 評 四 当 お 明 の 
d. ら 33 円 ご 019 年 理 月 現在 12 歳 来 溝 は 無料 = が 必要 で す 。※ETA の シス テム は 、 一 且 申 請 が 受 額 され た 挟 上 馬 に な る と 何 |: 





ュ 語 人 力 で あっ コ て も 一 切 訂 正 は で きま せ ル 。 計 正 ・ 選 正 が 工 生 し た 場合 、 ス リラ ンカ 克 使 本 へ 相 観 死 斉 証 申請 が 弄 要 に な り 計 
す 。 有 も 害 則 の 下 任 で 慎重 に 申請 し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 申 請 材 、 ウ ェ ゴ サイ ト で ご 自身 で 発 稿 可 百 を 本 する 必要 が あり り 主 
す 。 発 症 可 理加 徐 は 原則 4 時 間 軸 内 に 行わ れる と され で いま す が 、 回 答 に 芋 週間 を 要 し た 例 も あり 、 時 め の 申請 を お すす めし ま 
す 。 密 店 請 は 幣 桂 で 代行 する ご と は で でき ませ ん 。 理 地 到 得 上 の 査証 は 刀 肉 に より 取得 に 時 間 が か か る 場合 が あり ます 。 ま 頑 、 現地 
取 旨 中 査 証 上 今 杉 廣 止 計れ 合 可 能 性 直孝 り ます 。 玉 申込 本 の 陸 に 昌 新 情報 を ご 確認 くだ きい 


堂 パ スポ ー ト 臣 び 査証 に 関す る 情報 と 気 遍 と 障 水 量 に つい て は [JATA NAMI] (2H19 年 6 月) より ※ 通 四 掲 算 
ビート:201 年 5 月 84 日 みす ほ 銀 行 TTS 誕 国 放 替 切 示 相場 萌 び 日 本 関 悦 協 査 発表 中 避 間 為替 相場 基 ぜ 
JATANAVI に よる 。 堂 パ スポ ー ト 吐 存 期間 硬 び 将 証 に 関す る ご 案内 は いずれ も 日 本 国 輸 机 方 を 対 鱗 と し た 
情報 で す の で 、 誕 国 購 本 方 は お 申 館 赤 時 販 更 店 に ご 確 対 く だ さい 。 (本 / セー ブレ ッ 内 記載 情報 は G018 年 6 月 


理 在 の も の で す | 事 補 計 日 は 宗幸 上 の 理由 に より . 地 域 差 が 生じ る 場合 が ぬり ます 。 2019 年 B 月 赴 在 | 





ご 案内 する 尻 証 置 


と テ 


の md さ 
い 
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ジャ イ プー ル ME、 EE た 江 サ ネ ー ジ シャ 問 り < で メー シコ ンス 2 ' IJNGDD=P 
3 こ * 天門 産 | ャ ーー マブ ーー 8 ・ ま 交 E E 目 半 
二 寺 の 見 な [FYagl デ 2 馬 E ー 


に 「 コ 寺 纏 し っ 卓 な ー ジ マハ ー ル 観光 ザー NH 
日 本 旅行 こだわ り の 観光 sy で じっくり 拉 能 ーー "けさ い 場合 も あり ます 





- 憧れ の 宮殿 ホテ ル に 宿泊 する コー ス も ご 用 意 ! @ 証 > 
か つて の マハ ラジ ャ が 次 を 俺 め た 、 き ら び や か な 宮殿 ホテ ル で ' 居 鈴 な 滞在 を お 楽し みい た だ け ま す 。 
EZkASOOAEE 桂 凍 。 ko ラー ジ ・ パ レス コー ス | ま 。 | ラン パー ツゲ ・ パ レス コー ス - 
















条 270 年 の 旧 中 を も コイン ドサ 王 ニア 了 幅 弟 本 慌 放 弄 可 作料 に 議 足 きれ た 元 で ハラ ダキ 恒 時 本 目 イン ド で も 届 指 机 上 人気 。 エ レガ ント な 宮 典 直 ホテル 間 

レキ イオ マ プ rrm 池 My 還 | ラー ジ シバ レス | ラン バー タ . バ レス WM 
手入れ の 行き 届い た 痢 本 | 美しい 骨 攻 品 や 工 球 品 | 呈 その 庭 の 美 し さ が 魅 力 的 | 議 5 選 
園 が あり 、 朝 の 食事 や 一 一 臣 牙 で 溢れ る ホテ ル は さ な が 税 唱 な ホテ ル 。 朝 の 英 歩 な 
敵 歩 で 華 し お こと が で き W ら 捕 物語 の よう . ター バン 下 | ど 、 間 コ く リリ ホ テル 時 間 を 
ます . スタ ッ フ の お も て な デー | を 巻い た ホテ ルマン が お 炎 楽し みた く な る 空間 が 広 上 
し に も 定評 が あり ます . | 出迎え し て くれ ます . が り ま す . 
httmir/wrww.taihntels.cnm 四 httP yyuyTj ロ IE。 ra httn5i/rwwuwrwr.tajhintels.Enmy 回 

中 FlnghrTiE『 





| 和 ヤ 王 還 還 還 昌 昌 日 
ジャ イブ ー ル らし い 家 具 
が 配 さ れ 、 そ の 屋 更 を 磨 
じ さ せる エレ ガン ト 在 空 
間 で あり な が ら 、 機能 的 
明 憶 斉 客 室 で す 


| P や 王 還 還 還 旨 昌 
本 剛 ュ 最高 の 素材 を 使用 し 
洒 昌 た ケラ シッ クエ レガ ント な 
了 千 宇 は 、 広 さと し た 空間 
る 自慢 で す . 


は | | 客 宣 * 

ラジ ャ スタ ン デ ザイ ジン で まさ 」 男 
必 まとめ られ た 容 宣 は 清 澤 中 間 | 
1 感 が あり 、 持 中 の 喧 陳 を 「 
品 れ . 快適 に お 過ごし い 
た だ け ま す 





| 請 毎 月 、 満 月 の 夜 と その 前 接 2 日 間 を 含む 5 日 間 の み . ター ジマ ハー ル の 夜間 見 掌 が 可能 で す . 
の 夜 と その 前 後 2 日 の 夜 限 定 ! ( 丸 り 品 付 近 の 秋色 奈 習 エリ ア の 琴 30 還 問 の 入場 と な り ま す .) 


タ 一 。 ジマ ハー ル / 玉 追 加代 釜 (お 1 和え 株 / 大 人 ・ 了 基 同 天 ) “5,000 円 | 2019 年 10/9ー12.11 アー11.12/6 一 9 





本 ~20:30 王 24 ホ 30 の 間 に 入 2 | 2020 年 1/5・ 公 *8・9、 品 生日.3/ 一 昌 中 人 一 6 日 本 出発 | 
夜 癌 見 ソン テン ee ん 玉 チ ケッ ト 宣 写 に 療 し 、 格 写真 と 文字 が 詳 明 に 確認 で きる バス ポー トコ ピー が 必要 
画 量 少 仙 行員 2 名 
本 ーー: セー ーー 5 Needkp9 SE (チケ ッ ト は 眼 二 ・ 交 換 は で きま せん .) 
日 本 申 依 敢 - 日 本 払い 明信 事 的 P34 佑 果 | 中 : ア ウェ ィ ビ ティ 直 還 : 本 光 シ ョ ピン ザ | 計 棚 は P34 を ご た だ さい 












P 吾 医 ー 
PA 「W 
L 1 P 





誠 
電 一 iL 











れ 学 一 更 た 
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| あう SX エア ・* ラジ っ バ (ター ン ②): 日 航空 ミ 

14:10| 関西 空港 発 サ ( 約 3 時 間 30 分 | IO8:O0] 分 丹 空港 発 す Y 

香港 経由 ( 約 5 時 間 30 分 ) || 9:15~09:20| 成 田 空 港 落 

、 バア, 伸 負 し ツー ト を ご 用 叶 トト ll 
pe el20] デリ ー 漠 較 9 は Eioyz ハア "性 目 し シー ト を ご 用 号 」 

意 後 、 選 下 正 本: 王 物 呈 半 で ホテ ル へ 。 645-1755 97 ス 

| 着 後 、 語 本 お 玉 放 人 軸 で ホテ ル へ 。 リ 

デリ ー 治 上 | デリ ー 泊 し | 朋 明 | | ラ 

午前 | デリー 市 肉 失 光 。( ホ テル 発 08:0Q 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 応 る 


中 フ トウ ラブ ミナ ー ル 、 四 還 本 夫人 ファ ユー ン 職 、 ペ イン ド 門 、 
新 還 (レッ ドコ フォ ー ト を 訪れ ます 
昼食 は | 「 モ ティ ・ マ ハー ル 」 で タン ドリ ー 和 料理 を どう ぞ 。 
| 午後 | デリ ー 発 画 | 夜 | ジャ イブ ー ル 着 ( 約 6 時 間 ) 着 衝 、 ホ テル へ 。 
ダ 食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ビュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 
(ホテ ル 着 19:30 頃 ) 還 
| 午 前 | ジャ イブ ー ル 市 内 観光 。( ホ テル 発 08:30 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 上 過 
( 〇 風 の 定 殿 、@ シ ティ ・ パ レス や 、 四 還 本 ジャ ンタ ル ・ マ ンタ ル へ ご 案内 。 
その 後 、 日 本 旅行 こ だ だ わり の 回 還 本 呈 員 アン ペー ル 居 販 光 。tP3 参 昭 ) 
雷 り タク シー に 乗 つて 小高 い 丘 に そげ ええ 立つ 城 に 登り まれ. ぉ 
_ 明 廊 は 、 ア ン ペ ベー ル 城 内 の 「1135Ad」 で ター リー 料理 を どう ぞ 。 
午後 〇 ジャ イプ ブール の 旧 市 街 英 策 へ ご 素 内 し ます 
| 夜 | 夕食 は 名 物 タ ー リ ー 料 理 と スイ ー ツ (グラ ブ ジ ャ ムー ン ) を どう ぞ 。 
その 徳 、 ライ ト ア ッ プ さ れ た へ 風 の 定 際 を ご 覧 いた だ き な が ら 、 
示 ホテ ルム へ 。 (ホテ ル 意 1 :00 張 ) ジャ イプ ブール 回 っ 古 


(ホテ ル 発 08:QO 頃 ) 功 gh 
還 際 | 午前 | 車 で 約 2 時 間 、 〇 チャ ンド パオ リ の 階 展 井 戸 へ 。 昼 食 は イン ド 料 理 を どう ぞ 。 
昌 昌 | 午 和 | チャ ンド バ オ リ 発 正 | 午後 | アグ ラ 落 ( 約 3 時 間 30 分 ) 
王寺 『』 WW/ 本 | | 還 途中 、 幻 の 廃 都 本 本 頓 G フ ァ テ ィ ー フ ブル ・ シ ー ク タリ を 訪れ ます 
ー テ ーーーー、 1 ' 回 | 詳 放 | 役 | 食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フェ を どう ぞ , (ホテ ル 着 17:30 人 
し 芋 や mn ・ キナ 。 導 | (上 1 満月 の 夜 と その 前 繁 g 日 限定 ! た FINETN 
愉 - 8 衣 7e だ 』 画 | ター ジマ ハー ル 夜 間 見 学 ブ ラン (本 追加 代金 /P7 参 照 ) 
PT ニー デリ 、 ee に 計 * = ゃ 本 ミ = ci に の | アグ ラ 泊 葬 和 回 
の ーー ド ーー 回 議 タ (日 の 出 時 間 に よ り ホ テル 出発 時 間 は 異な り ま す 。)[ 1 日 の 歩行 時 間 記 
3 キン ト 界 適 産 ルル ント ナー ル 、 回 較 | 玉 | 電導 け の ター ジマ ハー ル を ヤム ナー 川沿 いよ り ご 覧 いた だ きま す 。 、。 
フ マ ユ ー ン 、 レ ッ ド フォ ー ト を 巡 i その 後 、 皿 豆 咽 〇 ター ジマ ハー ル へ 。 ご 希望 の 方 は サリ ー ヌ 
上 剛 、 レ ッ ド フォ ト を 近 り 、 は クル タ を 着 て 観 沈 い た だ け ま す 。 (追加 代金 不要 ) 
HK2】2303 い 9 一 旦 ホ テル に 戻り 朝食 を どう ぞ 。 
バタ ー ン (1) :2019 年 10 月 3 日 2020 年 5 月 30 日 の 毎週 本 土曜日 出 発 ] 中 町 ②③ アク ジラ 選 へ ご 案内 。 昼 食 は 中 重 料 理 を どう ぞ 。 


| 








出 固 日 




























| パタ ー ン ③) : 2019 年 10 月 1 日 一 2020 年 5 月 31 目 の 月 曜日 を 除く 毎日 出発 | | 還 邊 「 タ 刻 | デリー 
| 出生 際 外 日 | 出発 際 外 日 は あり ませ ん 還 | 旧 oo ポー アッ ー 半 ( 約 4 時 間 ) 
| 利用 航空 人 神村 時) | バターン ①) : エア インディ ア パタ ー ン : 日 本 航空 下 gp 中 較 "=- パタ ー ン ① | ター 
1 回 還 | 乱 | 市 内 で イン ド : ーー テー | 刻 | 用 還 軍属 ガイ ト で 裕 港 へ 。 
アシ ジョ カ ・ カ ント リー KK ロイ ヤル デイ ズ | マン シン ダグ ダ ・ パ レス | 1 
リロ ザ ゾー ト 玉 は 上 ラ エ 本 は 丘 ラ 素 専用 車 ・ ・ 専 屋 ガ イド | で 空港 へ 。 I] 18BB-g け - 2 
ウェ ルカ ム ホ テル ・ ド ワリ カ | ラ マダ ・ ジ ャ イプ ブール | リス タル サロ パー・ の [3i05| デリ ー 発 サ ( 約 5 時 間 ) |( 約 7 時 問 45 分 ) 議 衣 昌 
利用 ホテ ル 区 は 呈 タ ラス 5 ケラ 又は S タ ラス PR 機 中 泊 重用 加 
3 間 天 プラ チ ナ | アル マン エ 7 ロ ティ R は ザラ ンド ヒル ーッ 還 _ | ジェ イ ビ ー パ レス 
7TfTL ル DLA| ター ジェ ・ パ レス 当 深 本 圧 リ ワ PYTIE 
ラー ジ ・ パ レス | 【 腸 : タ ー ジ ・ デ ィ プ ロマ ジェ イ ピ ビー パレ ス : 蛋 帳 し 】 こ 用 置 」 | 著 材 、 リ ムジ ン パ ス で 羽田 密 港 へ べ 。 





ラン パー プリス ティ ッ ク の ょ * エ ン ケ レー ゴ ) 


舌 乗 員 同行 し ませ ん が 、 日 本 語 を 話す 現地 係 見 (1 サル ー プ に 専属 ガイ ド 1 人 ) が 1 日 目 デ リー 

_ 夫 一 唱 国 日 デリ ー 空 港 ま で お 世話 し ます 。 補 プ リー タイ ム 。 プラ ン 参 加 時 を 除き ます 。 
[ | 量 届 行員 | 豆 独 ( せ 名 種 駿 上 で お 申 知 加 く だ さい い ) 
| 


h 240」 | 西 空 hg3 12:3014:30 | 田 補 人 上 


| | 李 経 す (《3 時 間 30) 0700-7.10 成田 空港 着 
避 


| 両日 | LILI 
| ご 案内 と ご 注意 MP33・3 の 「 ご 案内 と ご 注意 」 . 及び P34 の 「 イ ンド コー ス 共 通 注意 事項 を 
隔 お みく だ きい | の 田 一 の 移動 は リム ジン パス を 利用 し 、 各 自 で 移動 いた 
だ きま す 。 (リム ジン バス 代 は 旅行 代金 に 含 まれ ます 。) | 戸 | アン ペー ル 城 呈 委 の タク シー は 州 政 府 | 
の 規制 に より お 乗り いた だ け な い 場 合 が あり ます 。 その 場合 は ジー プ で 移動 し ます が 、 旅行 代金 
の 返金 * 変 更 は あり ませ 上 ん 。 ( 再 ) 天 眉 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 ( 語 2019 年 6 月 現 | 
在 一 部 修復 工事 中 で す 。 お 客 欄 の パス ボー ト 融 号 と 革 行 日 を ツア ー ビ 約 隔 に 入力 し で くだ さい 。| 


ー ツ きも eil Epdi 
遇 レンダー P35 > 箇 3 
si こ リープ ミ 1 UBSUOOHBB3 
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還 xe 











志 1 














人事 (機内 食 除く ) | パタ ー ジ ①|: 朝 4 回 、 重 4 回 . タ 4 回 パパ ターン : 朝 4 回 、 時 4 回 、 タ 3 回 


且 は も パス ポー ト ( 残 存 有 効 期間 ) ーー 
破 要 (日 本 取 旨 末 便 用 栓 証 本 9 ペ ー ジ 以上 要 ) 


= 「『 ご 案内 | 更 ツ アー 中 、 最 大 2 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 案内 させ て いた だ く こ と が 条件 
俺 土産 物 店 へ の ご 索 内 に つい て の 詳細 は P34 の [ご 実 内 と ご 注意 」 を ご 覧 くだ きい 。 
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fA 計測 1S 半 部 生 曽 凡 一 日 昌 周作 
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研 隊 一 時 
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HfiY3 


B 日 | 96058360 [9 3 


- 引 』 I 


し 
I 
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『 
W 


時計 中 本 冒 「 織 


只 亡 

由 旅 客 『 尺 要 り サー ビス) 弟 ト 国際 ココ ド 語 う E』 随 客 税 及 税 衣 ? 叶 」 『 現 地 空 港 謗 語 税 は 別途 必要 て て 1 虹 = に (P33 参 ま 遇 に 生き 

で PE ー エ コミ ー ク ラテ スト 約 5 440 円 [大 - 子 供 同 析 ) で ビジ ネス タラ スラ 約 7.070 円 (大 人 子 代 同 題 )| 吉 

旨 間 パタ ー ン (3 : 約 670 円 (大人: 子供 同 ーー い の 

上 衝 が 詩集 と な り ます 。 層 せ で P36 も ご 覧 くだ さい 。 人 半 プ ス ら の 本 人 ん Ei 軸 生 プ ラ の 予 量 訪 に つい て HP34 皇 腸 ] 革 時 








ーー 宮 一 ーー E、 = 
PF 。 4 | ae _ ゴザ - だ rr 了 プ デ SS7 し の ュー 


キハ LT 


ジン と AN の が 才 産 アデ エド と が の 


写 " 補 9 ーーー S 条 に 両 5 * 叶 に M R 時 5 ド 中 iP 
」 ロ [ 赴 ] し 時 : すり 間 BIK'9R き ea 昌 | | 柚 民 | 


1 本 凍 - 和 プア 


WW ア アラ ナシ ガン ジス で の 洒 浴 風景 中 


ー 一 一 1 ヴァ ラナ シ は ヒン ドゥ ー 教 徒 に と っ て は 聖地 の 中 の 聖 

ー 地 。 購 罪 と 来世 の 幸福 を 求め て 、 イ ンド 全土 か ら 毎年 

ー 100 万 上 財 上 の ヒン ドッ ー 教 桂 が ここ に 集まっ で て きま 
- 呈 す 。 聖 な る 川 で 洒 浴 する こと で 現世 の 罪 を 洗い 渡し 、 来 言 
SRTvibuNtod ik LA = 


ーー ーー 





1 ) 





ヒン ドッ ー 教 と 仏教 の 所 り の 昌 地 を 訪れ る 、 と 


祈り の 儀式 アー ル テ ィ は 
っ ボー ト の 上 か ら ! 


タ 墓 れ の ター ジマ ハー ルル 


※ 大 証人 な ど で ガ ンジ JI が 増水 し た 場合 「 ア デール ティ 」 と は ヒン ドゥ ー 
ボー ト で の 失 光 が で き な い 電 合 が あり ます 


教 の 折り の 撲 式 。 日 渡 と と 
も に お 香 が 近 か れ 帳 格 の 
香り が 浪 う 9 中 、 人 式 は 始ま 
り ま す 。 イ ンド の 伝統 楽器 
に よる 刺 と 演奏 の 中 、 ガ ン 
ジス 川 に 火 を 捧げ ます 。 恒 
者 に が ガン ジス 有川 の 氷 を か 
け 、 僕 式 は 終了 で す 。 
き 





ー _--" 地 | ー AN の - の map co= 各 
サル ナー ー ト は ブッ タダ が 情 り を 開い た 後 、 飼 め 説法 自 大 理 石 で 造ら れ た ター ジマ ハー ル は 、 刻々 と 移り 人 ゆ 
を 行っ た | 初 転 法輪 」 の 地 。 最 初 の 弟子 は 5 の 尼 く 空 の 色 を 反射 し 、 さ きま ざ まな 表情 を みせ ます , こ の 
行 仲間 で 、 こ の 5 人 の 弟子 に より ブッ ダ の 教え は 広 コー ス で は タ 暮れ 時 、 オレ ンジ に 染まる ター ジマ ハー ル 
まっ て いき まし た 。 ダ メー ク ・ ス トゥ ー パ は アシ ョ カ 王 を ヤム ナー 川治 い に ご 寛 いた だ きま す 
が 建て た と 言わ れ て いま す ※ 天 候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 
間 論 に 「 ポ 科 60 EPR 849- れ バル 0 下 抽 隊 PPI 」 2 < 
デリ ザラ 6H 6 光 イ ナル 7 腸 E 手 たり = (大: 子供 同額) 


| 章 日 等 PB 馬 昭 | 90 プラ タン な 折 し て くだ きい 。 、 問 携 9 一 鮭 3 に 5 4 








HE ー ン で 有 0690004655 タージ 7 且 0690904668 | 」 部 司 
本 3 LE Lc Lp Le lm 還 思 還 証 還 記 叫 。 。 還 M 
| | 266900| 300900| - | - | - | - | 25000 


ケ “ | 237900| 269900|309900| - | 一 | - | 一 | se 
| フラ テ ナ | 6 |wnoiseo | 2690 | 9900 29490 240]26600 26590| 252900 29990 220]25590 26790 9890| 4190| = | - | = | - | AOW 


プラ チ ナ 細 PlEEaPTCPYOFTECTETJLTPCJPTTF-TIETOPT コ ETD 本 本 本 


シル バー e| 96061370 | 237.900 | 25490 27200 272900 ae 0 299.00 316. 36900 | 335800 355800 | 355800 |369800 | 381990 |495800 | 460 900 | 43900 | 2500| 
2 96061410 5061410 | 24900 73900 302.900 | 308.900 320900 334900 ーー ooo rmeo tom 0o0 tom 477.900 |489900 | 30.000| 

| 304.900 | 302900| 32 PP 468.900 450900| 30.000 

往 1091 495900 495900] 3700 


人 276900 | 295 295900 31 Ao 326 
| B 日 | 96061400 | 259.900 | 284.900 | 
〔 


加 | 7 日 |96061 5 60 sie0 49290 493900 | 73900 
ブラ チ ナ GG | 7 日 “ 4B1.900 593.900 0R 


EE 税 及び 現地 空港 諸税 は 別途 攻 要 で すむ (P33 切 昭 ) 





ーー ーー デシ ーー うー ご 参 吉 いただけ ませ ル 。 





現地 空 港 語 科 目安 病 間 0) Do コーラ 灯 400 有 CE * 子 代 同 棚 5222 の 050 [大 : 子 位 同 同 
※ ピ ジネス ・ プ レミ アム エコ ッ ミ ー タ ラス は ター ジロ は 関空 デリ ー 間 持 拓 . (ターン! は 度 田 宇 箕 一 デリ ー 間 | バタ ーー(8) 約 670 円 (大人. 子 決 同 ) 





屋 史 柱 皇 が 対象 な り ま す 。 併せ て PBB も ご 覧 くだ さい 。 吾 延 折 ブラン の 彼 定 は あり ませ ん 。 | 生 プ ョ :: の 予約 方 に っ いて HFP34 独 昌 | 










PE 可 本 PE 拉 ーー 周 本 
中 りき 0IGD7 ッ ト ウト ーー | 
避 ⑨90 そこ 用 昌 MM を ご 朋 | グ の Em 


バタ ー ン 6 日 本 豚 守 
IQ8iHO 伊丹 空港 発 す 
ID9.15~-08:20 成田 空港 六 
10:4 ロ <11:05 成田 空港 発 ナ 
BEHGIEIEG 骨 ハ ア 伯 目 し シー ト を ご 時 
デリー 着 汗 後 、 加 証 二 折半 で 
デリ ー 泊 [ 隊 了 ホテ ル へ 。 | デリ ー 治 | 了 ほ 団 
[午前 | デリ ー 発 サ | 午 前 | ヴァ ラナ シ 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) | 1 日 の 歩行 時 間 記 
落 後 、 名 物 タ ンド リー 料理 と スイ ー ツ の 性 食 を どう ぞ 。 
る [午後 | サル ナー ト の 仏 中 観光 。⑨ ム ル ガ ン ダ - ク ティ イー 寺院 、 〇 ダメ ー ク - ス トゥ ー パ や 
ジャイ プー ル へ も ご 条 内 ! _ 考証 学 捕物 屋 ( 木 也 日 出発 は 除く ) :s を 訪れ ます 地元 の サリ ー の お 店 (1 店 ) に も ご 宋 内 し ます 
ーー ーー | 夕刻 | サイ クル リク シャ ー( 自 転 車 タ クシ ー) に 乗車 し ( 約 10 分 ) 、 ガ ンジ ス 川 へ 。 
中 | アン ペー ル 続 mm | ポート に 乗っ て ガン ジス 川 よ り ヒ ンド ウー 教 の 儀式 「 ア ー ル テイ] を 見 学 。 
こと な を と KS な うり 絢 jm [ 計 | 夜 | 夕食 は 名 物 タ ー リ ー 料 理 を お 召し 上 が りく だ さい 。( ホ テル 壮 21:00 頃 ) | ヴァ ラナ シ 泊 馬 和 田 
誠 基 「 対 ^i | 較 時 朝 | ホ テル で モー ニン グチ ャ イ を ご 用 意 し ます 。 | 1 日 の 歩行 時 間 記 
ポー ト に 乗っ て ガン ジス 川 の 涼 浴 風景 観賞 へ 。 計 (ホテ ル 発 05:00 頃 ) 
パー ラ ト ・ マ ー タ ー 寺 際 へ ご 案内 後 、 ホ テル へ 戻り まれ 
"| 午前 | ヴァ ラナ シ 発 サ | 午後 | デリ ー 落 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
イン ド 料 理 の 昼食 後 、 午後 | デリ ー 発 ク 天 | アグ ラ 革 5 
























アプ 日 コー ス な ら 


た マハ ラジ ャ の 成 光 を 感じ る で 
ビン クシ ティ 





































[生前 | アグ ラ 市 内 要 光 。( (ホテ ル 発 09:00 結 ) os 
本 馬 ター ジマ ハー ル = へ 。 ご 希望 の 方 は サリ ー ヌ は クル タ を 着 て 
呈 二 ロア デン ラ 司 へ ご 素 内 し ます 





人 


二 。 鐵 何 学 要 様 が 共 し い 」 






また 、 






















昼食 は 中 華 料 理 を どう ぞ 。 
階段 井戸 へ も ご 案内 ! 旨 生後 | フリ ー タ イム 。 ご 希望 の 方 は 、 パ ザー ル へ ご 案内 し ます 。 アー エル: ヴェー ダブ プラン ( 机 人 会 記名 
の | 有 性 ター ジマ ハー ル を 眺め な が ら 、「 タ ー ジ ・ ケ ー マ 」 で 午後 の ティ イー タイ ム 。 





久 | 夕刻 | ダ 言 れ の ター ジマ ハー ル を ヤム ナー 川治 いよ り ご 覧 いた だ きま す 。 =, 

国 | 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 装 18:30 頃 ) 

満月 の 夜 と その 前 後 2 日 限定 ! タ ー ジ マハ ー ル 夜間 見 学 プ ラン ーー 二 

【 要 追加 代 釜 / 左 記 参 昭 ) (Et 5 アグ ラ MM 
了 日 パタ ー ジ g の み 





記 困 宇目 に 千 | 


旧 : チャ ンド バ パオ リ の 階 邊 井戸 



























R 」 ーー (ホテ ル 発 08:00 頃 ) | 1 日 の 秒 行 時間 | (ホテ ル 発 07:00 頃 ) | 1 日 の 歩行 間 上 
「 < ナグ フ ci ゆ と り の 2 寺泊 で か S 咽 | 午 前 | アグ ラ 発 起 | 午後 | デ リー 着 ( 約 4 時 間 ) | | 朝 | アグ ラ 発 引 
が ッ ー ハー ル を じじ く 観光 昼食 は 和食 を どう ぞ 。 昼食 後 、 デ リー | 午後 | ジャ イプ ー ル 着 ( 約 6 時 間 ) 
ジマ ハー ル を じっくり 市 内 観光 。 則 本 WO 〇 クト ゥ プ - ミ ナー ル 、| 還 計 途中 、 〇 チャ ンド バ オ リ の 職 井戸 へ 。 





| ーー ジマ ハー ルル と 同じ た 理 再 を 司 用 し た 内 難 


ジ ーー バレ: プラチナ | 
ンー し 及 。 emaー ス コー ス | | 
四 叫 アグ ツラ の よう な 素描 色 の 石材 を 


し ーーー ュー | 鑑 後 、 ジ ャ イブ ー ル 市 内 観光 。 〇 出 の 宝 肛 、 
ター ェ タニ 〇 シテ ィ ・ パ レス 、 遇 〇 ジャ ンタ ル ・ 


マン タル 、 り パ ザ ー ル ヘ ご 素 内 し ます 。 











TP 較 放 寺 "KK- 


」 


使用 し た モダ ン な 軒 物 で 、 婦 書か な 避 由 | 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で 
広々 し た 敷地 が な ん と る 昔 沢 で す ィ ビ ピュッ フェ 。 
TP [gg gl (ホテ ル 閉 18:00 頃 ) 








に 1 
っ 


に 人 


ーー 庄 説 守 
木製 家具 に 上 品 な 色 公 い の ファ ブリ ッ | KSfg1ra46 QQ 結 ) し d 


ケ で まとめ られ た 客室 で す 。 
リ の 令 と その 前 後 2 日 の 夜 限定 ! 
ター ジマ ハー ル 夜 間 見 学 プラ ン 汚い |e 








Li 』 還 『 







諭 竹 、 リム ジン パス で 


1230-1420 人 か 





る 物 の 奈 の タク シー に 乗 つて 小高 い 丘 に 
そ び : えつ 和 に 登り ます 。 は 











追加 代 1 11935-1538| | 。 回 
間 P 2 6 リ 6 時間) 人 ETWWO ウフ - . ミ ナー ル 、 
| "20:30 一 24:30 マコ | 旧 昭 還 の フ マ ュ ユー ン 科 を 訪れ ます 。 
oo ad 半 し 記 : 還 画 | タ 刻 語 E 尊 お 相国 で 空港 へ 。 








01 PTTYRTTSYT2 1 ザー11.12/6 一 8、 間 
記 玉 洋 2020 年 1/5・5・B・9.2/5ー8.3/4 一 8、4/2…6 日 本 出発 


月 満月 の 夜 と その 前 後 2 日間 を 含む 5 日 間 の み 、 タ ー ジ マハ ー ル 
の 夜間 見学 が 可能 で す . 幻想 的 な 夜 の ター ジマ ハー ル の 妄 を て 覧 く 
だ さい . (入り 口 付 近 の 素 色 砂 震 エリ ア の み 30 分 間 の 入場 と な り ま す -. } 
※ チ ケッ ト 手配 に 隠し 、 析 写 真 上 文字 が 詳 明 に 確認 で きる パス ポー トコ ピー 
志 下 要 で す . お 申込 み 時 に 販売 直 へ お 捕 ち くだ さい . (チケ ッ ト は 調 臣 ・ 変 
換 は で きま せん を .) 二 当 プラ ン の 注意 事項 は P34 を ご 重 隅 くだ さい . 

同 柳 予約 方 (PS 基軸 ] 婦 : ア タテ ィ ビ ティ 人 利 キ ッッ ピン | 


アー ユル ・ ヴ ェ ー ダ プラ ン 。 EEPETEESW 


ジェ イ ビ ー バ レス 内 の スパ で 
アー ユル ・ ヴ ェ ー ダ を お 楽し み 
いた だ く プ ブラ レン で す . 樹木 の 度 
や ココ ナッ ツ な ど 自 然 界 か ら の 
素材 を 覗 用 し た オイ ル で 人 柱 身 詩 
マッ サー ジ し ます . 帳 間 に オイ ル 
詞 た ら す シロ ー ダ ラ も ご 体験 い | | 
た だ きま す 」 


画 追 加代 金 (5 人 竹 / 大 人 - 子 人選 剖 ) 1 7.UUO 円 





ご 案内 と ご 注意 机 日 33・ ・34 の 「 ご 案内 と ご 注意 ]、 、 役 が び P34 
の 「 イ ンド コー ス 共 通 注意 事項 ] を 妥 す お 読み くだ さ し い 。 

Ei 慢 路 の の 成田 一 羽田 間 の 移動 は リム ジー バス を 利用 し 、 各 
自 で 移動 * た だ 吉 ま す 。 (リム ゲン バス 人 民 は 能 行 代金 に 童 ま れ | | 
ます 。1[ 詩 ) 釜 曜日 に 当たる る 場合 は 体 本 の た 品 ご 寄 内 で きま せ 
ん 。 ( 有 大 雨 など で ガ ンジ ス 川 が 増水 し た 場合 、 ボ ー ト で の 観 
光 が で き な い 場合 が あり ます 。 そ の 際 の 返金 は あり ませ ん 。 
s 康 ) 21 年 月 現在 一 部 修復 工事 中 で す 。( 語 天 惨 に より ご 
覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。( 設 ] ア ン ペ ー ル 城 の 介 の タタ 
シー は 州 政 府 本 規制 に より お 乗り いた だ け な い 場合 が あり まま 
す 。 そ の の 場合 は ジー プ で 称 動 し ます が 、 旅 行 代 多 の 返 候 *| 
更 は あま せん 。 


イン ド 国 内 の 後 行内 の 予約 に 必要 な た 和 め 、 刀 香 宛 の バス ポー ト 
四 呈 と 那 行 日 を ツア ー ビ 了 予約 時 に 入力 し て くだ さい 。 


|1g:35-0i2U| デリ ー 発 す ( 約 7 時 間 45 分 ) 
バ 了 : 仲 邊 し シー トド を ご 用 店 


















機 中 泊 加川 は | 





07:D ロ - ロ 71H| 成 田 空港 葉 

着 後 、 リ ムジ ン バ パス で 羽田 空港 へ 。 

| | LHS30-14:8C| 羽 田 空港 発 + 
|13:35ー15:35| 倒 丹 窟 洪 諸 





























| 了 貞 LT」 
ショ ッ ピン グ に 関す る 案内 | 葵 ツア ー 中 、 最 大 2 ァ ヶ所 の 土産 物 店 
へ ご 案内 させ て いた だ く こ と が 条件 と な っ て し ます 。 環 土産 物 店 へ の 












ご 案内 に つい て の 詳細 は P34 の 「 ご 案内 と ご 注意 ] を ご 覧 くだ さい 。 
パタ ー ン iT : 2019 年 10 月 3 日 "2020 年 5 月 30 日 の 木 ・ 土 曜日 出発 パタ ー ジ 3 : 2019 年 10 月 1 日 2020 年 5 月 31 日 の 火 幸 日 を 除く 毎日 出発 












出発 際 外 日 は あり ませ ん 利用 肖 補 会社 ( 昌 者 時 ) | パタ ー ン 1 : エ アー イン ディ ア パタ ー ン ⑧ : 日 本 所 

| ジャ イプ ー ル ル 7 日 コー ス の ぁみ 
| KK ロイ ヤル デイ 
区 は AA ウタ ラス 


| ラテ マダ は 5 ウッ ラス 













| マン シン ダ - パ レス 
| 双 は A ク ラス 

フォ ー ボ イン ツー バイ ・ 
| シェ ラ ト ン 又は ダラス 


アシ ョ カ ・ カ ント リー・ ヒン ドウ スタ ン ・ イ ンタ ー 
リゾ ー ト 兄 は 入 グ ラス ナシ ョ ナル 叉 は AA タラ ス 
ウェ ルカ ム ホテ ル ・ ド ワ リ カ ケ クラー ウス 

は タラ 又は 8 タラ ス 



























利用 ホテ ル | フツ アド 










(P35 参 脈 ) | プラ チ ナ Q@, | ブル マン ここ ティ 叉 は ザ ・ ダ ラン ド | ヒル ト : 
国 所 要 時 問 .。 14E00 一 16:30( 約 75 分 の コー ス で す ) プラ ョ チ ナ 操 の に テマ ダ _ 上 
較 最 少 催 行人 具 "2 名 還 往 復 送 迎 ・ ガ イド 付き プラ ナナ) | (』: タ ー ジ ・ デ ィ プ ロマ ティ ッ ク ・ | 叉 は ラディ ソン エイ ピー クレス 当 ラー 7 レス ー 










常民 旅行 お 申 私 到 時 に お 申込 友 く だ さい 。3 名 様 以上 で お 申込 上 の 
場合 、 同 時 に 怪 行 で き な い 場合 が あり ます 。 日 本 出発 後 の お 申 穫 
改 、 補 更 は お 芝 け 出来 ませ 上 ん 。 双 、 ご 希望 の 変更 が で き な い 場合 も あ 
りり ます ので 、 予 ご 了承 くだ さい 。 プラ ン 取 過 ・ 変 更 の 場合 取消 料 
に づつ * ' て は P34 の 「 ご 案内 と ご 注意 」 を ご 参照 くだ きい い 。 


4 


プラ チ ナ 
同行 し ませ ん が . 日 本 語 を 話す 現地 尾 員 
(1 ダル ー プ に 専属 ガイ ド 1 上 ) が 1 日 目 デ リー 
塵 潜 一 昌 国 日 ー 空 港 ま で お 世話 し ます . 
所 プリ ー タ イム 、 プ ブラン 郡 加 時 を 障 寺 ます 。 


人 員 | 2 名 (2 名 様 以上 で お 申込 み ぐ ください) 


電 間 ラレー バー ヴ . バ レス 


| g 目 | パター ジ 1 『 朝 回 . 量 4 回 . タダ 4 回 パター プロ 戦国 硫 中 国 - タ 3 回 


| 中 | 朝 5 回 、 昼 回 、 ダ 4 回 


パス ポー ト ・ 査 | /( メ ホー ト [ 了 有 半 ) | 衣 証 申請 時 6 ヶ月 以上 
一 | 【 旧 牽 国 路 本 二 』 1 
(PS*6 参 照 ) | 査 丁 | 雪上 取得 未 便 用 衣 秩 2 ペー ジ 以 上 可 ) 


































ーー ビオ リカ 


= キ 中 二 弘 











ーw い で びす 肛 本 ゴ 膨 昌樹 濡 「』B 一 2 超 凍 


田 
| 


TE 






て 団 凌 2JMIN 


La 


ネ 
式 
フ 
ば 
ス 

36 


EEI 
避 香 廊 r 「 醐 記紀 誠一 日 噌 ] 「 騰 辻 ffY 対 商 「 吊 Bー ス 選 - 四 庄 紗 日 時 了 征 癌 


員 用 申 ・ 二 時 属 ガ イト が 【 


ご 案内 する 





ジョ ー ド プル の 青い 街並み 
マハ ラジ ャ の 栄 章 を 但 ば せる 頻 の 尊 に 、 紀 
想 的 な 青い 街並み が 広がり ます .15 世 紀 
後半 に 造ら れ た この 町 は 、 秒 漠 の 中 の 青々 
と し た オア シス を イメ ー ジ し 、 涼 し さ を 演出 す 
る た め に 青く 染め られ た と 言わ れ て いま す . 


rm 


昌 」 


ジャ イブ ー ル の 持 を 箇 偽 する 優雅 を ピン ク 色 の 軒 


寺 物 . 表 に 出る こと を 禁じ られ て いた 宮廷 女性 が . 街 " 


出 の 様子 を 陸 め る 為 の 953 も の 小 悪 が 圧巻 で す 。 






往時 の で ハラ ジャ 
9 守 内 に な っ で 、 
ゴル ー ジ シティ を 見 
施し て 見 まし ょ う 






メラ ー ン ガル 幣 


高き 約 130m の 岩山 の 上 に 、 
まる で 空中 に 浮か ぶ 巨 大 な | 
圭 の よう に . 覧 を 尽く し た 豪 
華 訪 宮 暴 究 寺 院 が 建ち ます . 









旧 市 街 各 
サダ ル ・ バ ザー ル 
時 計 塔 の 周り に は バ 


ザー ル が 軒 を 連ね . 徐 
まで 岩 わ っ て いま す 。 





ーー テイ プッ コーナ マハ ラジ ャ の 栄 革 を 体 









L 1 
。 臣 / / 
ジャ イサ ザイ ーー テ し 
デール 7 ー 上 
ーー ド アク 5 
プル テール 
、 コ 
INBDIA 


MAP 


9 me 





ド 時 | イン ド の 画 珠 を 鏡 す 電 都 市 街 P ゅ う の 建 物 
が 蓄 色 の 尋 岩 で 第 か れ 、 日 波 の 頃 に は 釜 色 に 郊 い 
“ | て 見 える こと か ら ゴ ー ル デン シテ ィ と 言わ れ て いま す . 






目 を 見 張る ほど の 精 雪 な 
レリーフ が 全面 を 碧 う . 
可 奪 で 美しい ラー ジ プ ー 
ト の 貴族 の 邸宅 で す 


旧 市 衛 の 細い 
路地 に は エキ ゾ 
チ シ ズ ム が 溢れ 
て し ます 


剛 )) が Ne NNNN 
Re 


リリ と 情 序 | ト 


1.8 『 也 如 。 


砂 と 風 が 生み 出す 芸術 的 に 美しい 
自然 の 妄 を ご 覧 いた だ け ま す . 


間 es 
日 










- デ イン ド を 代表 する 9 開 下 PE Ws " 各 還 
世界 遺産 の 数 を 々 へ も 訪れ ます 25297 ジ 3 デ の 9 で 2 













ーー ITQOc1145 QOc11:45 関西 空港 発 サ ( 約 6 時 間 ) 



































( 約 3 時 間 30 分 ) 理 港 経由 サ ( 約 5 時 間 30 分 ) | (7 還 5 朋 | ヤ 

伸 良 し : バン コク 乗 継ぎ サ ( 約 4 時 間 30 分 ) ン 

1:20 | デリー 次 ID'55-83:00 デリ ー 落 | 
着 和 、 記 技 E 間 及 許 計 で ホテ ル へ 。 | 病 後世 圧 E 間 記 育 護 市 で ホテ ル へ 。 

| デリ ー 泊 | は | ぼ | デリ ー 泊 ほけ | ュ 

[午前 | デリ ー 市 内 観光 。( ホ テル 発 08: 00) | 1 日 の 赦 行 時 間 過 | リ 

上 本 〇 クト ウブ ・ ミ ナー ル を 訪れ ます 。 フ 

昼食 は 名 物 タ ンド リー 料理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 ン 

午後 | デリ ー 発 サ | 夜 | ジョ ー ド プル ( 約 1 時 間 20 分 ) カ 

芽 後 、 ブ ルー シテ イィ と 言わ れる ジョ ー ド ブル 市 内 観光 。G メ ヘラ ー ン ガル 匠 、@② ジ ャ スワ ント ・ | |. 

_ 夕 劉 O 〇 ウメ イド ・ パ ワン ・ パ レス 人 博物館 を 訪れ ます 。 氷 

ル 








(ホテ ル 発 08:00 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 旧 
| 午前 | ジョー ド プ ル 発 政 ジャ イサ ル メ ー ル 薦 ( 約 5 時 間 ) 藩 後 、 タ ンド リー 料理 の 昼食 を どう ぞ 。 

[午後 | ジャ イサ ル メ ー ル 市 内 所 光 。 還 咽 引 ジャ イサ ル メ ー ル 域 、 ラ ー ジ ブー ト 貴 族 の 私 邸 〇 ハ 
ヴェ リー へ ご 案内 し ます 。 











Me J ル * oo 

に バザー ル 散 筑 を お 楽し みい た だ きま す 。 その後 、 生生 e に 
9 届 ウード プル 介 ジャ イプ ブー ル 着 ( 約 4 時 間 15 分 ) 
屋 呈 | 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 意 21:50 頃 ) [> 


(ホテ ル 発 08:30 天 ) 王 

















ーー 
その 後 、 ジ ャ イブ ー ル 市 内 観光 。 〇 鳳 の 宮殿 、@ ウ シテ ィ ・ パ レス や 、 還 王 ③ ジ ャ ンタ ル ・ マ 
ンタ ル へ ご 案内 し ます 昼食 は アン ペー ル 類 内 の 「1 135Ad」 で ター リー 料理 を どう ぞ : 





ル | 夜 | ライ ト ア ッ プ され た へ 購 の 守 妥 を ご 覧 いた だ き な が ら 、 ホ テル へ 。 
夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ ェ を どう 才 。 (ホテ ル 閉 20:3 ロ 頃 ) ジャ イブ ー ル 敵 避 車 古 | 


(ホテ ル 発 08:00 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 過 
[午前 | 車 で 約 2 時 間 、 〇 チャ ンド バ オ リ の 階 妥 井 戸 へ 。 昼 食 は イン ド 料 理 を どう ぞ 。 
年 午後 ] チ ャ ンド パオ リ 発生 後 | アグ ラ 六 ( Gu ー 








(ホテ ル 発 08: 00 頃 ) 
| 午 前 | アグ ラ 発 デ リー 症 ( 約 4 時 間 ) 


田 
| 





城内 は 、 堂 宇 な 外観 か ら は 想像 で き な い ほど の 、 優 雅 で 織 






















細 な 装飾 が 施さ れ た 世界 が 広がり ます . [午後 | 呈 較 介 〇 フ マ ユ ー ン 隊 、 ヘ イン ド 門 、 へ 国会 議事 堂 、 へ 大 統 祝 宮 凶 へ ご 案内 。 
Se TOO マイ ンド 香 誠 の ル 
シテ ィ ・ パ レス Er ge 外 
マハ ラジ ャ が 今 る 墓 EE 王 Pg4 軸 で 空 港 へ 。 上 3 で へ 。 人 
らし て いる 、 ピ ンク と テリ ー 共 か (05 時 間 ) に 30052) テリー 発 +( 約 4 時 間 ) 36| 
白 の コン トラ スト が 美 中 庄 
し い 建 物 で す . ーー ビ 


香港 経由 ( 約 3 時 間 30 分 ) バン コク 乗 継ぎ ( 約 5 時 間 30 分 ) 「 
ペア - 仲 良 レ シー ト を ご 用 聞 ペア ・ 仲 良し シー ト を 


ーー 陸 |H545-15555 5 関西 空港 半 

案内 と ご 注 幕 の P33.34 の 「 ご 系 内 と ご 注力 | 及び P34 の イン 

ドコ ー ス 共通 注意 事項 | を 必ず お 読み くだ さい い 。 出 償 日 | 2019 年 10 朋 1 日 -2020 年 5 月 30 昌 の パ バターン: : 則 ・ 林 ・ 士 也 日 出 人 バ パーミ) 日 曜日 を 除く 毎日 出発 

2019 年 月 現在 一 部 惨 復 工事 中 で す 。( 計 天 帳 に より ご 覧 いた だ | | 出発 除外 ーー 利用 航空 全社 (日 本 発着 天 ) | パタ ー ツ 1 : エア ・ イ ン デ ィ ア パタ ー ジ ) : タ イ 国 附 航空 

け な い 場合 が あり ます 。( 記 アン ペー ル 城 の 集 の タッ シー は 州 政 府 の ジョ ー ド プル ジャ イサ 』 
パー ケタ ・ プ ブラ ザ 
到 は タラ ス 


規制 に より お 乗り いた だ け な い 場合 が あり ます 。 そ の 場合 は ジー プ Fr テ Tr2TYS カン トリ ー・ ベリ チオ 529 ゾー ド KK ロイ ヤル デイ ズ | マレ シン グ ・ パ レス 
(P35 共 陳 ) ムタ ラス エエ は AA タ ラス 叉 は 品 ウ ラス 


で 移動 し ます が 、 旅 行 代金 の 返金 ・ 恋 更 は あり ませ ん ル 。 利用 ポ ホテル | リゾ ヅ ー ト 叉 は A ダ ラス 
イン ド 国 内 自 行 旧 沿 予約 に 机 意 庄 、 お 客 様 の パス ボー ト 番号 と 発行 日 本 エ 貞 旋 占 十字 比 ・ 享 一 の ュー + YE プ ォ ー トラ ウロ 放 ラマ ダ は S ケ ラズ フォ ー ボ イン ツー バイ ・ 
を ツア デー ご 予 絢 晴 に 刺 力 て く 評 さき し 1。 | ドロ リカ はち ダラス 了 は 司 か ララ ッッ エラ ト ン 台 は 豆 ラス 
ショ ッ ピン グ に 関す る ご 案内 | 介 ツ アー 中 、 最 大 2 ヶ 所 の 土産 物 店 へ ご | EEE 8 も Reco 電 6 回 、 呈 6 回 、 タ 回 "" 
案内 させ て いた だ く こ と が 条件 と な っ て いま す 。 事 土産 物 店 へ の ご 案 お 世話 し ます . ま フ リー タイ ム 時 を 隊 き ます . ポー 半 パス ボー ト ( 下 有 交 是 間 )| 査証 申請 時 6 ヶ月 其 上 
内 に つい て の 詳細 は P34 の | ご 案内 と ご 注意 」 を ご 覧 くだ さい い 。 ' A 貞 | は 笑 (2 衝 埋 凡 上 で お 申込 くだ さ し い ) 1 査 古 | 必 ( 日 本 取得 - 未 便 用 香 証 細 ら ペー ジ 以 上 要 ) 


人 と きこ ビー ンー ンー ET の ー 
イド ラジ ャ 2 タツ 総 上 8 BB aa に 放り) 10.000 剖 引 ! な な は 1 PH PT Pe 2 の = 








ネ 
式 
フ 
ば 
ス 

136| 


5ー ツ | テル 日 着 ツア ー コ ー ド 


| シル バー 上 960gg4zo | 35 900 | 240800 250 Fr アコ cdccc コ PT TL ry 
| 3 5 ewossdeo 248809 258999 256800 | 75900| 75ah0 75g00 26300| 295990 263600|287990|314ao0 321afo ke00| 55o0 


4 | シル バー |B 昌 | 96061150 | 257.900 | 262.900 | 262.900 | 267.900 | 273.900 | 283.900 | 263.900 | 317.900 | 322.900 | 362.900 | 381.900 | 367.900 - | 34000. 
ss ーー 900 | 385.900| - | 55.000| 
Eee PFETHTOIIN ーー て ス 科 国際 失 光 旅客 和 及び 現地 空港 計 税別 必要 で お (P33 参 照 


還 パタ ーー] 1 : で て エコ ッ ミ ー タ ラス テラ 約 55. 中 0 円 (大 人 - 子 供 同 才 | ベビ ジネス ケラ ネッ テ 約 7.D7H 円 (大: 子 人 性 同 知 ] 
軒 バターン 5 :1 QB 円 (天上 よ ・ * 子 旧 同 } 











避 動 叶 負 「r 「 環 所 「』Bー ロ 噌 ] 「 瞳 WTTY 計 制 和 ツー ス ・ 内 本 散 昌 中 由 品 


と 時 LA 本 名 思 下 間組 評 FTT 言 測 呈 許 問 古 瞳 玉 一 日 量 」 避 記 「 葵 潜 革 時] 








ーーーー= ニ ーー エーーー ニュ ーー テー エーーー ニー ょ ニュ ーー [デー ュー ニギ ーー モー ュー ェ == 


セラ ォ フウ ラ 2 関 店 テ リー が 針 Pr り E す 。 人 で PG8B ど 邊 で だ だ きい ー ミコ ーー 
合 証 泊 ブ ラン の 証 定 は あり まま せん 。 還 還 還 生 プ ラー の 予約 方 に つい THP34 者 間 | 





内 容 充 実 よ b , 球 見 鐘 録 コン パク ト に イン ド の 魅力 を 巡る 


5 手 回 価 格 / GE ゴー ルデン トラ イア ング ル bx6H 


ーッ ルネ 


ピ - 還 子 人 放 


アー ず 


ニー 
本 ーー 一 ュー 


す 


ピン クタ シ ティ と 呼ば れる 、 
マハ ラジ ャ の 成 光 が 色濃く 残る 
街 の 見 どこ ろ を 巡り ます 。 
街 の 負 [ 風 の 宮 穫 」 を は じゅ 、 / 信 議 
ご つの 邊 還 凍 量 肖 デン ペパー ルル 城 と 「 鹿 匠 呈 


ジャ ンタ ル ・ マン タル へ 。 he 
の アデン ベー ル 城 は 、 日 本 旅行 こだわ り 観 光 で デ 旨 語 
じっくり 堪能 !( 詳 し く は 、P3 を ど ご 参照 くだ さい 。) 孤 度 に 2 電 
き 選 日 コー ス な ら イ ンド 名 物 「 タ ー リ ーー 料理]jS 電 和 _ 
「 グ ラブ ジャ ムー ン ツン (スイーツ)」 友 ご 賞味 」/ 生計 


6 Lc 


数 々 の 世界 遺 産 を 観 て マハ ラジ ャ の 夢 の あ と に 鐵 せ られ る 


5 「 埋 
eiW : に 暫 。 2 


| 還 タ ー ジ マハ ー ル の 美人 * ター ジマ ハー ル は 気温 も 高く な く 


デー 








胃 アグ ラ 城 へ も ご 案内 人 も 少な い 朝 の 時 間 帯 に ご 案内 | w 3 っ 0 要 還 クト ッ プ - ミ ナー ル 、 か 
地球 見 聞録 観る 航 る そ ーー 析 状 室 B7 EE JIW こ br 
ゴー ルデン トラ イア ング 5.6 日 | 全 割 月 目 て た 信子 邊 | IE 計 員 計 し 25 5 エッ 


178.900 1 


| I I ! 『 
| 164900 | 173.900 | 181900 181900|】 
| | 195.900 | 910.900 202900 
lgewsweg me0 18200 11g0 219800 199900 - 206900 2 
B 日 | 96064160 | 179.900 | 199.900 | 208.900 | 257.900 | 216.900 257.900 223900. 
| 女 00 90900 200900 | 225900 207900 一 214900 
0 | 230.900 | 2398 2900 | 247.900 282.900 254900 








ビジ ネス ウヨ スゴ ラ ・ 
「 5 日 | 86058560 | 178.900 | 183900 192.900 | 197.900 | 201.900 201.900 209900|213900| 22600 | 261.900 


Pao: と ーーーーーー イ ーー 


B 日 | 96058610 189.900 | 196.900 | 206.900 | 214900 | 214.900 225.900 239.900 258.900 | 258.900 | 290.900 
9 199.900 Se 208900 208900 214900 230900 |20500 9265.900 


|288 | 
日 196064160 | ) 301900 270.900 EE |322900 | 34 


時 較 96058600 | 214 0] 235900 | 232900 0590 1365900 | 244.900 2 296.900 


記 眉 357.900 























幼児 代金 | NF (で バッド 前 放 人 放 され SU お 子 人 HG 環 地 空港 請 科目 安 家 パタ ー ン (: ーー ミー ララ 5 200 同 に に ん ビジ ネス クラ ス > 約 7.070 円 (大人 合馬 | 


浴 ビ ジネス プレ ミア エコ ッ ミ ー ヴ ウヨ エ は . 7 ターン (D は 関空 ー デ リー | 住 作 パタ ー ジ 3 は 陳 田 空港 一 デリ ー 間 剛 パタ ー ン 3 : 約 670 円 (大 人 子供 同 ) 
葵 揚 が 計 笛 ど な りり 中 すす 。 幸村 て PSG5 も て 英 と だ き し い 。 宇 童 白 ゴ ラビ 呈 醒 定 は 卓 ! 議 性 高 









0 昌也 品 加 難 プ ラー の 和平 的 詞 に つい て は P 箇 本 | 誠 


ee 


1 JI あー の 






TIー- 

記 ! て ロー] 
ITPEEJ FT 343 
SL 人 
て コザ ミー 


SCH_ 






関西 空港 発 1 
3 敵 間 30) 骨 林 由 |09.15-09:20| 成 田 空 港 落 
[( 約 5 時 間 30 分 ) 同 販 語 尊 泊 io40>11 NE 導き に 
|| 81:S0| デリ ー 世 ( 約 9 時 間 35 分 ) 葉 
訪 村 現地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 | 1Bi45ー17.55 デリ ー 着 
芽 後 、 現 地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 


IQBiO0 上 人 人 け 
|09:15-09:20| 成 田 空 港 六 

古 汗 前 10:40-11:05| 成 田 空港 発 み 
(時間 
16:45ー17:55| デ リー 六 

葉 後 、 現 地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 
















14: ーー で 宙 

( 約 3 時間 30 分 ) 香港 経由 
( 約 5 時 間 30 分 ) 9 旨 店 りあ 
|1:8B0 | デリ ー 藩 

著 後 、 現 地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 




























相馬 環 Q ク ト ゥ ウブ ・ ミ ナー ル 、 還 琶 本 旨 ③ フ マユ ー ン 遍 、 
ヘイ ンド 門 、 加 王 環 レッド フォ ー ト を 訪れ ます 。 
昼食 は 名 物 タ ンド リー 料理 を どう ぞ 。 
午後 デリ ー 発 現 「 夜 | ジャ イブ ー ル 炉 ( 約 6 時 間 ) 着 第 、 ホ テル へ 。 
夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ビュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 
(ホテ ル 着 19:30 頂 ) ジャ イプ ブー ル 記 軸 当量 中 促 
(ホテ ル 発 08: 1 
午前 日 本 旅行 こだわ り の 語 四 〇 7 上 oma 
座 の タク シー に 東 っ て バ 全 い 丘 に そびえ っ 時 に 辻 り ます 9 
その 挿 、 ジ ャ イプ ー ル 市 内 観光 。 〇 風 の 宮 典 、@③@ シ ティ ・ パ レス や 、 
相本 還 ジャ ンタ ル ・ マ ンタ ダル ヘ へ ご 案内 。 
昼食 は 、 雨 イン ド 料 理 を どう ぞ 。 
呈 | 午後 | 〇 旧 市 街 敵 策 へ 。 
1 夕食 は 名 物 タ ー リ ー 料 理 と スイ ー ツ (グラブ ジャ ムー ン ) を どう ぞ 。 
その 後 、 ラ イト アッ プ さ れ た へ 嵐 の 言 恒 を ご 覧 いた だ き な が ら 、 


人 


ホテ ル へ 。( ホ テル 門 21:00 頃 ) | ジャイ プー ル 回 還 還 和 回 
_ (ホテル 発 08: 00 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 記 
証 後 チャ ンド バ オ リ 発 夕刻 アグラ 世 ( 約 3 時 間 30 分 ) 
_ 遅 中 、 幻 の 戻 都 相本 環 ③ フ ァ テ ィ ー ブ フル - シ ー ク リ を 訪れ ます 。 
| 夜 | 夕 人 殴 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ビュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 着 17:30 頃 ) 
満月 の 夜 と その 前 後 2 日 限定 ! RFIE3 
ター ジマ ハー ル 夜 間 見 学 プ ラン ( 要 骨 加 代金 / 下 記 参 昭 


(日 の 出 時 間 に よ り ホ ボテ ル 出 発 時 間 は 異な り まま 7 imgpma 
朝 


EE ロク トウ ロブ ミナール 、 四 本 画 フフ マ ユー ン 隊 、 ヘ イン ド 門 、 
ーー 人 
[午後 | デリ ー 発 | 夜 | アグラ 米 ( 約 4 時 間 ) 

タ 食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 准 19:00 頃 ) 
満月 の 夜 と その 前 後 g 日 限定 ! EKEI 
mm ン ( 奄 吉 代 企 / 下 記 要 昭 ) ーーー 画 刊 訓 

















の タニ ジヌ ハー ー ル を ヤム ナー) 生ま 
、『 遇 補 を ター ジマ ハー ル 。 の 5 リージ 


クル タタ を) 
ー 是 ホテ ル に 戻り 間食 を どう ぞ 。 
前 ーー に pp へ ご 案内 。 昼 食 は 中 華 料 理 を どう ぞ 。 


















_ 傍 中 、 ンク 
| 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ プ フェ を どう ぞ 。 
(ホテ ル 着 1 ロ : 90 | ジャ イプ ブー ル 泊 ET 


償 の ケシ ae 

その 後 、 ジ ャ イプ ー ル 市 内 観光 。 〇 風 の 宮殿 、 ひ シテ ィ ・ パ レス や 、 

相本 軸 (G③ シ ジャ ンタ ル - マ ンタ ル ヘ へ ご 案内 。 
和 ) ジ ャ イ プー ル 間 本 ウ | デリ ー 着 ( 約 6 時 間 ) 









































デリ ー 弟 後 、 現 地 係 員 と と も 
に 空港 へ 。 
135-EUip0| デリ ー 仙 中 


「 邊 | 着 後 、 市 内 で イン ド 料 理 の 夕食 
- 後 、 現 地 係員 と と も に 空港 へ 。 









ホ テル に 敵 り 生 邊 を どう 本 
き 弄 橋 〇 アウ プラ 坊 へ ご 案内 。 昼 食 は 中 研 料 理 を どう ぞ 。 
生後 アグ ラ 発 画 夕刻 | デリ ー 着 ( 約 4 時 間 ) 





ヾ 方 
12:40 間隔 才 「 夜 | 着 後 、 市 内 で イン ド 料 理 の 夕食 デリ ー 落 徳 、 現 地 係 員 と と も 
科 、 現 地 係員 と と も に 空港 へ 。| に 空港 へ 。 
19:35-20:20| デリ ー 発 ナ 
上 Bag 時 ハア " 促 目 し シー ト を ご 用 量 
機 中 泊 硬 邊 | 
|07:00-07:10 成 田 空港 落 
落第 、 リ ムジ ン バ ス で 羽田 空 へ 。 
He30~14.30 絢 田 空港 発 す 


|H335-15:35 伊丹 空港 落 


絶景 の 階段 井戸 9。 
チャ ンド バ オ リ 
3500 段 の 階段 が 13 階 層 に な っ た 壮大 友 ス ケー ル 
ど と 、 吾 何 学 模様 の 美しき は 一 見 の 全 慎 あり で す . 



































共通 の ご 宋 内 と ご 注意 33.34 の | ご 梨 内 と ご 注意 |、 流 び P34 の 「 イ ンド コー で 
事項 を 必ず お 読み くだ さい 。 所) 復路 の 成田 一 羽田 間 の 移動 は リム ジン バス ユ を 利用 し 、 各 自 で 
移動 いた だ きま す 。 (リム ジン パス 代 は 旅行 代金 に 含ま れ ま す 。 ) 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 
場合 が あり ます 。 記 2019 年 6 月 現在 一 部 修復 工事 中 で す 。 記 ア ン ペ ー ル 城 の 象 の タク シー は 
州 政府 の 規制 に より お 乗り いた だ け な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 は ジー ブ で 移動 し ます が 、 旅 
行 代金 の 返金 "変更 は あり ませ ん 。 間 記 認 且 加 お 客人 の (スポー ト 秋 と 発生 日 を ッ アー ご 予約 計 に 入力 し で くだ さい | 


共通 の ショ ッ ピ ング に 関す る ご 案内 | 生 ツ アー 中 、 最 大 2 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 案内 させ で て いただく こと が 





条件 と っ と な っ て いま す 。 葬 圭 産物 店 へ の ご 案内 に つい て の 詳細 は P34 の の 「 ご 案内 と ご 注意 」 を ご 覧 くだ さい 。 

| 大 ケー ンジ) : の 019 年 10 月 1 日 一 2020 年 月 30 日 の 5 日 / 点 曜日 出発 6 日 / 木 ・ 土 曜日 出発 

パタ ー ジ ( 2019 和 10 月 1Bー2020 生 531 日 の 5 水際 く 人 日 出 発 6 月 日 を 陀 く 和 日 出 
出発 除 上 日 | 出 悩 除外 日 は あり ませ ん . 


リー 攻 間 見 学 っ きま 「 利用 前 空 全社 (本 発着 時 ) | パタ ー ン ① : エア ・ LE ーー ー ジ ラン ラール 


、 満月 の 夜 と その 前 後 2 日 間 を 含む 5 日 間 の み 、 タ ー ジ マハ ー ル の 夜間 見 学 が 可能 で す 。 2 プシ コカ カントリー ランシング. パレ ス KK ロイ ヤル ティ イズ 











名 起 前 な 夜 の ター ジマ ハー ル の 次 訂 ご 覧 くだ さい 。 = リゾ ー ト 区 は A タ ラス 式 は 皮 ウ ラス 。 | 時 は AA ダラ スー : 
(入り 口 付 近 の 赤色 砂岩 エリ ア の み 30 分 間 の 入場 と な り ま す 。) 利用 ポテ ル し | ウエルカム ホテ ル ・ ド ワリ カ | リス タル サロ パー プレ ミア | ラマ タダ X は S2 ク ラス 
碧 時 【 ユ 
詳 追 加代 金 ( お 1 人 株 / 大 上 子供 中 佑 ) 5.000 円 遼 最 少 催行 人 員 2 名 Jp 、 プラ チ ナ 2 ガラ ンド ーー EK トン 
加 失 時間 ん 20280 で 3290 の 問 に 六 揚 平 了 り iMA| ター ジ ・ バ レス (時 ター ジ ・ デ ィ | ジェ イ ビ ピー バ パレス 思 


[SH コー ス ] ラー ジレ ス | プロ マテ ィ ッ ク ・ エ ンタ レー フ ) 


eg018 年 1911 一 1 中 11/9ー13. 1 中 一 11。 ー 空 涯 - 記 
2020 年 177・8、1/10・11.27ー10.3/5ー10.47・B・10・11 日 本 出発 庄 し ます ※ フ リ ー タ イム 、 ブ ラン 介 加 時 を 除き ます 。 EE で 


5 目 コ ー ヌ | 員 | ーー ニー ニーーーーー 1 
に | | 癌 1 ] 最 補 届 行 内 2 名 (6 名 繁 以上 で お 中 込み くだ きい ) 


2020 年 1/5・B・B・B.g/5ーB.3/ 引 一 有 中 2 一 6 日 本 出 著 胡 事 ( 内 吾 折 で ) :: 朝 3 回 . 昼 3 回 、 久 3 回 パタ ー ジ づ ): 朝 3 回 、 硬 3 回 . タ 2 回 
チケ ッ ト 手配 に 隠し 、 表 写 真 と 廊 字 が 詳 明 に 確 朗 で きる パス ポー トコ ピー が 必要 で す . お 申込 み 時 に 琶 売店 ター ン T: 朝 引 回 以 』 回 、 タ 4 回 パタ ー ジ 3) 軸 叶 回 量 引 回. ダ 3 回 
へ お 持ち くだ さい . (チケ ッ ト は 裏 導 ・ 恋 換 は で きま ませ ん 。) 汗 当 プラ ン の 注意 事項 は P34 を ご 大 昭 く だ さい パス ポー ト ・ 査 証 | パス ボー ト 〔 存 有効 天 間 ) | 斉 証 申請 時 5 ヶ月 以上 


阻 革 予約 (本 拓 】 1 アテ ティ ピ テ ャ 時 相 電 の PB 








(本科 の 方 (PS'6 和 | 必要 (日 本 取得 使用 査証 欄 6 ペ ー ジ 以上 要 ) 








デリ ー 泊 [ 上陸 デリ ー 泊 「 」 子 | | デリ ー 泊 時 け | デリ ー 泊 | | けけ | 
[午前 | デリ ー 市 内 観光 。( ホ テル 発 08:00 頃 _1 日 の 歩行 時 間 前 j] デ リー 市 内 観光 。( ホ テル 発 08:00 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 訓 








や 
ン 

マン 
| 


に よこ に | に つこ 





J 
の 
も 
案 
内 
| 上 
カ 
レ 
f 


回 
| 


TE 


て 団 嗣 5JMIN 


La 


ネ 
式 
ク 
ば 
ス 

36| 





ョ と LA 本 四 昌 放 「 編 評 FTT 言 滑ら 許 本 瞳 玉 一 日 只 」 避 周 「 葵 準 潮 時] 


自 避 叶 中 劉 「r 「 商 麻 「』SBー ロ 只 」 「 購 胡 FTY 計 揃う 記 - 要 二葉 時 隊 生 合 


ーー ココ みた >、 NTW に ) MM 』 ap 
ドー で こざ プレ ュー い LO Tnmy ン j ロ 


内 容 模 実 や 地 も 球 見 開 録 


ーー PF 。 
さら ルン し ギ / ーー ここ Co.5 の SS デジ で ナ て 1 
= 。 章 8 


お 手順 価格 / デ リー ア : 
Ll m デリ 1 _ ョ ア MA 
7 に P 2 


は 5 いい 
す と レン ンー ペン の ンマ 














生き る こと の 全 ま て が 存在 する 
イン ド の 神秘 的 な 秋 力 に 航 れ る 

生 昌 棒 け に 婦 ま る ガン ジス II で 、 
神聖 な 洒 浴 風景 を 見 学 

代 名 想 的 な 光景 が 繰り 広げ られ る 
「 ア ー ル ティ 」 の 層 式 は ボー ト か ら 見 学 ! | 

香 サイ クル リタ クシ ジャー 体験 乗車 で 、 
ヴァ ラナ シ ジ の 街 の 雰 囲 物 を 感じ る 
















加地 ヴァ ラナ シ ガン : ジス 川 で の 注 浴 。 Ss 
| ヴァ ラナ シ は ヒン ドゥー 教徒 に ヒ っ て は 届 地 の 中 の 机 地 。 財 罪 と 来世 

還 の 幸福 を 求 店 て . イ ンド 光 土 か ら 毎 年 100 万 人 以上 の ヒン ドウ ロー 敷 
ョ 蛋 が ここ に 集まっ て きま す . 要 友 る 川 で 涼 浴 する こと で 現世 の 罪 を 汗 語 
生計 い 流し 、 来 世 の 幸 せ を 折り ます . ボート に 乗っ つて ガン ジス 川 の 流れ に 上 ニ 
議 地 ら れ な が ら 人 0 吉 め な 注 治 風 所 を ご 世 い た だ きま す - 













Rm 人 


6 致 々 の 世界 遺産 を 観 て 、 


* 芋 れ の の ター ジマ ハール イメー Fm 


ーーーーーー-- -- 一 ーーーーー 一 









| PT 
計上 請 語 


地球 見 聞録 eg ター 8 生 0T より 2 PTCTp PT 了 の 。。 陳 
生 @ 泌 り 叫 婦 ビ 7 ゴ イナ ナル 用 回 に (C 10.000 交 SUSfR の _ 評 界 日 等 PF 項 硝 | ー 隊 当 1 ゴキ に 
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2 に ea eags meg 5 mo ze9o 216.900 arr の 
ン | ゴー ルド | 6 日] 96058670 | 201.900 | 211.900 | 220.900 | 228.900 | 228.900 | 228.900 人 
sea 40000 2 ーー _247.900 | 249.900 | 261.900 | 282.900 | 317.900 | 43.000| 
243 250900 | 256e00 | 265900 | 9 60 | Ss0300 | 48 0] 

“ " に 時 | 結 


229900 | 220.900 | 225.09 28060 2 5 500 “ 
237.900 37.9 ミー 
| 231.900 | 231 

_243.900 


ー egg 40 24790 4 1900 | 38390 IE 
| ラテ 7 eesyal 5yree 5 so | ra | mkgo | Leo _332900 -sso 557.90. Seze60 re09 | 02so0 | - |75o00 














PDFPPT 子 PTT TE 「 HP 設 使用 料 洛 保安 サー ビ 人 国内 ーー 税 及び 現地 空港 諸税 は 別途 必 要 で す (P33 参 昭 ) 
幼児 代 将 MMF|( 誠 末 満 で ペッ ド と 航空 座主 を 使用 され な い お 子 様 叶 己 基 加 い た だ け ま せ 。 下地 補 洪 諸 桜 目安 語 7 パタ ーー : て エコ フミ ー ク ラス テラ 前 引 4 有 円 [大人 ・ 子 供 同 珠 | ぐ ビ ジネス タラ スッ 交 7.H7O 円 (大 子 代 同 央 

涼 ピ ジネス タラ コロ は 、 関 補 一 デリ ー 間 往復 が 計 集 と な り ま す 。 保 せ て PHB も ご 覧 くだ さい 軸 遇 較 遇 明細 遇 細 間 リタ ーー 2 的 1.050 円 大人: 子供 同額) を - 」 
堂本 泊 プラ ー の 本 定 は 高 り ませ 片 。 同軸 還 プ ラロ 予約 方 に つい て は P ヨ 4 基 団 | 析 












- 3 Fg 吉 紗 | - 8 間 ET 
ン 四 ば TH4【 8 
- 法 マハ ラ ジャ の 威光 を 感じ る で や" 人 ご 下車 観光 ) の っ EE タ トト 
| | | パタ ー ン (①: エ ア ・ イ ン デ ィ ア :*e 日 コー ス の み ぁ パタ ー ン ②: タイ 国際 航空 
| ビン ク ニレ ょ |14.10| 関西 空港 発 サ 11:00-] 1.45| 関西 空港 発 ナ 
シテ ィ バ レス. ( 約 3 時 間 30 分 ) 香港 経由 + ( 約 6 時 間 ) 
下 物 「 有 9 ( 約 5 時 間 30 分 )6 腕 ペア ・ 人 良し シー ト を ご 用 
[21:20| デ リー 著 パン コク 乗 継ぎ サ ( 約 4 時 間 30 分 ) 


徳 、 現地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 |80:55-83:00| デリ ー 六 
着 後 、 現 地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 


デリ ー 泊 [| けけ 

[ 古 前 ] デリ ー 発 | 午前 | ヴァ ラナ シ 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) | 1 日 の 歩行 時 間 記 
着 後 、 名 物 タ ンド リー 料理 と スイ ー ツ の 昼食 を どう ぞ 。 

の SATOM [午後 ] サ ルナ ー ト の 仏 跡 観光 。@⑨ ム ル ガ ン ダ ・ ク ティ ー 寺 院 、 〇 ダメ ー ク ・ ス トゥ ー 
[ cts バ や 〇 考古 学 博物 財 ( 木 曜日 出発 は 除く ) と 、 地 元 の サリ ー の お 店 に も ご 案内 。 

放 に 壮 休 六 栓 様 が 美しい い ゝ 央 | タ 刻 | サイ クル リク シャ ー( 自 転 車 タク シー) に 乗車 し ( 約 10 分 ) 、 ガ ンジ ス 川 へ 。 


Mi ュ 了 ボー ト に 乗っ て ガン ジス 川 よ り ヒ ンド ウー 教 の 儀式 「 ア ー ル ティ 」 を 見 学 。 
電 戸 内 1 Li 、 、 | | 
Ye * 『 ET | 2 
| 堪 し も こ - 泉 。 Sa UN ラ (ホテ ル 着 21:00 貫 ヴァ ラナ シ 泊 隊 l 副 


ピ 科 | ホテ ル で モーー ング チャ イ を ご 用 意 し ます 。 (ホテ ル 発 05:00 頃 ) 
ー ト に 乗っ つて ガン ジス 川 の 洲 浴 風 景観 賞 へ 。 | 1 日 の 歩行 時 間 上 
昌 バー ラ ト マー ター 寺院 へ ご 案内 徳 、 ホテ ル へ 戻り ます 。 
| 午前 | ヴァ ラナ シ 発 | 午後 | デリ ー 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
) 靖 識 イン ド 料 理 の 昼食 後 、 ア ダラ バ 。 
憧れ の FPN rm 民生 二 半 | 午後 | デリ ー 発 環 | 夜 ] アグ ラ 六 ( 約 4 時 間 ) 
宮内 ホテ ル に 宿 \ ーーー ニ ーー ュー ニー | 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ エ を どう ぞ 。 
記 テル に 和 宿泊 ー rw ママ ママ ャ ーー _ (ホテ ル 閉 19:00 細 ) 






























| デリ ー 泊 [| ほ 四 


























アグ ラド 泊 記 当 





か つて の マハ ラジ ャ が 敬 を 極め た 、 還 
きら びやかな 宮 典 ホテ ル で 慢 雅 な 王 晶 庫 
洛 在 を お 楽し みい た だ け ま す .。 


※ ホ テル の 詳細 情報 に つい て は 、 | | ( だ た だ だけ ま す 。( 追 加 民 殖 不 
P7 を ご 震 照 くだ さい 。 ] ラー 衣 / ] また 、 mW 〇 アン ラ 吉 へ ご 素 内 し ます 。 


頁 食 は 中 研 料 理 を どう ぞ 。 
| 業 | フ リー タイ ム < ご 9 希望 の 方 は 、 リル へ ご 記し ます 







































ター ジマ ハー ル : と 半 か ちな が ら 、「2 あー ジー テー マ ]1 に ゴ : 後 の テ ィ ーー タ ィ イム 8 
| 夕刻 | その 徐 、 お 天気 が 良けれ ば 夕焼け の ター ジマ ハー ル を ご ご 覧 いた だ きま す 。 
人 廊 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ビュ ッ プ フエ 友 ど う モ : (ホテ ル 半 18:30 頃 ) 


満 月 の 夜 と その 前 後 2 日 限定 ! EEYI 
クー ジマ パー ル 近 時 放 拓 ブラッ ン (に | アグラ 還 


ジェ イ ビ ピー バレ ス 内 の スパ で アー ユル ・ ヴ ェ ー ダ を お 
楽し みい た だ く ブ ラン で す . 樹木 の 上 記 や ココ ナッ ツ な 
ど 自 桂 界 か ら の 径 材 き 使用 し た オイ ル で 半身 を マッ 
サー ジ し ます . 眉間 に オイ ル を た ら す シロ ー ダ ラ も ご 
体 際 いた だ きま す 

較 追 加代 金 (1 人 大 上 子音 身 本 17 .UUU 円 
田所 要 時 間 . 1 和 HO00 一 16:30 ( 約 75 分 の コー ス で す 」) 
画 最 少 俊 行人 峡 …2 名 玉 往 復 送 迎 ・: ガ イド 付き 
朱 ご ご 誠 行 お 申込 好 時 に お 申 状 下 く だ きい 。 き 名 様 届 上 で お 申 迄 吾 の 場合 、 癌 時 に 催行 で を 































時 市 アグ ラ 発 画 
|F 秋 | デリ ー 着 ( 約 4 時 間 ) 


に ンー ( 約 6 時 間 ) 

























な い 場 合 が あり ます 。 日 本 出発 飛 の お 申込 み 、 変 更 は お お 硫 け 出来 ませ ん 。 豆 、 ご 舌 望 の 変 了 直子: :OE erg 避 ア :OOUE 

更 が で き な い 場合 も あり ます の で 、 予 め ご 了 了 く だ さい ブラ ン 入間 の 場合 の 取 示 町 に eS 0 遇 (の 2 6 リ の 階 
に つい て は P347| ご 案 内 と ご 注意 」 を ご 大 曲 く だ きい い 。 に 
ーー は Sa 星 食 後 、 デ リー 市 内 観光 。 科 井 戸 を 訪れ ます 。 | 
ST m 下 本 〇 クト ウブ ミナ ー ル 、 時 第 その 後 、 ジ ャ イプ ー ル 市 内 痕 光 。 
mm 中 〇 フ マ ユ ー ン 山 を O 風 の 宮 農 、O シ ティ パレ ス 
訪れ ます 。 半 mmIO シ ャ ッ ク レマン 
| 見 学 市 内 で イン ド 料 理 の 夕食 後 、 タル 、O パ ザー ル へ ご 東 内 。 

滴 月 の 夜 と その 前 後 2 日 間 を 含む 5 日 間 の み 、 タ ー ジ マハ ー ル の 夜 則 見 学 が 夫 了 本 員 と の の に 所 基 To 本 | タ 太 は ホテ ル 内 レス トラ ン で | 











可能 で す 。 幻 想 的 な 夜 の ター ジマ ハー ル の 凌 を ご 覧 くだ さい 。 (入り 口 全 近 の 較 プ ォ ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 


























赤色 砂 雪 エ リア の み 30 分 問 の 入場 と な り ます 。) [gs05| (ホテ ル 着 18:00 頃 ) 
圏 道 加 作並 (1 座 大 A・ 手 基 同 束 ) ロ ,UUU 由 デリ ー 発 + [ ジャ イプ ブー ル 泊 了 恒川 還 
















画 所 要 時 間 20:30 一 24:30 の 間 に 入 場 予定 


男 季 催行 人 上 2 名 的 5 時 間 ) 


有 ( ホ テル 発 07: 08 1 日 の 歩行 時間 記 
午前 | 日 本 請 と わり 
アン ベー 居間:Yhogg 
晃 の タク シー に 乗っ て 小高 い 丘 
に そびえ 立つ 城 に 登り ます , | 
午前 ジャ イブ ー ル 発 弄 
午後 ' デ リー 落 ( 約 6 時 間 ) 
芽 後 、 デ リー 市 内 者 光 。 
還 本 クト ゥ プ - ミ ナー ル 、 

















| 2019 年 107912. 11/ チ ー11 15 昌一 。 
eZ 年 1/ 班 * 臣 BB、 5 一 Bd/ 中 一 日 、 中 ダー 日 本 出 便 


※ チ ケッ ト 手 配 に 障 し 、 伺 写真 と 文字 が 鮮明 に 確認 で きる パス ポー トコ ピー が 必要 で す 。 お 申込 
みみ 時 に 販売 店 へ お 持ち くだ さい . [チケ ッ ト は 主 記 ・ 交 換 は で きま せ 貞 。 ) パ ア * 仲 国 し サー ト を て 用 中 


常 当 プラ ン の 注意 事項 は P34 を ご 参照 くだ さい . m 
埋 全 - 隆 的 !PS4 埋 順 ! ウエ ィ ビ ティ 遇 机上 - シ ョ ッ ピ ンダ | | 1 司 関西 空港 交 


パタ ー ン (① : 2019 年 10 月 3 日 一 2020 年 5 月 30 日 の 森 ・ 土 曜日 出発 
パタ ー ン ②: 2019 年 10 月 1 日 一 2020 年 5 月 31 日 の 火曜 日 を 除く 毎日 出発 


バン コク 乗 災 ぎ す 
( 約 5 時 間 30 分 ) 


音 港 経由 サ 
( 約 3 時 間 30 分 ) 


























陳 本 正人 Q フ マユ ー ン 簡 を 訪 
「 れ ま す 
ご 案内 と ご 注意 | 形 P33-34 の 「 ご 案内 と ご 注意 」、 有 市 内 で イ ンド 料理 の 夕食 徳 
び P34 の | イン ドコ ー ス 共通 注意 事項 を 必ず お 読み く 現地 係員 と と も に 空港 へ 。 
だ さい 。( 金曜 日 当たる 場合 は 、 休 館 の た め ご 案内 Fs (04 時 6 
で きま せん 。 ( 記 大 十 な ど で ガ ンジ ス 川 が 増水 し た 場合 3:30-00:80| デリ ー 発 み ( 約 4 時 間 ) 





ボート で の 観光 だ でき な い 場 合 が あり ます 。 そ の 隙 の 返 
人 金 は あり ませ ん 。 后 )P019 年 6 月 現在 一 部 履 復 工事 
と 6 | 中 で す 。 当 天 候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 

| | 后 アン ペー ル 城 の 象 の タウ シー は 剤 政府 の の 規制 に よ 
りお 乗り いた だ け な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 は ジー プ 
で 移動 し ます が 、 旅 行 代 信 の 返金 ・ 宰 更 は あり ませ 上 。 
イード 国 円 串 生 抹 財 還 予 時 に 政 机 症 庄 敗 。 再 守 得 本 上 T 
ボード 閣 号 と 発行 四 本 を ツア ー ビ 巴 約 詩 臣 入 力 し で く 古 剖 LU | 


バン コウ ク 乗 継ぎ す ( 約 5 時 間 3 ロ 分 
ペア ・、 便 帳 し シー ト を ご 用 中 
15:45-15:55 | 関西 空港 着 





リー 空港 まで 7 日 コー ス は 1 日 目 一 6 日 目 デリ ー 宅 港 まで スル ー ガ イ ド と な り ます 。 
※ プ リー タイ ム 、 ブ ラン 参加 時 を 除き ます . 


最少 催行 人 具 | 2 名 (2 名 様 以上 で お 申込 みく だ さい ) 
代 事 則 内 人 癌 く )| 5 日 。 | 朝 4 回 . 号 回 . タ 4 回 | 7 目 | 朝 5 回 、 太 5 回 . タ 5 回 
ドス ボー ト ・ 理 | バス ボ ト (残存 有効 須 間 ) | 査証 申請 時 6 ヶ月 認 上 


(P5 6 大手) | 章 証 避 要 (日 束 取 補 . 示 使 用 童 証 欄 3 ペー ジ 以 上 要 ) 





ショ ッ ピ ング に 関す る ご 案内 | 倫 ツ アー 中 、 最 大 2 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 案内 させ て いた だ く こと が 条件 と な っ 


て いま す 。 晶 土産 物 店 へ の ご 案内 に つい て の 詳細 は P34 の 「 ご 案内 と ご 注意 ] を 選 覧 くだ きい 。 
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は WA 主 識 量 中 馬 計 「 織 時 て 計測 』 待 間 古 虐 信 一 ロ 時 避 計 「 青 滞 潮 需 「」 
避 甘 里 琉 「r 「 商 誕 「Bー ロ 吊 」 「 購 ffY 司 宰 邊 B ツ ー ス や - 四 証 散 台 旦 際 骨 品 


ミャンマー 最大 の 見 どこ ろ ・ パ ガン 遺跡 は 、 カ ン ボ ジア 馬 
鋼 | アン コー ル 遺 跡 ]、 イ ンド ネシア 「 ボ ロブ ドゥ ー ル 壮 中 ] 
と 並び 世界 き 大 似 寺 道 評 の 1 つ に 雪 え られ ます 。 イ ラ 本 
ワ ジ 川岸 に 広がる 平原 に 、 夫 千 も の 仏 培 や 寺院 が 林 還 陸 生還 NG 【 | 
立 し て お り 、 そ の 幻想 的 な 光景 に 心 を 奪わ れ ま す 。 ー 5 」 机 」 は 0 全 


PP 









ドー 


| 


半 


< 世界 3 大 仏教 妨 跡 バ ガ ン 遺 避 

が の の は / う 7Y 訟 凡 字 た ゃ ょ 。、 一 し ゃ か 
犬 塗 の 寺院 タウ ン ・ カ ラッ を 巡る 

天空 の 寺院 タウ ン ・ カ ラッ 参拝 WeAsgs 科 陽 に 輝く パゴダ 群 


ボッ パ バ 山 の 科 に ある タウ ン ・: カ ラッ と 呼ば れる 岩 農 は 、 ミ ャ ンマ ー の 土 閉 宗 教 の 気 余 が 乾 性 し て いる バ パガン は 、 陽 の 美しき で も 有名 で す 。 
ナッ 信仰 の 黒地 。 ポ ボッ パ 山 へ も ご 案内 し ます 。 修 久 の 歴史 に 想い を 世 せ 、 移 あい ゆく 時 を お 楽し みく だ きい 。 


絶 時 






la すさ 1 1W 旧 陽 












EMI 


イラ ワリ ジ 川 リバ ー ク ルー ズ 体 験 
川治 い の 寺 院 の 次 を 眺め な が ら の タル ー ズ . 妨 暮れ 時 に は イラ 
チッ ク な 縮 景 が 広 が 『 り ます 
た た け な い 場 苔 が あり 守 す 
舘 か ら 777 彼 の 階段 を 、 に の 0 
ト っ た 頂上 に は 黄金 に チー タリ ー ン ・ カ フッ 」 
輝く 仏塔 が 建つ 神々 し | 9 
い 寺 院 が そそ び ぴ が え 立 っ て 
いま す 。 


5 し 
人 まま _ 二 


トコ FI! 1 に 1k ry WT 一 
ーー ポコ エー エー で 
ュー コ CSPBSDBg ら 講 本 JOE 8 


EPJ 所 ーT 


義人 


ーー 


Hr 
xr -」.. 半 FE 普 了 EE 
Wi キー と す 1 59 


ma コロ エ ロ 本 リリ 『= ト 


男 。 


日 程 (っ 入 昌光 、 っ 下車 TI につい て bP34 人 2 吊 国 了 


IT:00<11 2 本 き 和 y56 旨 | GO 本 人 (58 間 ) 


間 『。 軸 同 | す 。 ト を : ご 用 慎 吉 中 乱 『- 
ペア ・ 仲 農 し シー ト を @5: シー ト を に ご 用 


バン コク 乗 継ぎ ナ ( 約 1 時 間 30 分 ) ハ ソイ 系 組 ぎ 492 時 間 ) 
[18:45-18: 50 <ー ビ I18:00| ヤン ゴン 着 
| 専用 車 ・ 専 屋 ガイ ド gokix ル 0 
ヤン ゴン 放 届 | は 回 
DSG8R306D | 1 日 の 歩行 時 間 語 
ヤン ゴン 発 画 午前 | パ ゴ ー 燃 ( 約 g 時 間 ) 
消 後 、 古 都 バ ゴー 委 光 。 〇 チャ カッ ワイ ン 借 院 、 シ ュ エ ター リャ ウン 理 
此 仏 、 ダ へ ご 案内 。 
PS ま ほ を と うそ 


1 9 





| 」 家 は 、 ミ ヤ ャ ンマ ー ー 記 了 を 江 賞 を し な が ら 、 ピ ュ ッ ソフ ェ を どう ぞ . 
(ホテ ル 着 20:30 頃 ) ヤン ゴン 世 軸 | 画 衝 央 
F| 朝 | ヤン ゴン 発 +| 朝 | パガン 着 ( 約 1 時 間 ) | 1 日 の 歩行 時 間 
用 1 日 | 間 待 、 日 本 旅行 こだわ り の パガン 遺 短 視 光 。(P4 多 節 ) 
約 ア ー ナ ンダ 寺院 下 、 〇 タビ ニュ 寺院 、 〇 シュ エ ジ ゴ ン ・ パ ゴ ダ . 
〇 マヌ ー ハ 寺院 、 〇 ティ ー ロ ー ミ イィ インロー 寺 院 、 〇 ブー パ ヤ ー パ 
コタ 、 ク ー ビ ャ ウッ ジー パコ ダ を 巡り ます 途中 、 特 産品 の うる し 
細工 の 工場 や 〇 度 民 の マー ケッ ト に ご 案内 。 ま た 、 馬 車 乗車 体 共 
[ 約 30 分 ) に も ご 案内 し まま 
昼食 は イラ ワ ジ 川 ほ と り の レス トラ ン で 。 ま た 、 達 中 、 イ ラ ワ ジ 川 
を 上 購 め な が ら テ デ ティー ダイ トム (スイーツ 付 理 『) も 楽し み ま す 。 
夕刻 | 1 お 天気 が 良けれ ば 日 の 観賞 スポ ッ ト に ご 案内 し まれ 
AA ま | 夜 | 夕食 は 伝統 的 な あや つり 人 人形 劇 を 鎧 賞 し な が ら ミ ャ ヤンマー 料理 
時 イ | を どう ぞ 。 (ホテ ル 意 20:00 頃 ) バ ガ ン 回 皇 恒 回 


上 早朝 | ご 希望 の 方 は 朝日 の 観賞 スポ ッ ト に ご 案内 | 1 日 の 歩行 時 間 上 
し ます 。 = (P4 昭 ) 


年 前 | パガン 発 貴 | 午 前 | ポッ パ 山 藩 ( 約 1 時 間 30 分 ) (ホテ ル 発 09:00 頃 ) 
凍 77 7 は の 訂 記 年 滞 つた 導電 上 の 上 た 后 コ 匠 再 電 け 
ン ・ カラ ッ の 寺院 を 訪れ ます 。 量 食 は ポッ パ - マウ ン テ ン ・ リ ゾー ト 
で タウ ン ・ カ ラッ を 望む レス トラ ン で どう ぞ 。 
「 証 箇 パガン 間 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
トー ピー デュ レ 。 夕刻 | イラ ワ ジ 川 り リバ ー ク ルー ス ( 約 40 分 ) を お 桑 し みく だ さい 。 
テー ョ ゴン (ホテ ル 着 19:30 順 


ミャンマー 最大 の 軸 地 午前 | パガン 発 す | 午前 | ヤン ゴン 症 ( 約 1 時 間 ) | ] 目 の 天 日 の 抄 行 時 間 旧 
で 、 中 心 に は 高き 約 T 落 後 、 ヤ ン ゴ ン 市 内 琶 光 。 〇 スー レー・ パ ゴ タ 〇 チャ ウッ ター ジー・ 
100m の 黄金 に 交 く 公 「 バ パゴダ 融 。 ウ イン ヤー 湖 、 〇 ボー ジョ ー・ ア ウン サン ・ マ ー ケ ッ ト 純 
塔 が そびえ 建っ て いま ' へ ご 案内 し まま 
す 。 ラ イト アッ プ 時 に は 、 昼食 は ーー その 後 、 専用 車 ・ ーー で 空港 へ 。 
除い 


| バターン :2019 年 10 有 1 昌 2020 生 531 日 の 日 出 更 ヤッ コウ 開 小 81 寺 了 3029 ヤン ゴン 発 サ ( 約 1 時 間 45 分 ) 
| 出発 除外 日 は あり ませ ん 8 
利用 航空 会社 (本 発着 時 ) | パパ バターン]: タイ 還 明 パタ ー ン お: ペ ト ナム 前 空 ト を 


It]|8 期 JMIN ボ 財 











バシ " ーー | 機 還 お | 機 中 泊 還 下 ず 


刊 用 ホテ ルル 6 ピロ n aura ー ーー 
3 サミ ッ ト ・ バ パー タビ ュー 叉 は ウラ | ジン ガー デン 一 hm 1 
(P36 天 大 ゴー ルド | チャ トリ ウム 又は 8 グラ ス | 又は A タ ラス |06:85-07:30| 関西 空港 訪 ソイ 時 本 あか.048 央 202) 


箕 重 員 同行 し ませ ん が 日本 語 き 話す 現地 併 貞 (1 ダ ルー プ に 専属 ガイ ド 1 人 ) が 1 日 目 ヤ シゴ ンジ ペア ・ 呈 民 レン ト を ご 用 
空港 一 帰国 日 ヤン ゴン 空港 まで お 世話 し ます 


量 池 届 行人 遇 者 (選者 様 以上 で お 申 迄 みく だ き し り 、 | 食事 (内 廊 際 く ) 朝 4 回 、 昼 4 回 、 タ 4 回 
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1 3 は 4 の 案内 と ご 逢 1 共 | 、 Pd 中 の | ミャンマー コー ー ミ 共通 注意 | 

」 を 必ず 読み くだ は き u 、@ バ ガン の ホテ ル で は 国際 基準 に 達し て いな い 旭 、 お 湯 が 出 な か っ た 

硬 gh19 年 月 日 国 呈 まで 中 予定 で . 観 汗 目 的 本 0 日 結 山 還 癌 春 は 衣 評 が 免 陸 き れ ま す 。 、 京 まわ り で ご 不便 を お 掛け する 事 が あり ます 。 ほり 天 眉 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 

1g 口 1 生年 下 月 現 克 1 年 1 中 月 1 日 思 降 上 の 上 国 に つい て ほ 末 定 で す 。」 記 :2019 年 6 月 現在 工事 中 で す 。 忘 ! ヤ ン ゴ ン の ボー ジョ ー・ ア ウン サン マー ケッ ト は 月 曜日 及び 
所 日 は お 体 み と な り ま す の で 、 そ 中 陸 は 別 の マー ケッ ト や ショ ッ ピ ング モー ル へ ご 案内 し ます 。 

ーーー ニー テー ーーー トーーーー ニ ーー 


= 電 。 JI LT コキ か 
|「 素 共 半 策 「 訂 
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剖 Pia 
古都 バ ゴ ー ヤ ン ゴ の 寺 B 日 | 共通 1U」 UMUN 因 〕 | 日 時 PE 厚 四 90- 29 
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ーー ーー コーrーーー す Jlk ulm 0 Pi 90 
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ー |B 日 | 96058800 208.900 | 212.900 | 219.900 | 208.900 | 208.00 | 208.900 ーー に て ヒ トー Sd 303.900 |303900 303.900 399 2 盟 
コ ゴー ルド 6058810 302 212900 | 212.900 | 216.900 | 223900 PD 900 | 212900 | 212900 307800 |307.900 に 900 | 307900 307.900 307.900 | 307 語 
の ラル フラ っ BI 江 全 間 < ヤッ ゴ じ 個性 貞 (FdB 電 則 | | 245.000 | 300.000 | 407.000 | 311.000 | 850.000 407000 〒 
パタ ー ジ 3 | シル バー 6 96058820 | 21800 | 21900 | 230800 0 ZranlerSn aao| na]2sa3| in]zgo| lsp]zngo| gsgn 259o tes sg4| 3060 の 

トナ ム 角 空 | コー ルド 6 日 | 96058830 | 226900 226900|234900 25 12694| 90] 59] 8 97]2894| 2 ke4]a599 277800 269900| 289800| 314900|34900| 34.000 | 登 と 
ネス 9 ラス プラン iM 開き ヤッ)(F3 電 所 隊 。 | 志 区 | 部 | 2385 19578| 38 | 50015505[oCO9I929120 DO 意 
子 伯 代 稚 NSP67DSR0 上 記 太 人 旅行 代 交 と 同 富 | 国内 空 : ーー で に つ コ ー 安 サ ービス 料 ・ 国 際 観 光 旅 寄 税 及 び 現 地 空 港 譜 税 は 別途 必要 で む (P33 参 照 ) 人 こ 
幼児 代 多 INNF| ( ら 基 未満 で ペッ ド と 朋 補 必 を 合用 され な い お 了 人) | | 選 其 加 い た だ け ま せん 。 | | 空港 諸税 目安 額 | パタ ー ジ ①: 約 3.410 円 (大 人 ・ ・ 子 供 同 額 )、 パ ター ンジ : 約 .050 円 (大 上 ・ 子 島 同 額 ) 表 
沼 ビ ジネス ケラ スネ は 、 閲 宇 一 ヤシ ゴン 間 福 揚 が 圭 偶 となり ま す 。 同 せ て PB も ご 暫く だ さい 。 帝 下 折 プラ ー の 証 正 は あり ませ ん 。 音 プ ラー の 予 訪 に つい て は Pd 一 天 | の 


ンプ ルツ の 
EX 


こ 条 内 する 





聖なる 黄金 の 巨石 
ゴー ルデン ロッ ク ES 衣 》 
寺 安 定 な 公 堪 が 倒れ 人 ない の は 、 選 陀 の 力 


が 働い て る と る 言わ れ て いま す . 
※ 性 の 方 は ゴー ルデン ロッ ツ に 棚 れ る こと は で きま せん 。 





46 上 


* 生 に - 
本 語 こも らい た い 


ミヤ ンマ ー 









人々 の 篤い 情 爺 が 仏塔 を 締 か せる 
“シュ エダ ゴン パゴダ KEI 


直 人 々 の 寄進 に より 灯 び や か に 三 降 を 種 め 、 ラ イト アッ 
プ さ れ た 認 は 圧倒 的 な 放 茂 を 放ち ます . 


m 度 寺 





四 犬 約 京 


hosio: 
悠久 の 歴史 を 感じ る 
バ ガ ン 道 跡 @ 


村 もの 了 増 が 雄大 去 自 鐘 の 中 に 今 も 変わ | 
ら ず 他 お 姿 は 、1000 年 る 前 の 古 の 時 代 に 
イム トリ ッ プ し た か の よう な 感覚 を 覚え ます . 

次 久恒 は 天候 に より ご 覧 いた だ けさ し 場合 が あり ます 。 





上 [ 界 3 大 仏教 造 跡 の ひと レー っ 
で 、11 世紀 か ら 3 世 紀 に わ 
た り 藻 栄 を 聞 歌 し た 都 パ ガ 
ン 。 荒 涼 と し た 大 地 に 休む | 
仏塔 の 次 に 、 過 ぎし 日 の 栄 | 
華 が 感じ られ ます 。 


1 


砺 し と 癌 悲 に 満 
も た 似 慢 醒 様 き 
な 表情 に も 注目 
し て 護 ま し ょ う 。 





| 562 ッッ 





PO 革 Wx 王 2 シー 請 


im 












枝 術 的 と も 言え る 秘境 の 遺 跡 

カッ クー 道 跡 4 呈 
2000 年 に 外国 人 に 開放 され た ミャンマー の 科 
境 適 跡 . 理 進 者 それ ぞ れ で 独自 性 を 持つ 2.47B 
基 も の 似 塔 が 見 どこ ろ 。 各 塔 の で っ ぺん に は 玲 
が つい て いで て .、 風 が 吹く と 風 多 の よう な 音色 と 
共に 楽し むこ と が で 革 ま す . 












9 。 話 ] チャ カッ ワイ ン 簡 宮 昌 
え に 辻 行 層 の ら し に 角 れ る 


| 約 500 名 も の 憎 乙 が 修行 を する 憎 院 。 
食事 時 間 に は 、 お 鬼 を 持っ た 憎 恒 が 
| 並ん で 食堂 へ 。 


伝統 的 な あや つり 人 形 劇 を 第 し な が ら 、 
ミャンマー 料理 を 楽し な 
様々 な アジ アァ の 味 


覚 を ミッ タス し た 
料理 の 数 * き 。 






細部 まで 丁寧 に 
作 貴 れ た 上 形 で 
繊細 な 動き を 表現 









跡 . カ ッ ク ー 道 跡 イ ン レ ー 湖 四 mee hm 


O 目 MYAL 財 全 貞 際 
間 貞 ド 







いい パン コク 県 組 ぎ (1 抽 間 302) ハノイ 乗 継ぎ + ( 約 2 時 間 ) 

シー 6 |18:45-18I50| ヤ ン ゴ ン 芽 18:D0] ヤン ゴン 芽 

前 と と も に 生活 する 人 々 に 計れ る 、 | *e ELEEEZMqc ei 提 下 了 の 

= に き て ン ホテ ル へ 。 
ィ イン レー 測 観 光 CS グー 1 (ホテ = 
ー + に 逢い ーー テ ョ * 生 5 デ TLP 中 1 トー 
只 利 ギリ キリ を 理 る よう に 道 レグ が ヤン ゴン 発 画 午前 | バ ゴー 藩 ( 約 2 時 間 ) 
む ボ ポー ト に 乗っ て 、 測 上 生活 ン イ < 着 後 、 パ ゴー 委 光 へ 。 〇 チャ カッ ワイ ン 僅 院 で 修行 信 た ちの 食事 
を する イン ダー 族 の 谷 ら し に ーー 風景 の ほぼ か 、 〇 シュ エタ ー リ ャ ウン 涯 県 仏 、 ゆ シュ エモ ー ド ー バ パゴダ 
骨 れ ます 。 人 や 、 〇 チャ イプ ブー ン ・ バ パゴダ へ ご 案内 。 昼 食 は 中 華 料理 を どう ぞ 。 










水上 の 僧 上 や 、 狼 ーー 午後 | バ ゴ 一 発 下 [午後 | チャ イ テ ィ ー ヨ ー 着 ( 約 3 時 間 ) 便 叶 室 

0 ーー の 夕食 は 、 ホ テル 内 で どう ぞ 

る イン ダー 族 の 洛 人 ル 電王 王 呈 ea に に 

に 油 員 する ご と も 。 「 ーー (ホテ ル 革 18:00【 周 ) チ ヤ イ テ ィ イー ヨー 泊 画 上 l 国 

、、_ ーー 二 。| 昌 (ホテ ル 発 09:00 綿 ) 1 の 歩行 計 間 

[午前 ] 〇 コー ルデン ロッ ク 観 光 へ 。 6 

| 午後] チャ イ テ ィ イーヨー 発 画 | 夕 刻 | ヤン ゴン 着 ( 約 4 時 間 3O 分 ) 
汗 後 、 ラ イト アッ プ さ れ た シュ エダ コン ・ ハ コ ダ を 訪れ ます 。 





| 1 日 の 矯 行 時 間 記 


に 生 本 族 1 ーッ リ > メ bs (F4 本 韻 ) 


























。 出発 上 | パタ ー ン の: 人 : 2019 年 10 月 1 日 - 2020 年 月 31 日 の 毎日 出 発 ーー 日 の アー チン 生 ( 〇 タビ ニュ 寺 隊 、 〇 シュ エ ジ ゴ ン ・ バ パゴダ . 
_ 出発 除外 日 | 出発 障 外 昌 は あり ませ ん 。 1.〈〕」 ユ 〇 マヌ ー バ 寺院 、 〇 ティ ー ロ ー ミ イン ロー 寺院 、 〇 ブー パ ヤ ー パ 
利用 航空 会 社 ( 目 本 便 着 時 } | " パ "タージ: タイ 国際 航空 パタ ー ジ : ペ ト ナム 敵 空 コタ 、 〇 クー ビ ャ ウッ ジー・ バ パコ タダ を 人 包 り ます 。 遠 中 、 特 産品 の う 
| シル バー ゴー ルド | る し 細工 の 工場 や 属 民 の マー テッ ト に ご 案内 。 ま た 、 馬 征 主 還 
| ヤレ ゴン | サミ ッ ト ・ パ ー ク ビュー 又は A ク ラス | チャ トリ ウム 叉 は 5 クラ ス I 体験 ( 約 30 分 ) に も ご 案内 し ます 。 
_ | チャ イ テ ィ ー ヨ ー | マウ ン テ ント ッ プ ホテ ル 、 ゴ ー ル デン ロッ ク ホ テル 、 りー デル 昼食 は 、 イ ラ ワ ジ 川 ほ と り の レス トラ ン で どう ぞ 。 
バーガー チレ リプ ー ト の tf か | タ 刻 | お 天気 が 良けれ ば 日 の 議 言 スポ ッ ト に ご 案内 し ます 
| パガン | タジン ガー デン 又は A ク ラス 還 還 還 較 | 夜 | 夕 廊 は 伝統 的 な あや つり 人 形 を 息 偶 し な が ら ミ ャ ンマ ー 料 理 
| | El トン 上 を どう ぞ 。 (ホテ ル 意 20:00 頃 ) ガン 閣 還 上 旧 
添 束 員 | 同行 し ませ ん が . 日 本 押 を 庄 す 現地 係員 (1 グル ー プ に 専属 ガイ ド 1 人 ) が 1 日 目 ヤ ン ゴ ン | 朝 | パガン 発 サ | 午前 | ヘー ホー 着 ( 約 1 時 間 ) の 
落 後 、 イ ン レ ー 湖 の 観光 へ 。 ボ ー ト に 乗っ て 浮島 や 、 イ ンダ ー 旅 の 
、 明 少 仙 行人 内 | 2 | 2 を (g 名 株 以上 で 中 迄 みく だ きい 。) 信 事 (和食 く ) | 朝 6 回 、 屋 6 回. タ 回 水上 上 集落 を ご 覧 いた だ く 他 、 フ ァ ウ ンド ー ウ ー・ パ ゴ 父 @ ガ ー 
人 四 920 和 区 開 | 入 問 時 67 月 LE ペー 償 院 へ ご 案内 し ます 。 凌 物 工 局 に も ご 案内 し ます 。 
(Ps・B 佑 ) | 次 本 必要 【 旧 本 取得 ) 乱 尽 食 は 、 イ ン レ ー 湖 上 の レス トラ ン で 西洋 料理 を どう ぞ 。 
WOMENRR2PPYa 夕食 は シャ ン 地 方 の 土 料 理 を お 楽し みく だ さい 
加計 科 チャ イ テ ィ ー ヨ ー で は 規 泊 する ホテ ル に より ゴー ルデン ロッ ク へ の 移動 手段 時 間 が 異な り ま す 。 (ホテ ル 畜 19:30 頃 ) | イン レー 湖 四 上 則 





チャ イ テ ィ ー ヨ ー 山 麓 ホテ ル | チャ イ テ ィ ー ヨ ー 中 用 ホテ ル | チャ イ テ ィ ー ヨ ー 山 頂 ホ テル 
セイ ン ・ レ ・ テ ィ ン ゴー ルデン ロッ ケ ホ テル | ョ マウ ン テ ン トッ プ ホ テ ル 
マウ ン テ ジ ビュ ー チャ イト ー ホ テル 
エエ 廊 ニ ティ リゾ ー ト ヨー ヨー レー ホテ ル 
パッ パー ガー デン リゾ ー ト 


(ホテ ル 発 7:30【 帳 
| 封 | イン レー 湖 発 下 午前 カッ クー 遺跡 着 ( 約 2 時 間 30 分 ) 
落 後 、2.000 以 上 の 仏 培 が 立ち 並ぶ カッ ク ー 遣 師 鶴光 へ 。 
| 午後 | カッ クー 遺跡 発 環 | 午後 | イン レー 湖 装 ( 約 2 時 間 30 分 ) 
(ホテ ル 半 16:00 頃 ) 


| 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 で どう ぞ 。 | イン レー 湖 還 調 画 目 田 

| 午 前 | ペー ホ 一 発 サ | 午前 | ヤン ゴン 着 ( 約 1 時 間 ) | 1 日 の 抄 行 時 間 凡 
薦 徴 、 ヤ セン ゴン 市 内 観光 。 〇 スー レー・ バ パゴダ 、 〇 チャ ウッ ター 
ジー・ バ パゴダ sp、 〇 イン ヤー 湖 、 〇 ボー ジョ ー・ ア ウン サン ・ マ ー 
ケット 5 の 人 け の は 必 肖 は ベツ の 導 重 おら りう 


山本 で トラ ッ ク ケバ ユ ス に 乗り 操 え | 山本 で トラ ッ ケ バス に 乗り 提 え 
で 山 の 中 腹 へ ( 交 45 分 ). | て 山頂 へ ( 約 1 時 間 ). その 和 、 
その 後 . ホテ ルル へ 1) | 本 上 ( 約 10) で ホテ ル へ 1 


ゴー ルデン | 山屋 で トラ ッ ク ウパ ス に 乗り 換え | 中 不 か ら 捧 上 ( 交 50 分 ) で | | 三 頻 ( 約 10 委 ! で 
3 で 山頂 へ ( 約 1 時 間 ) .( ま 1 ゴー ルデン ロッ クム へ 。 | ゴー ルデン ロッ ウム へ . 






















〒 の 接 、 植 歩 ( 約 10 写 ) 
Le で ゴー ルデン ロッ リウ か 。 





| 共 P3334 の [ご ご 案内 と こ 注意 ] 、 朋 び P34 の 「 ミ や T 
を 必ず お 読み あく だ さい い 。 革 パ ガン 、 チ ャ イ テ ィ ー ヨ ー、 イ ン レ ー 閉 の ホテ ル で は 国際 基準 に 達し て いな 
いた ゆめ 、 有 お 湯 が 出 な か っ た り 、 水 まわ り で ご 不便 を お 掛け する こと が あり ます 。[ 注 |] チャ イ テ ィ ー ヨ ー で 
の トラ ッ ク ケバ ス は . 他 の お 客 様 と の 乗り 合い と な りり ます 。 (は 12 日 目 の の 宿泊 は 、 ス ー ツ ケー ス な どの 大 
き な 和 荷物 は 車 に 置い て いき ます の で 、1 泊 委 の 着替え な ど を 入れ る リュ ッ ク サ ッ ク 等 を お 持ち くだ きい い 。 
ほ 3) 女性 は ゴー ルデン ロッ クタ に 触れ る こと は で きま せん 。( ま 』 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あ 
りす 。( は 5.2019 年 月 現在 工事 中 で すま 5 ヤン ゴン の ボー ジョ ー・ ア ウン サン マーケ ッ ト は 月 曜日 
硫 び 祝日 は お 体 馬 と な り ま す の で 、 そ の 際 は 別 の マー ケッ ト や ショ ッ ピ ー グ モー ル ヘ ご 案内 し ます 。 
お お 客 様 99 パ スポ ー ト 番号 ・ 落 行 日 と 有 区 陸 限 、 生 年 月 日 を ご 予約 時 に 入力 し て くだ さい 。 


| ショ ッ ピ ング に 関す る ご 案内 | 但 ツ アー 中 、 最 大 1 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 案内 させ て いた だ く こ と が 条件 
と な っ て いま す 。 際 土産 物 店 へ の ご 案内 に つい て の 詳細 は P34 の 「 ご 室内 と ご 注意 ] を ご 賢く だ さき し い 。 


地球 見 聞録 ター ご 出 発 の 90 日 前 まで の と 予約 完了 で SE | “ | の 
ニー ご この 日 | きま ゅ 905 ).0 J00g (大 子 合 間 ) ーー 60 フン ーー 


引 ロー B モ 凍 還 上 8 ] 
1] ルー jg| 96055540 749W0 | の 4mWp 774900 278900 285900 274900|274900 間隔 900 ーー FCI に コト ーー コト ーー 
コー ドド 時 emumso 名 pyan 名 989 5 5 宮 5 m a 900 361900 381900|381900 |381.900|381900| 36000 
" | 2465.000 300.000 407.000 
ン の [ 287900 287900 296.900 267900 287900 327900|327900 | 339900|351900 287900 296900 |327.900 |339800 351900「351900 |376900 |376900| 31000 
ペ ト ナ ム 前 空 | コー リル OAI 
222 ラス ラッ HKS(g、 ヤ (36 宙 | 400 し |247000 392000 |93000 |290000| 260000 392000|235000| 368000 
子 会 代 信 ID (1 ら 机 本 革 で ペッ ド と 角 員 司 信用 され る お 子 和 国内 没有 泊 保 サ ービス 旨 国際 光 旅 客 税 及び 現地 空港 計 科 は 別人 必要 で す (P33 参 照 
EE 計 P ミ E: 二 較 デー ジロ: 的 3.410 円 (大 上 上 ・ 子 洪 同 加 。 パタ ー ン ⑤) : 約 3.050[ 0 が 呈 ( 大 上 子供 同 事 ] 















8 MMS | 記 其 MINMI 計時 


Hedsc19s50| 。 H8i55 
ヤン コン 発 【 約 1 時 間 30 人 努 ] ヤン ゴン 発 呈 ( 約 1 時 間 45 分 ) 
バン コク 条 由 ぎす (5 財 間 30 分 ) 


中 冶 国人 ま 

















幼 虹 民 普 [ 骨 門 ( ら 歳 赤 満 下 さ ッ ド と 航空 座席 を 人 覗 用 され な い 主 子 様 ) | 選 天 加 Ln ただ け ま せ 上 。 
志 ピ デ ネ ス ダラ 避 は 、 聞 空 一 ヤー ゴン 間 性 枯 補 羽 業 と 三 け きす 。 司 せ て PS も ご 賢く だ さい 事 柱 折 デア テ ビデ 四 評 宣 は 画定 革 貞 。 








し 作 計 呈 印加 本 潮 「 邊 梓 TMTT 計 次 人 計時 古 商 唄 一 市 計 「 共 准 当 服 f」 


呈 】 閣 汰 詞 T 「 短 計 』B 誠 一 日 只 ] 「 簡 陸 F』TT 対 凌 和 ウー ス で ・ 加 本 吾 ま 選 二 明 





は テ = AZ の ARRo w 1 、。 人 に ま でも RY mp. 時 こさ の ご し ar 
て = 。 い W( 
W 


専用 車 ・ 専 属 ガ イド が ! 地球 具 財 録 は シル レン 道中 マン ダ レー カ 
ご 案内 する EX 氷 還 Zm 7 ア っ ツ 人 (人 い 


いく いい 


ミャンマー 最後 の 王 都 の 
貯 華 が 慢 ば れる 

マン ダレ ー 
上 生 朝 だ っ た 頃 の 趣 が 色濃く 残る 古都 . 往 


時 の 覧 栄 が 人 ば れる 壮大 で 靖 纏 な 技術 
が 施さ れ た 建築 物 の 数 補 が 見 どこ ろ で す . 





| 


"一生 忘れ られ な い 絶 景 を 巡る ギ - 胃 







0 て 
義 ら ば る 、 千 年 の 時 を 超え た 早生 
高 友 死 景 に 心 を 奪わ れ ま す 。 


小 卓 ・ 朝 日 は 天 忠 に より ご 覧 いた た け 音 
場合 が 電 人 は ます 





玉 MK 0 
(5 計 ノ 誠 


上 王宮 ー 辺 が 約 3km も ある 広大 な 敷地 に 広がる ミャンマー 最後 の 王 廊 . 
独特 の 円 賠 形 を し た 監視 堪 か ら は 町 の 中 心 部 や マン ダレ ー・ ヒ ル 
等 の 景色 を 360 度 で 眺め る こと が で きま す 。 


編 語 グ ド ー ド ォ パ ゴ ダ 

II ヨゴ 仏陀 の 経典 が 刻ま れ た 729 枚 も の 

石上 服 が 収め られ た 小さ な 白亜 の パ 

ゴ ダ が 立ち 部 ぶ 持 観 な 景色 が 広 

が り ま す _ 2013 年 に は 、 「 世 界 最大 
| の 経典 ] と し て ユネ スコ の 世界 記 

記 科 博道 産 に 登録 され まし た , 


シュ テゴン ドー 
チー タク 材 を ふん だ ん に 覗い. 建物 
の 外壁 を 始め 内 部 や 屋根 な ど が 了 還 \ 
綴 細 な 彫刻 に よっ て 彩 ら れ た 、 建 | 諾 時 
物 全体 が 素晴らし い 葵 術 作品 の 
PSR よう な 貴重 な 木造 建築 物 で す 。 


馬 人 が 容 進 し た 無数 の 仏 身 が 
も Sue 本 立 する 、 銘 慢 の 世界 が 広 が 
較 昌 間 り ます 。 境 内 で は 仏塔 の 先端 に 

用 間 四 付い た 筐 の 音 が 神秘 的 に 敗 き 
W ます 。 






es 


(AM 





光明 放 な 湖 の 長 色 と 、 そこ に 
暮らす 人 を の 独特 の 生活 文化 
を 垣間見 人 
こと が で き べ 。 そこ 

ます 。 ュ ニニ - こ メ 

















タウ ン ・ カ ラッ gg 


IE.55 各 









記 ホ か 大玉 に 衝 と を び な 時 が 放さ れ ( 
え 立 つ タ ウン カラ ッ 。 山 頂 に 郊 く っ _ て いま す 。 / 
黄金 の 仏 塩 の 姿 は 、 世 界 で も 生 9 MR 

に 見 る 絶景 で す 。 4 は 





牧 き 2 れる 神話 上 の 
生き 物 が 。 ノ 









必 | 中 
Ke 還 2 






ベア ・ 仲良 レ シ ー ト を ご 用 放 
ハバ ゾ イ 乗 継ぎ サ ( 約 2 時 間 ) 
に 昌 : ロ ロ | ゼン ッ ゴ ン 六 


Es maa (5 ペア ・ 仲 良し シート を ご 用 交 
バンコ Se 継ぎ よ ( 約 1 時 間 30 分 】 
ロ | ヤン ゴ に - 財 






マン ダレ ー で は 、 
























LT っ 洒 月 劉 、] 17 TE 
串 必 の 絶 景 に も ご 案内 「 ン 店 用 ザウ ンダ イン 満月 祭 の 灯明 が 並ぶ 様子 を ご 覧 いた だ きま す ソ 
マン ダレ ヒル - 調 、 「 朝 ヤン ゴン 発 ナ | 朝 ] バ ガ ン 炒 ( ( 約 1 時 間 ) [ 日 の 歩行 時 間 有 C | カ 
正人 多 体 が 仏教 の 聖地 。 頂 上 か ら 望 む エ ー ヤ ワリ ディ 川 に 沈む 吉 和 終日 | 着 後 、 MCAP-LUMarc0 (Pd 登 昭 ) 
日 は 長 箕 に 満ち て いま す 。 アー ナン ダ 寺 院 、 〇 タビ ニュ 寺院 、 〇 シュ エ ジ ゴ ン ・ パ ゴ ダ 、 
| マヌ ー ハ 寺院 。 け ティー ロー ミイ ィ イジ ロー 大 際 、 ロ プー パ ヤ ギー パ | | 率 
ゴ ダ 、③ グ ー ビ ャ ウッ ジー・ バ パゴダ を 巡り ます 。 途 中 、 特 産品 の | パ バ 
うる し 細工 の 工場 や 〇 庶民 の マー ケッ ト に ご 案内 。 ま た 、 記 車 乗車 | | 
体 膜 ( 約 30 分 ) に も ご 案内 し ます 昼食 は 、 イ ラ ワ ジ 川 ほ と り の | ル 


レス トラ ン で どう ぞ 。 ま た 、 和 途中 、 イ ラ ワ ジ 川 を 眺め な が ら テ ィ ー 
タイ ム (スイ ー ツ 付き ) も 楽し み ま す 

お 天気 が 良けれ ば 夕日 の 失 半 ス ポッ ト に ご 案内 し ます 

| 夜 | 夕食 は 伝統 的 な あや つり 人 形 劇 を 鑑賞 し な が ら ミ ャ ヤン マー 料理 


を どう ぞ 。 (ホテ ル 詩 20:00 頃 ) パガン 泊 画 用 田 
| 早 博 | ご 項 望 の 方 は 朝日 の 観賞 スポ ッ ト に ご 案内 | 1 日 の 歩行 時 間 





人 





ウー ベイ ン 棋 。 


し ま 示 宮 (P4 参 曲 ) 
| に バ パガン 発 純 午前 | ポッ バ 山 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) (ホテ ル 発 09:00 頃 ) 
16H 年 以上 前 に 各 け ち れ た 全長 1 3km も の 木造 橋 で 、 タ ウン タ | 着 後 、777 自 の 階段 を 登っ た 岩 峰 の 上 に 建つ 天空 寺院 〇 タウ ン - 


44 】)。)。 ニ カラ ッ の 寺院 を 訪れ ます 。 昼 食 は ボッ パ - マ ウン テン ・ リ ゾー ト 内 
ーー の タウ ン ・ カ ラッ を 望む レス トラ ン で どう ぞ 。 
1 生後 | ポッ バ 山 発 [生後] バ ガ ン 換 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
肖 | ダ 刻 | イラ ワ ジ 川 の リパーク ルー ズ ( 約 40 分 ) を お 楽し みく だ さい 。 
(ホテ ル 症 19:30 頃 ) バ ガ ン 泊 | 衝 還 


m』| 朝 | パガン 発 サ [午前 | マン ダレ ー 葉 ( 約 1 時 間 ) | 1 日 の 歩行 時 間 記 
諸 徒 、 マ ンダ レー 録 光 。 台 クタ ド ー ド オォ パゴダ 、 〇 シュ エナ ンド ーー 個 
_ 骨 、 〇 旧 王 富 、 〇 マハ ム ニ バ パコ ダ へ ご 案内 し まあ 

| 夕刻 | 夕日 の 名 所 G マ ンダ レー・ ヒ ル に ご 東 内 し まあ 所 


' ガ 
mm MI Ja 本 
だけ な い 埋 合 が あり ます 財 | 早 款 | マン ダレ ー 発 遍 了 ア マラ ブラ 着 ( 約 40 分 ) 
| 出発 日 ター 2019 年 10 月 1 日 一 2020 年 5 月 31 日 の 毎日 出発 「 





、。 0 





























〇 ウー ベイ ン 橋 の 和 朝日 の 刷 賞 に ご 案内 し まあ  。 
| 朝 | マッ ンダ レー 発 サ ベイ ホー 着 ( 約 1 時 間 〕) 六 後 、 イ ン レ ー 潜 の 所 光 へ 。 
出発 除外 日 
ツー パー ーー パー シン お バト オム 穫 空 


ボー ト に 乗 つ て 肖 島 や 、 イ ンダ ー 峡 の 水上 集落 を ご 覧 いた だ く 他 、 
ファ ウン ドー ウー・ パ コ ダ 、@ カ ガー ペー 慣 院 へ ご 案内 し まあ 
織物 工 記 に も こ 案内 し まま 

昼食 は イン レー 洋上 の レス トラ ン で 西洋 料理 を どう ぞ 。 

利用 ホテ ル 夕食 は シャ ン 地 方 の 卿 土 料 理 を お 楽し みく だ さい 。 


(9es (が アル 尊 19130 寺 イン レー 交 計 加 | 
ーーvarT パラ マウ ント イン レー ュ リ ワート (ホテ ル 発 07:30 頃 ) | の 隔 
人 証 %A タ ラメ 又は 5 クラ ス 表 較 | 二 | イン レー 湖 発 下 | 午 前 | カッ クー 遺 蹴 着 ( 約 2 時 間 30 分 ) 
| TK THGTTTY ド 1 人) が 1 日 目 ヤン ゴン 着 後 、2.000 以 上 の 仏塔 が 立ち 並ぶ G カ ッ ク ー 遺 央 主 寺 へ 。 
2 
| 食事 (<) | 7 唐 5 呈 5 回 、 5 回 区 昼 6 回 . タ 回 衝 OO ーー TH 
※3(3) 日 目 6)B 上 の 香 食 は ボッ クス と る 唱 合 が あり ます | 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 で どう ぞ 。 イン レー 閉 民 軸 ] 車 副 
/ に ag | 午 前 | ヘー ホー 発 | 午 前 | ヤン ゴン 藩 ( 約 1 時 間 ) | 1 日 の 歩行 時 間 須 
[P5・6 夫 生 華 。。 。 。 |esmmmeWys = = パパ 〈 パ 〈0. ぞ | 着 後 、 ヤ ン ゴ ン 市 内 観光 。 〇 スー レー・ バ パゴダ 、 〇 チャ ウッ ター 


恩 2019 年 9 月 30 日 国分 まで の 握 定 で 上 的 の 30 有 以内 の 間 在 は 次 宮 が 生 除 れ ま す 。 り ジー・ バ パゴダ 理 、 つ イン ヤー 敵 、 〇 ボー ジョ ー ・ ア ウン サン ・ マ ー 
21 引 年 月 下 在 。2 ロ 1 年 1 ロ 月 1 日 回 降 本 和え 還 に つい で は 末 室 で す ケッ ト : 計 へ ご 案内 し ます 昼食 は 和 貧 を どう ぞ 。 


還 サミ ッ ト パー クビ ュー ヌ は A ク ラス チャ トリ ウム 玉 は タラ ユ 


ーwN で は 朋 衣 || 計 凝 「』G ペ ポー ス 持 高 


EKESREI 















必ず ず お 読み くだ さい 。/ の ン 、 マ ンダ レー。 人 2 wa いた め 、 お 湯 

が 出 な か っ た り 、 水 まわ り で ご 不便 を お 掛け すす る こと が あり ます 。 (まほ 1」 天 眉 に より 補 日 を ご 覧 いた だ け な い 

場合 が あり ます 。 主 8) ブラ イト の 時 刻 藤 砂 夫 懐 苦 どの 事情 に より 、 ウー ペ ベイ ジン 格 は 前 日 、 日 中 に ご 案内 させ ヤン ゴン 発 みす ( 約 1 時 間 30 分 ) 

で いた だ きま す 。 注 2019 年 月 現在 工事 中 で す (ます) ヤン ゴン の ボー ジョ ー・ ア ウン サシ マー ケッ ト は バン コア 乗 編 ぎ す ( 約 時間 30 分 ) 

月 曜日 及び 祝日 は お 休み と な り ま す の で . そ の 際 は 別 の マーケ ッ ト や ショ ッ ピ ング モ キール ハ ご 案内 し ます 。 | 
お 客 様 の パス ポー ト 番号 "発行 日 と 有効 期限 、 生 促 月 日 を ご 予約 時 に 入力 し て くだ きい 。 


ショ ッ ピ ング に 関す る ご 案内 | 筐 ツア ー 中 、 最 大 1 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 害 内 させ で いた だ く こ ご と が 朱 件 と 
な っ て いま す 。 加 土 産物 店 へ の ご ご 案内 に つい て の 詳細 は P34 の 「 ご ご 案内 と ご 注意 ]# を ご ご 覧 くだ さい 。 


の >JMIN2J3IMT 
























地球 見 聞録 の 7 あー5 国 放 の 、 ト 出発 90 日 前 まで の ご 予約 完了 で 、 た ! 研 引 で 二 る 隔 に は ei ライ | 
ミャンマー 紀行 7. 日 10.000gi3llA | 






フラ イト 


パターン ホ テル ツア ー コ ー ド 





日 | 96058980 0 13009 295901255909 900 | 「 
フル バー 日 | 9e05a940 |292900 275800 300900 280 200 030 2258900 355 900 | 292.900 CYP 326900 355900 208900 「 
] 7 日 | 96Q58930 |280900 282900 289800」280800 280900319900」30190 313 900 | 344.900 | 280.900 289900 301900|313900 900 134900 326900 3269900 8 
」 ユー ルド ja 日 96058950 |29 「 00]318900 33090 63.900 | 299.900 307.900 |318900|330900 「 0 387900. 











RT38PSROIRCW 還 5 | 上 過 大 人 旅行 代金 と 同額 | 国内 空港 施設 使用 料 ・ 旅客 保安 サー ビス 料 - 国際 観光 旅 寄 税 及び 現地 畔 港 語 税 は 別途 必要 で す ( P39 婦 照 ) 
パター: 約 3410 円 (大 ん ・ 子 供 同 額 ) パタ ー ジ 〇 ) : 的 3.050 円 【 大 上 ・ 子 供 同額 ) 
常 ピ ビジネ キス ダラ ユ は , 関 空 一 ヤー コー 間 往 大 が 対 魚 と 厨 ま す 。 併せ て で P3G も ご 覧 くだ きい 。 帯 嘘 折 プ 革 ー の 設定 は あり 生 世 記 。 | 者 ラン の 予約 施 に つい て は PS4 其 開 | 





IE 


トウ 
Be 選 弾 端 剛 「Y [部 記 「』 選 奴 一 日 只 ] 「 竹 隆司 握 可 ツー み 宮 ・ 由 下馬 和 ま 隊 世 昌 





幼児 代 釜 IINF| (8 歳 氷 満 で ベッ ド と 六 識 座席 を 合用 され な い お 子 環 ] | 選 琴 回 いた だ け 寺 せん 。 


















再 用 の 5 ガイ ド が 


こ ご 和 


強い ほど に 美しい 光 硝 に 選 洗 お れる 
ゴン アー - 大 基 フン バク グ クト (に 人 芝 る 


HO 


上 放 屋 た y 際 3| っ 4( 8 

Cm 下車 観光 ) "1 の 時間, つい て は Pa4 人 を 食事 マー ク : 開 固 連 | 

1 0:30] 関西 空港 発 ナ ( 約 5 時 間 ) 四 中 良し シー ト を ご 用 意 ・ 

ハノイ 乗 継ぎ + ( 約 2 時 間 ) 

1 Bi:OO| ヤンゴン 着 “ 

消 後 、 回 理 廊 才 で ホテ ル へ 。 ャ ンコ ン 半 は 
(ホテ ル 発 06:00 結 ) | 1 日 の 頻 行 時 間 証 』 

| 形 | ヤン ゴン 発 画 中 前 ゴー ルデン ロッ ク の 前 の 町 キン プン (2 時間) 

半 後 、 ト ラッ ク バ パス と 徒歩 で 山頂 へ 向かい まま ( 約 1 時 間 ) 





















ー。 時 1 な る 巡礼 地 と し て 出 め られ て いま す 。 


時 女性 の 方 は ゴー ルデン ロ . SA 人 か M 8 - 
攻 4 ラッ ョ ン ン : 






















] 自 隔 粒 | 和 移 聖 な る 黄金 の 巨石 コー ルデン ロッ ク 調 光 。 
5 グ 陽 に 糧 めく 人 の 人 。 E 較 | 答 | チ ャ イ テ ィ ー ヨ ー 発 | タ 刻 | ヤ ン ゴン 着 (4 時 間 30 分 
し の 日 へ 2 を 感じ は で く 槍 よ うく ブ エ 注 、 ラ イト アッ プ さ れ た 〇 シュ エク ゴン: は 


エダ ゴン パゴダ の 史 き を お 楽しみ くださ いい 。 

串 去 惨 に より ご 覧 いた だ け な い 昌 合 直 如 !J ま す 

所 全品] 年 折 月 理容. 闘 逢 只 張り 埋 え 工事 ま 行 っ て いい 
ます 。 バ コテ の 一 表 が カエ ー で 種 れれ. 己 覧 いい た だ は fy 
アー 一 ミ 』 場合 が 超 依 す 


試 り IE 
I 7 ア 衣 は 民族 踊 シ ョ ヨー を 散 し な が ら 、 ピ ュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 
(ホテ ル 蓄 1:30 頃 ) ヤン ゴン 泊 話 王 更 和 右 


| 朝 | ヤン ゴン 発 サ | 朝 | パガン 請 ( 約 1 時 間 ) | 1 日 の 歩行 時 間 
| | 終日 | 六 後 、 日 本 旅行 こ だ だ わり の パガン 帳 跡 観光 。(iP4 き 原 
アー ナン ダ 寺 院 や や 、 〇 タビ ニュ 寺院 、 〇 シュ エ ジ コ ゴン ・ パ コタ 
( 〇 マヌ ー ハ 寺院 、 〇 ティ ー ロ ー ミ ィ ン ジロ ー 寺 院 、 〇 ブー パ ヤ ー パ 
し 寺 を | 六 コタ ダ 、Gー ビ ャ ウッ ジー・ パ コタ ダ を 色 り ます 。 達 中 、 特 産品 の う 
ES も: と か る し 細工 の 工場 や 〇 度 民 の マー ケッ ト に ご 案内 。 ま た 馬車 乗車 
ガ 体験 ( 約 30 分 ) に も ご 素 内 し ます 。 
』 。 昼食 は 、 イ ラ ワ ジ 川 ほ と り の レス トラ ン で どう ぞ 。 
| 夕 刻 | お天気 が けれ ば 日 の 言 ス ボ ッ ト に ご 案内 し まま 
| 夜 | 夕食 は 伝 導 的 な あや つり 入 形 理 し な が ら ミ ャ ンマ ー 料 理 
を どう ぞ 。 (ホテ ル 着 20:00 頃 ) バ ガ ン 泊 画 四 


午前 | バ ガ ン 発 サ | 午前 | ヤン ゴン 着 ( 約 1 時 間 ) | 1 日 の 歩行 時 間 記 
炒 後 、 ヤ ンコ ン 市 内 観光 。 〇 スー レー・ パコ ダ 、 〇 チャ ウッ ター 
ジー・ パ コ ダ ャ ・ 〇 イン ヤセ ー 閉 、 〇 ボー ジョ ー・ ア ウン サン マー 
ケッ ト 吾 へ ご 案内 し ます 。 昼 食 は 久しぶり の 和食 を どう ぞ 。 


















































Re I18:55| ヤン ゴン 発 ナ ( 約 1 時 間 45 分 ) 欄 中 泊 宝 人 
1 婦 rm ウッ ra ハノイ 乗 継ぎ す ( 約 4 時 間 20 分 ) 略記 靖 還 笠 沖 す ! 
」 ー に 1 ョ 画 賠 
2 SM | | 1 SER - - = = 補 | 
咽 皇 全 に に 上! に だ は し い 場 中 5 
SE pome an ms am 出発 除外 日 | 出発 除外 日 は あり ませ ん . | 利用 航空 会 福利 本 発着 時 ) | ペ ト ナム 航空 
ご 案 内 と と 注意 2 


















に 人 に し 直 】 移 由 93. の | ご 宣 肉 と ご 往 章 |. 表 び P34 の | ミャンマー コー ユ 共 通達 】 
固 事項 | を 必ず お 読 : k み くだ 8 きい * 二 / ロ リン の ホテル で 国際 革 隊 に 壮 し て いな お 湯 が 出 な 
| か っ た けり 、 水 まわ り で ご 不 便 を お 挫け する 吾 が あり ます 。 中 天 眉 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が 
間 あり ます 。 (Ei2019 年 6 月 現在 工事 中 で す 。, 記 | ヤン ゴン の ボー ジョ ー* ア ウン サン マー ケッ ト は 
月 日 及 び 祝日 は お 休み と な り ます の で その 際 は 別 の マー ケッ ト 世 ショ ッ ピ ンダ モー ル ペ ご 案 


還 当 向い た し ます 。E チ ャ イ テ ィ ー ヨ ー で の トマ ッ ク バ ス は 他 の お 客 様 と の 乗り 合い に な り ま す 。 


リン 。 | シル バー | スカ イス ター 叉 は A グ ラス | タジン ガー デン 又は A ク ラス 
| ゴー ルド | パー タロ イヤ ルル 了 は ケラ スネ | ミャンマー トレジャー リゾ ー ト ニュ ー ル y 区 は の 
添 重 員 | 同行 し ませ せ 貞 が . 日 事 語 を 話す 現地 係員 が (1 ダル ー プ に 在 尾 カイ ド 1 上 ]1 日 目 ヤ ン ゴ ン 空 
乱 一 則 国 日 ヤッ ゴン 空港 まで 事 世 話し ます 

最少 殿 行 上 遇 | 2 者 (は 名 様 以上 で お 申 迄 あ くだ さも り 食事 ( 李 内 喜 棚 く ) | 朝 3 回 . 星 3 回 回 

| パス ポー ト ・ 次 年 | パス ポー 入国 時 65 テ 月度 上 
TU ト ( 残 存 有 区 期間 

| (P5・6 参 枯 ) | 査証 | 民 要 (日 本 取得 ) 恩 


醒 2019 年 月 0 日 国人 写 ま で 予定 で . 骨 征 目的 3 日 羽 肉 凸 導 在 ! ょ 二 証 が 免 父 され ます 。 
(1 邊 年紀 月 環 在 で 本 年 1 ロ 月 1 目 四 降 西 国 に つい で は ほ 素 定 で すす 。 」 

















注 3 コ ト 番 号 ・ 四 行 日 と 有 練 環 情 、 生 年 月 日 在 ご 予約 時 に 入力 し て で く 十 芝 も 1 


| ショ ッ ピ ング に 関す る ご 案内 | 王 ツ アー 中 、 最 大 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 案内 させ で いた : TREE 
な っ て いま す 。 還 土 護 物 店 へ の ご 案内 に つい て の 詳細 は P34 の 「 ご 案内 と ご 注意 | を ご 覧 くだ さい 。 


地球 見 間 録 バ ガ ン 遺跡 と 昌 TP 
ゴー ルデン ロッ ク ・ ヤ ン ゴ ン 5 日 


ホテ ル | 日 数 | ツア ー コ ー ド 恒 相 湖 
EE 本 「F 是 ! 上 還 EL」 























1 0 000 ご 予約 売 了 、 旅行 代 金 より | | で きる 記 に は 臣 ? 3 | 憶 油 サー チャ ー ジ を 含む | 


1! ーー ' す 
ETaWa「 コ 詳細 |": TEE ET en 
90 ーー ル 円 割引 由 双 い 子 代 同 衝 ) | | 人 2 昌和 PB 天下 8 0 アラン]! を 示し て くだ さい 【P9d 要 衝 」 





誠 行 民 合 
カレ ンダ 一 番 号 








pe 世 


| ロ 日 | 9BO5B86 ロ 213.900 | 217.900 | 221.900 =13900 に a 276.900 | 213.900 221.900 | 256.900 25B900 27B800 | 281900 301.900 |305900 
- 選 日 96058970 IE eg21.90U ーー 217.900 | 217.900 | 256.900 | 260.900 as に ーーー 260.900 g73.900 に Em 5.900 本 


本 区 ー 空 潜 
BERRY 現 FrtT ErrW E 約 3. 050 円 (大 人 3 


ヨ ポ ピ ジ ネ ユ ウラ ユ は 、 間 空 一 ヤン ゴン 同 往 協 が 対象 と せり ます 。 併 せ て Pd5 も ご 覧 くだ さい い 、 所 泊 プ ラン の 設 古 は りり ませ ん 。 7 ラン の 所 的 方 に つい て HP34 委 杯 | 











PE 


内 容 充実 


お 圭 頃 価 析 ーーーーーーーー 一 





























ト E ーー ーー デー 人 
【6 の 6 ミー 4 ピス 3 | 商 克 せ し 上 攻 52: っ 下 車 観光 ) *m 日 の 上 行 時 介 ! に つい て は P34 参 照 人 マー ク : 秋 較 ロ 
7 [00 こ 1128] 関西 空港 発 (06 時間 ) の 851 の 2 計 お 4:: ン 
に = バン コ 2 和 引き す (91 時 間 30 ス 
[845-1850| ヤン ゴン 
| 弟 後 、 現 地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 ヤン ゴン EE 軸 | は 
[年 前 | (ホテ ル 発 08:00 頃 ) | の 歩行 時 間 ネ 





ヤン ゴン 発 [午前 | バ ゴ ー 着 ( 約 2 時 間 ) バ パ 
入 後 古都 バ ゴー 語 光 。 〇 チャ カッ ワイ ン 借 院 、⑨ シ ュ エ ター リャ ウン 淫 
机 仏 、 〇 シュ エモ ー ド ー・ パ ゴ ダ や 、 チャ イブ プー ン ・ パ ゴ ダ ヘ ご 案内 。 

| 午後 | 昼食 は 、 中 華 料 理 を どう ぞ 。 

還 間 | 午後 | バ ゴ ー 発 中 午後 | ヤン ゴン 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) 

【l pm IT ー と と - バ コタ を へ ご 素 内 し ます 。 











に 庄 吉 詩 
ーー 


了 チ は タ タタ ザ ロ ンダ イン / 肖 - 1 隊 子 を ご 「 
= を し な な は が ら 、 ピュッ フェ を どう 


[ 秦 | 夕食 は 、 ミ ャ ンマ Y マー 民族 3 諸 員 踊 を 人 買 富ん 
(ホテ ル 着 20:30 頃 ) 


| 朝 | ヤン ゴン 発 | 朝 | パガン 症 ( 約 1 時 間 ) |] 日 の 生 時間 『 当 
| 綻 日 | 後 、 日 本 旅行 こだわ り の の パガン 財 跡 語 発 。iP4 を 妥 
アー ナン ダ 寺 陸 、 口 福 ビ ニュ 寺 陳 . ロ シュ エ ジ コ ゴン バ ゴ タダ 

本 ( 〇 マヌ ー ハ 寺院 、 〇 ティ ー ロ ー ミ イン ロー 寺院 、 〇 ブー パ ヤ ー パ 
| コ 包 ダー ビ ャ ウッ ジー : パ コ ダ を 通り ます 。 和 途中 、 特 産品 の うる 
ス | し 細工 の 工場 や 〇 ニャ ウン ウー の マー ケッ ト に ご 案内 。 ま た 、 馬 
リ 車 乗車 舘 内 ( 約 30 分 ) に も ご 案内 し ます 。 

昼食 は イラ ワ ジ 川 ほ と り の レス トラ ン で 。 ま た 、 達 中 、 イ ラリ ワ ジ 川 

を 眺め な が ら テ ィ ー タ イム (スイ ー ツ 付き ) も 楽し み ま す . 

2m お 天気 が 良けれ ば ン の 陸 の ボウ に 3D あ あの 


(2 00 順 ) 


| 早朝] ご 希望 の 方 は 朝日 の 観賞 スポ ッ ト に ご 案内 1 5 
し ます 。 (Pa4 参 曲 ) 
(ホテ ル 発 09:00 頃 ) 











チャ カッ ワイ ン 僧 院 で 
修行 僧 の 暮らし に 触れ る 全 計 


交 500 名 も の 憎 介 が 惨 行 を する る 憎 陸 。 食 事 時 間 に は 
お 幅 を 持っ た 憎 全 が 並ん で 食堂 へ 。 





シュ エ ジ イ ゴン. パゴダ 
病 を 治す 神 「 ナ ッ 神 」 ガン 
の 昼 の 、 身 体 の 本 いと 』 大 
ころ に 人 金 消 を 貼る と 治 請 語 
倒 と 言わ れ て いま す . 








旅 





午前 | パガン 発 細 | 午 前 | ポッ パ 山 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) ま 
伝統 的 な 着 後 、777 段 の 階段 を 合っ た 岩 放 の 上 に 建つ 天空 寺院 ひ タ ウン -| | 
三 g キッ パー マ アウン テン リソー ト 還 
あや つり 人 形 劇 と カラ ッ の 寺院 を 訪れ ます 。 星 食 は ボッ パ ・ マ ウン テン ・ リ ゾー ト で ダ 


タウ ン ・ カ ラッ を 望む レス トラ ン で どう ぞ 。 
午後 | ポッ パ 山 発 環 | 午 後 | パガン 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
| 夕刻 | イラ ワ ジ 川 の リバ パー クル ー ズ ( 約 40 分 ) を お 栄 し みく だ さい 。 
(ホテ ル 着 19:30 頃 ) パガン 泊 革 訓 





ミャンマー 料理 を 楽し む 


回 











NE 





様々 な アジ ア の 時間 パ ガン 発 サ | 午前 ! ヤ ン ゴ ン 六 ( 約 1 時 間 ) 1 日 の 歩行 時 間 由 
味覚 を ミッ クス 後 、 ヤ ン ゴン 市 内 軸 光 。O ス ー レ ー・ バ ゴ タ 〇 チャ ウッ ター ジー・ バ パゴダ 


し た 料理 の 数 々 。 自 ぐ O イ ン ヤー 消 、O ボ ポー ジョ ー アウ ン サ ン : マ ー ケ ッ ト ss へ ご 東 内 し まお 


/ 旦 食 は 和食 を どう ぞ 。 その 後 、 現 地 係員 と と も に 空港 へ 。 
| 945-]950| ヤン ゴン 発 サ ( 約 1 時 間 30 分 ) 
II パン コク 乗 継ぎ サ ( 約 5 時 問 30 分 ) 電 










ペア 







6 日 コー ス な ら 、 さ ら に ミャンマー を 深く 楽し め ま す ! 


||8 | 児 >NMN 





5 | IOBB5-07:30| 関西 空港 落 


iP29 の 「28. 3・94 ペ ー ジ 共通 の ご 筆 内 ] を 必ず ご 覧 くだ さい 


= ニー エエ ュ ュ ーー 


- 由 要 日 2019 和 10 有 日 -2020 和 5 月 31B の 人 日 出発 隆 外 日 | 出発 除外 日 は あり ませ ん 4. | 


SJMIN%JJN 


136] 


月 ホテ チル 
ー「 の 5 な この 0 タン シガー デ ン ヌ は A ク ラス 


eo ヤル エエ は S ウ ラス | ミ ーー ニュ ー バ ガン は 上 』 ウ ラス 
誠 乗 貞 


最 洗 殿 行 上 見 名 (ば 名 以 上 で お 申 迄 黄 くだ さ し り 






POPeP0GbVTー 汚い の 守 院 の 家 を 移 め sa 
ポッ パ 山 の 欄 に ある タウ ン ・ カ ラッ と 呼ば れ ズ . 心 暮れ 時 に は イラ ワリ ジ 川 が 黄 釜 に 郊 
る 岩 は 、 ミ ャ ンマ ー の 土着 宗教 の ナッ 信 き ドラ マチ ッ ク な 旨 景 が 広がり ます . 
仰 の 聖地 . ポッ パ 山 へ も ご 案内 し ます 。 ※※ 天 貝 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


あり 
日 
(P5・Bg 革 隔 ) (日 本 取得 ) 邊 


硬 2019 年 9 月 30 日 国谷 9 まで の 予定 で 、 要 光 理 的 30 日 選 内 の 清 在 は 容 評 が 完 際 され ます , 
( 員 1 邊 年 邊 月 現在 9 年 10 月 1 目 紅 降下 上 男 に つい し で は 素 定 で す 





滑 「』| Be 一 2 宮 ・ 如 中 蔽 年 了 芋 叶 





地球 見 聞録 、 観 る 魅 る ) ! 
/( ガ ン 遺 中 と 古都 パ ゴ ー- ヤ ツ ゴ ソン 5 SB 


ECJkrkurrnrtucrmsczrcar 攻 mr 

日 | 96059000 | 201.900 | 201.900 | 204.900 | 912.900 | 201.900 205.900 | 20 201.900 294.900 | 294.900 | 298.900 | 298.900 294.90d に 

' 還 96058990 RE FOOE 189.900 「e90 ーー) EE ーー 283900 287.900 | 283.900 |287900| 24000 

Se 0 207900| | 297.900 | 303 9990 97900 303900]28790 03900| 28000 
0 人 人 科 や 中 借 拓 8 織 | ' ーー ーー 


ETSROROORSRCRRR5RS50 上 記 大 人 旅行 代金 と 同 頭 | 国内 空港 施 設 使用 科 旅客 保安 サー ビス ネ 料 * 国 隊 観 光 衣 ト 税 及 0 # 現 地 空 港 諸税 は 別 傍 , 必要 で す (P33 参 


ビ 905 1] 2 BE 


昌 引 上 


「 拉 TTY 語 測 


HfT「T 詩 潮 「』 選 構 避 瑞 黄 吹 一 ロ 融 」 唱 記 「 栓 韻 滞 遂 邊 」 


3 
EL 
『 





落 韻 員 (r 「 環 H「』S』 一 日 只 」 


中 情 作 定量 計 軸 生計 | 周 





| 幼児 代金 NFI( ら 艦 未満 で ペッ ド と 航空 族 を 使用 され な い お 子 様 )| 選 其 加 い た だ け ま せん 。 
ボ ビ ジ キネ ュ クラス は.、 問 空 ー ヤ ンー ゴン 間 往 便 が 対 梨 と な ます 。 悦 せ て PB も ご 覧 くだ さい 。 癌 証 販 プラ の 評定 は あり 生 せ 上 。 


TFT 本 = 持 思 ロ 白 語 還 
現地 空港 語 税目 安 弟 


ュー 


日 


プラ ン の 玉 約 記 に コ い いい 訂 ] 癌 





専用 車 - 専 属 ガイ ド が 
ea 案 | 人 | す る FX 2 


地球 見 剛 録 < 区 銘 く 鳥 ? を 巡る 


レ 多 リ レル ク / 必 の (の 9 


今 も 人 々 が 祈り の 地 と し て 宗 め る 、 


涼み // ツ ムリ ん "の の の 7 なの 


財界 


EE 


w の 


で プ ラチ ナコ ロニ メ の が 3 泊 目 は 
パワ 中 築 の 郡 境 り ワート | ヘリ タン スカ ガン ダラ マ 」 泊 ! Fa 生 間 ) 

穫 リ ル ル ル バ ー・ ゴ ー ル ドコ ー ユ の 3 泊 目 は 
敷地 か ら シ キリ ヤ ロ ッ ウタ が 移 え る ボア ル を ご 且 | 


コ シギ りり 1 計 " れる み 


ン ギ リヤ ヴィ レッ ジ ジ 

軸 直 内 が らら セッ ギリ ロッ ウッ に 王 

1 3 る 人 が 確認 で きる 程 の の 工 離 に 立 

和 の 地 . 店 大 な ジャ ンダ ル の 中 に 価 
, む .、 静 赤 記 ホ テル で す . 


SN Ro デス の が ポ t 個 = 


8 す 避 久生 間 事 





祥 孝 の 歴 昌 と スリ ラン カ 似 教 の 中 を 
人 





ジャ ャ ング ル の 中 に そびえ 立つ 、「 獅 子 の 貼 」 を 葉 味 する 韻 き 
195m の 巨 二 な 央 山 「 シ ギリ ヤ ロ ッ タ |。 頂 上 に は 5 世紀 に カー 
シン シャ バド が 某 いた 所 大 な 宮 屋 跡 が 広がり ます 。 最 大 の 見 ど 
ころ は 、 人 山 に 指 AZGx22E4c2kla シン ギリ ヤレ ディ 」 。 





Er キ UUGY ビ ディ イー イメ ー ジ 


可 ーbegi 


ee 
ガ " つ て は 海洋 近 易 の 中 釈 地 と 栄え 、 黒 国情 款 溶 れ 人 る 属 ま い 
が 今 も 多 る 海道 い の 千 並 を お 楽し みい た だ きま す 。 


ンプ 













PP mW を 「 に ヴイ ジャ ヤ F 
カカ 開い た スリ ラン カ 量 古 四 王 都 。 



















ーー 還 品 ココ pn コ 石 還 寺 時に ニョ 


世界 道産 ダン ブッ ラフ 石刻 寺 院 4 日 目 
紀元 前 1 世紀 に 開か れ た 聖地 。157 体 の 五 蛋 と 約 2.300m も の 音 厳 
MANGA 要 内 は 左 巻 の 一 昔 で す 。 
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TI =L_aF 証 = 
『 請 に 二 ト 
ョ PT 
r | 1 二 史 1 旨 且 h 
| 





ェ 3 豆 ま れ 貞 国 続 治 時 代 の タラ シカ ル 
が 7 し な 建築 も 弄る 衝 し い 指 。 信 爺 の 対 名 


て いあ 羽 歯 寺 は 基 


ボロ ン ナ ル ワ 馬 
1 一 13 世 紀 頃 に 栄え た 古都 。 自 然 『 抽 “ 
の 地形 を 活か し 、 巨 大 な 花岡 岩 に 揚 還 才 1 
られ た 「 失 像 」 [立像 」「 理 柄 像 」 が 3 馬 凍 
つ 並 ぶ ガ が ル * ヴ ィ ハ ー ラ は 必見 で す 。 








デー 目 


8 | プラ チ ナ コー ス | は 紀 
~ 補 。 リゾ ー ト デザ イン の 巨 医 * 
ジェ フリ ー・ バ パソ 作 章 の ホテ ル に 滞在 


周 の 更に シギ リヤ ロッ クタ を 加 還 、 パ リロ 建 委 の の 穂 境 リゾ ー ト 


ヘリ タン ス ・ *・ カ ンダ ラマ rs=s 2 ro 
WWww.haritannehntels.enm ee EE = 
カン ダラ マ マ 湖畔 に 建つ 、 自 款 と 一 体 化し た よう 
な デザ イン の ホテ ル 。 パ ワオ リ ジ ナ ル の イン フィ 
ニテ ィ プ ブー ル は 抜群 の 開 邦 感 。 








読 一 二 の 衝 る が 2 が の お 0 2 
クト な が ら パ ワ の セン ス が 光る 、 お 洒落 で 機能 
的 な 空間 で すす シュ フーp み の お 部 屋 と せり ます 


| パワ が 一 番 最 初 に 
イン ワ ィ ニテ ィ プ ブー ル を 作っ た リゾ ー ト 。 


へ リタ ンズ スズ ・ ア フン カラ 





ジェ ッ ト ワ ウィ イン グラ イト ハウ ス 
WWijBtwwinghotBl ほ で om 


/ r7 書 策 科 財 の 悦 作 、 泥 を 見 下記 すす 高 公 に 立地 
| プラ チ ナ ( 避 コ ー ス | 【 ゴー ル ) 角間 LA * 問 www.heritancehotels.cpm 





下 憎 い デ ザイ ン が 随所 に 感じ られ る 海 錠 の [ 
ホテ ル 。 イ ンド 洋 と 一 体 化 し た イン フィ ニ 
ティ ブー ル が あり ます . 「 





シン メ トリ ッ ケ に 造ら れ た コロ ニア ルル テイ スト の ホテ / し 
ブー ル の 先 に は 美しい イン ド 洋 が 広がっ コ て しい ます 。 





- 1 
| 


= W - 133Sae 


2019 年 10 月 1 日 2020 年 5 月 31 日 の 毎日 出先 
出 落 除外 日 | 1220、1/5 肥 サシ ルー の 1/30、 ゴ ー ル ド の 1217、1/5 ブ ラチ ナ の 144.11・12、2727、2 有 は ご 出発 いた だ け ま ませ た 。 
利用 航空 会 社 | パタ ー ジ 1 タイ 国際 航空 (パー ンコ ター コロ ン ボ 間 は タイ 国際 航空 到 は スリ ラン カ 骸 空 ) 
(卓二 発 基 時] | パタ ー ジ gi シン ガ ボ ー 北 航空 
| | ネコ ゴン ボ お | シギ リヤ 叉 は ダン ブッ ラテ 
ルー| ベガ サ スリープ | 半 カッ サバ ライ オン ロッ ク Lore ンズ - コガ ラビ ピー チ 
ルリ | 叉 は A グ ラス | 又は ホテ ル ・ シ ギリ ヤ | 又は A ク ラス | 又は A ク ラス 
= | ゲートウェイ: エア を ギリ ヤ ウ ヴィ レ オ ゾ ・ キ ャ ンティー 
用 下 此 記 ー ト ロー デ イレ ッ ジ ヒッ カト ラン ズ ・ 7 
Year ココ ー ル 全 EE スタ 隊 メロ アリ セリ リー ト & ス パ | は S2 ラ え シナ モン 又は 5 クラ ス 
242 
四 ュー テ ュ ー | アー ルズ ・ ラテ 
- 語 2 カン ダラ マ | リージェンシー 了 へ リタ ンス 
| 寺 アフ ン ガ ラ 
同行 し ませ ん が . 日 本 語 を 話す 現地 係 具 【1 ケ ループ に 専 届 ガイ ド 1 人 ) が 1 日 目 コ ロン ボ 空 港 一 
帰国 日 コロ ン ボ 空港 まで お 世話 し ます . ※ フ リー タイ ム を 除き ます . 
最少 催行 人 財 | 各層 名 欄 軟 上 で お 申 各 くだ さ Li!) | 区 事 [ 了 内 食 敬 く ) | 朝 5 回 、 号 5 回 、 を 5 回 
パス ボー ト ・ 電 年 [日本 国籍 の 方 ) (P5・6 昭 ) | パスポート [ 存 有効 期間 ) | 入国 時 6 ヶ月 以上 | 査証 | 限 党 ETA の 事前 登録 要 
ご 楽 内 と ご 注意 | 共 P33・34 の 「 ご 案内 と ご 注意 」 、 び P34 の 「 ス リラ ンカ コー ス 共 通 注意 事 
需 」 を 有 す お 読み くだ さい 。 [ 抽 ) 視 日 に あ た 命 日 は 、 性 み と な る 場合 が あり ます の で 、 そ の 場合 は 、 
翌日 に ご 案内 し ます 。 


ーーーーーーー ーーー 一 一 - 


ショ ッ ピ ング に 関す る ご 案内 | 介 ツ アー 中 、 最 大 2 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 案内 させ て いた だ く こ と が 条件 
と 太っ て いま す 。 乾 土産 物 店 へ の ご 案内 に つい て の 詳細 は P34 の [ご 室内 と ご 注意 | を ご 覧 くだ さい 。 





プラ チ ナ リッ | ジェ ッ ト ヴ ウィ ンダ ・ を 
| ゴケ ゲー 
ブ ョ チ ナ 還 は 5 ケラ ズ 












IFALB1G FDLE 前 時 









ターン | ゴー ルド | 7 日 9605g030 204.900 | 204.900 | 208.900 |208.900 |231.900 
2 ラン 。| lee eeml reo pro sue aso pm 
コロ 


上 iF3 | 午 前 | 可 間 ⑳ ダ ンプ ブッ ラ 石 居 寺 院 に 






| シル バー | 7 日]g6o5gozo| ra es al aved eg iwae vel 5O0 ziz90 2r790 CT 






ae me apa ryo 
247.00 296.900 269900 26300 345900 4018900| 300900|356900 362900 473990| 4g0 







匠 100=1145 LE 
| ( 約 6 時 間 ) 代 が 1 

| バン コク 県 き +( 約 3 時 間 ) 
IgE.15-00:10| コロ ン ポ 革 


ネコ ゴン ポ 泊 は は 
(ホテ ル 発 08:00 頃 ) 
| 午前 | ネ ゴ ン ボ 発 則 | 午後 | アヌ ラー ダブ プラ 芽 ( 約 5 時 間 ) 


ネコ ゴン ボ 泊 中 中 
1 日 の 歩行 時 間 上 


訪 後 、 ズ リラ ンカ 最 古 の 王朝 の 都 と し て 栄え た 街 昭王 アメ ラー 


ダブ プラ 観 光 。 〇 スリ ー マ ハ ー 告 提 樹 、 の ル ワ ン ウ ェ リ ・ サ ー ヤ 大 塔 、 
イス ルム ニア 精 人 並べ へ 。 
| 午後 | アヌ ラー ダブ プラ 発 看 | 夜 | シギ リヤ 落 ( 約 2 時 間 30 分 )( ホ テル 凌 19:30 結 


記事 直 く シル バー・ ゴ コー ルド > シギ リヤ 泊 く プ ラチ ナッ > ダン ブッ ラ 泊 屋 車 出 
(ホテ ル 発 07:30 頃 ) 1 日 の 示 行 時 間 記 

日 本 旅行 こだわ り の W 還 シギ リヤ ロッ ク 訪 光 。(P4 参 昭 ) 妖 馬 に 
役 笑 む 壁 画 [ シ ギリ ヤレ ディ 」、 ラ イオ ン の 爪 の 形 を し た ライ オン の 
ハ 口 、 言 殿 基 か ら 眼 下 に 広がる ジャ ング ル を ご 覧 いた だ きま す 

| 午前 | シギ リヤ 発 下 [午後 | ボロン ナ ル ワ 蒼 ( 約 2 時 間 ) 

| 午 後 | 還 還 員 ポロ ン ナ ル ワ 名 光 。 ポ ロン ナル ワ の 中 心 部 タワ ドラ ンダ 

ル 、 巨 大 な 石像 が 見 事 な 〇 ガル ・ ヴ ィ ハ ー ラ 、 〇 パラ クラ マ バ フー 

1 世 の 富 尻 基 、 巨 大 寺院 選 ラ ンカ ティ ラ カ に ご 案内 し ます 








(ホテ ル 発 08:00 頃 ) | 
午前 ご 案内 し ます 
国 | 午前 | ダン ブッ ラ 発 下 | 午後 | キャ ン デ ィ 着 ( 約 3 時 間 ) 
衣 。 連中 、@ ス パイ スガ ー デ ン へ 立ち 寄り ます 。 
』 | 午後 | 男 呈 環 キャ ン デ ィ 詞 光 。 〇 キャ ン デ ィ 湖 、@ 仏 歯 寺 、 キ ャ ン デ ィ 市 
ャ 内 を 見 下る せる 〇 展 講 台 、 〇 マー ケッ ト に ご 案内 し ます , 
ン 開 | 夕刻 | キャ ン デ ィ ア ンダ ンス ショ ー 租 綱 へ ご 案内 し ます (ホテル 意 20:00 頃 ) 
キャ ン デ ィ 泊 恒 副 
(ホテ ル 発 07:30 頃 ) _ 1 日 の 歩行 時 間 
| 朝 | キャ ン デ イィ 発 玉 | 午前 | ピン ナ ワ ラ 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
ジャ ング ル で は ぐれ て し まつ た 記 を 保護 する 、 〇 計 の 折 児 限 へ 。 
川 べ ベ り の レス トラ ン で 明 の 水浴 び を ご 賢い た だ き な が ら 昼 食 を どう ぞ 。 


| 午後 | ビン ナ ワ ラ 発 間 | 午後 | ゴー ル 詩 ( 約 5 時 間 ) ま た は アフ ン ガ ラ 着 ( 約 4 時 間 ) 


し に に に 9 30 引 ) 


< プラ チ ナ 以外 > ゴー ル 治 く プラ チ ナ > アフ ン ガ ラ 泊 回 回 | 


前 | 剖 還 本 較 ゴ ー ル 観光 へ 。( ホ テル 発 08:30 頃 ) 
〇 旧 市 街 、 〇 要 雲 に 案内 し ます 

| 午 前 | ゴー ル 発 面 | 午後 | コロ ン ボ 着 ( 約 2 時 間 30 分 ) 
落 後 、 コ ロン ボ 市 内 製 光 。G ガ ンカ ガラ ー で 寺院 、 フ ォ ー ト 地区 の 
〇 ショ ッ ピ ンダ モー ル へ ご 案内 し まま 


1 日 の 歩行 時 間 上 


IO1:10-01:30 Tn 00:45-00:50| コ ロン ボ 発 み ( 約 4 時 間 ) 









| | バンコ Ci レー す ( 約 5 時 間 30 分 ) シンガポ ー ル 乗 継ぎ す 【 約 6 時 間 30 婦 ) 
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i 辻 」 


mm ビー ss00 
|7| woeoo or eaod awaol zz. TOPT だ の に に 55Ag00 5260|594900| sam0 
EZZZEIF' ee 9 5 om esa na nom ne mr 5O0| 52800 406900 481900| 54dtO 
ジュ pecs oy の 8 aa 9 90 aba 099 op em nel nam 0 54.000 
mm ニー ジー IP36 則 | ' 117.000 133.000 | 296.000| 332.000 | 344.000 260.000 | 344.000 ' 
子 八代 区 [CH|( 12 恩 示 江 で ベッ ド と 角 空 庫 席 を 使用 され る お 子 尊 〕 | 上 記 大 旅行 代 倫 と 同 題 国内 空港 施設 人 用 料 旅客 保安 サー ビス 料 ・ 人吉 陸 で (P33 参 照 ) 
幼児 代金 llNF|( ら 購 未 洪 で ペッ ド と 豚 空 魔 二 在 使用 され い お 子 欄 ) | ご 琴 加 し いい た だ け ま せん 。 所 員 素 志和 ま 四 パタ ーー 約 5.880 円 (大 人 ・ 子 供 同額 )、 パ ター ンジ 3③) : 約 6.770 円 【 大 人 ・ 子 供 同 額 )| 


※ ビ ジネス ケラ ス は . パタ ーー は 周 補 一 バー コク 間 福 提 . パタ ー ン は 問 空 ー コ ロン 間 壮 視 が 対策 と な りり ます 。 許せ て PGG も ご 覧 くだ さい 。 謙二 泊 プラ ョ ン の 設定 は お あり ませ ル 。 ラン ロ 予 交 方 に つい て は P34 雪 開 | 














中 江 入 年 量 半 四 生 本紀 較 PTT 詩 制 邊 回 半生 國 一 唱 弄 」 避 語 「 栓 
中 器 叫 (r 「 琴 隊 「』B 史 一 日 噌 ] 「 簡 評 [TY 計 抽 「 一 2- 加 盾 柄 邊 札 直 癌 





さ 」 
「= 


ぎ 用 曲 . \ 属 ガイ ド が W 全 球 見 記録 スリ ラン カ の 高原 地帯 と 6 つ 0 


= スリ ラン カ 大 周遊 8l 


に: お の を 拓 
Ne 


キャ ン デ ィ ー ヌ ワラ エリ アテ へ は 
列車 で 移動 


車 窒 に 広がる 新 細 の 遇 色 を 眺め な が ら 、 約 4 時 
結 aa 楽し 2 お だ きい 。 


= 前 


- 世界 有数 の 紅茶 の 産 司 - < >_ 6 っ の 世界 候 産 の 見 どこ ろ を で 
メラ エリ ア に 1 肖 し て 親 蘭 時 効 詩 よ く 包 っ て 堪能 
で 本 ロ シ ギリ ヤ ロ ッ ク ram 


未だ 神秘 的 な 誕 に 包ま れ た スリ ラン カ 屈 指 の 遺跡 
に は 、 頂 上 まで 登っ て じっくり と 観光 いた だ きま す . 





標高 の 高き に よっ て 味わい の 達 う 紅 菜 を 生産 する スリ ラン カカ 。 

中 で も ヌ ワ ラ エ リア は 、 寒 暖 の 差 か ら 良 質 な 茶葉 が 採れ 、 イ ギリ ス 植 
民 地 時 代 は 層 署 地 だ っ た 名 残 と し て コロ ニア ル な 建物 も 残る 趣き あ 
る 街 で す 。 






半 2 計 千 きま 了 
スリ ラン カ 最 大 の 石窟 寺院 で は 、 上 財 
圧倒 され る よう な を 荘 峡 な 性 画 と 仏 講 議 
像 群 を 観賞 いた だ きま す . B 





2 ッ 一 画 に 広 悲 旋 

| ゲリー シン ・ ベ ご ル ペ ベッ ト と 言わ 

れ 旋 茶 誠 で 、 米 の 手 で 本 

剛 に 共 摘 み 作業 が 行わ れ 
で いま す 。 





| ! 本 『 io ーー 帳 
央 呆 | ーー 


ロニ 


回 ボロ ン ナル ワ 遺 跡 大 回 アメ ラー タダ プラ 近 中 
伯 教 鞭 術 の 翼 必 が 揃う 広 天 な 遺 蹴 略 で は . 見 夢 世 な い スリ ラン カ 量 古 の 王 都 で は 、 数 ある パリ ー 
スポ ッ ト き 中 心 に 選 り ま ます . スポ ボット の うち 3 つの 上 人気 スポ ッ ト へ . 





洗 叶 _ 演 ほ 間 - 1 LILH 議 時 還 
回 キャンディ 回 ゴー ル 
英国 統治 時 代 の 面 彫 も 色 選 く 残 る 寺 で 、 ス リラ が つて は 海洋 買 兄 の の 中継 地 と 栄え . 異国 情 
ンカ ル 人 の 聖地 | 人 世 歯 寺 」 も この 街 に あり ます . 緒 溢 れる 必 ま い が 今 も 嘩 る 海 治 い の 揚 


を お 楽しみ いただき ます . 





か や エキ メート 由 本 曲り に い ュ し 沿 
と Y : こ fa ド 


[1 100-11.45| 閲 西 空港 発 サ ( 約 6 時 間 ) 修 胃 ンー 計 生 バン コク 乗 継ぎ す ( 約 3 時 間 ) 
9 [22:15-00:10| コ ロン ボ 症 
MAPD と の 生 3 着 後 、 臣 EE 本 に 銀 許 軸 で ホテ ル へ 。 ネ ゴ ン ポ 泊 | は 
も 中 革 | 障 | ネ ゴン ボ 発 下 | 午 後 | アヌ ラー ダ プ ラ 着 ( 約 5 時 間 ) (ホテ ル 発 07:30 頃 ) | 1 日 の 行 時 間 記 






六 後 、 ス リラ ンカ 最 古 の 王朝 の 都 と し て 栄え た 街 I 還 評 配 ア ミヌ ラー タフ ラ 社 光 。 


昌 
sa を ek: テ ゃ = 5。 | 導 )” 〇 イス ルム ニア 精 含 、 つ スリ ー マ ハー 昔 提 樹 、O ル ワン ウェ リ - サ ー ヤ 大 培 に ご 案内 し まあ 
が リゾ ー ト デザ イン の 巨 区 科 ・ | m ス ラ ンタ ジン 人 | 生 シ ポ ツ ヤ (6220 
ジェ ブリ ー・ バ リ 作 章 の 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ビュッフェ を どう ぞ 。( ホ テル 着 1930 頃 ) 





ug 
ホテ ル 稔 泊 コ ー ス も ご 用 意 ジェ ラリー パワ 呈 の (へ リタ ンカ ンダ ラ マ ] に 
マミ FE]< シ ル バ ー・ ゴ コール ド > シ ギリ ヤ 泊 く ブ ラチ ナ > ダン ブッ ラ 泊 台 刊 田 
午前] 日 本 旅行 こだわ り の 上 呈 還 シギ リヤ ロッ ク 亡 光 。(P4 参 昭 ) (ホテ ル 発 07:30 頃 )| 1 日 の 歩行 時 間 上 記 | ,、 
妖 静 に 微笑 む 壁 画 「 シ ギリ ヤレ ディ 」、 ラ イオ ン の 爪 の 形 を し た ライ オン の 入口 、 言 殿 蹴 か ら | | 





人 の 先 に 


























Hg 眼下 に 広がる ジャ ング ル を ご 覧 いた だ きま す 。 ル 
9 誤り | 午前 | シギ リヤ 発 画 午後 |」 ボ ロン ナル ワ 閉 ( 約 2 時 間 ) 
あき [午後 還 還 四 ポ ボロン ナル ワ 観 光 。 ク ワ ド ラ ング ル 、@ ガル ・ ヴ ィ ハ ー ラ 、@ パ ラク ラマ パフ ー1 世 
ヘリ タン スズ ・ の 宮 尻 乱 、 ひ ラン カテ ィ ラ カ に ご 案内 し ます 
ガメ アダ ラブ マ | 午後 | ポロ ン ナ ル ワ 発 画 夕刻 ] シギ リヤ 閉 ( 約 2 時 間 ) 
タ 全 は ホ チ ル レストラン で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 着 18:00 頃 ) 
填 党 江 mis 右 E 認 < シル バー・ ゴ ー ル ド > シ ギリ ヤ 泊 く プ ラチ ナッ ダン プッ ラ 泊 玉 用 
| プラチナ 点 コ ー ス | 呈 表 貴章 〇 ダン フッ ラ 石 置 寺院 に ご 案内 し まま (ホテ ル 発 08:0O 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 則 
パワ 建 築 後期 の 傑作 、 面 | ダン プッ ラ 先 | 生 [午後 | キャンディ 世 ( 約 3 時 間 ) 用 中 、@ ス パイ ス ・ ガ ー デ ン に 立ち 寄り ます 。 
混 を 見 下ろ す 催 到 に 立地 上 道 SE 、 キ ャ ン デ イィ 市 内 を 見 下っ ろ せ る 〇 展 思 台 、 
マ 1 ーー - 〇 マー ケッ ト に ご 内 し まれ 
9 5 加 夕刻 | キャ ン デ ィ ア ンダ ンス ショ ー 鑑 賞 へ 。( ホ テル 着 20:00 頃 ) ーー 
Pi キャ ン デ ィ 泊 還 
wca 作 | 午前 | キャンディ イ 発 補 | 午後 | ヌ ワ ラ エ リア 六 ( 約 4 時 間 ) (ホテ ル 発 1 1 :00 頃 ) | 1 日 の 歩行 時 間 同 
2 少 miy | 」 列車 (普通 誠司 ) で 、 ヌ ワラ エリ ア へ 向かい ます 。 太 食 は お 弁当 を ご 用 症 し ます 窒 
ee | 着 徳 、 〇 紅茶 畑 と 〇 紅茶 工場 の 見 学 へ 。 工 場内 で は 、 セ イロ ンティー の 試 芝 を どう ぞ 。 江 
病 リ 剛 | 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ビュッフェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 導 18:30 頃 ) | ヌ ワ ラ エ リア 泊 王 仙 訓 | | 
0 二 に か 記 間 午前 ワラ エリ ア 発 本 ー ル 着 (4 テ “ 行 時 ジ 
イン フィ ニテ ィ プ ー ル を 前 | ヌ ワ ラ エ リア 発 享 夕刻 | コー ル 刻 ( 約 7 時 間 ) (ホテ ル 発 08:00 頃 ) | 1 日 の 抄 行 時 間 詞 | | あ 5 
作っ た り ゾ ー ト 。 途中 、 〇 務 の 軍 児 院 へ も 立ち 寄り ます 。 に 
ヘリ タン ス ・ _ 川 べ り の レス トラ ン で 務 の 水 沿 び を ご 覧 いた だ き な が ら 太 食 を どう ぞ 。 案 
と [ 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ビュッフェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 着 18:30 頃 ) 
なァ / ' 旅 
各 テル の 詳細 は P26 を ご 賢く だ さい 。 | | く < プラチナ 以外 > ゴー ル 泊 く プ ラチ ナ ⑧> ア フン ガラ 泊 琶 和田 


ea 也 長所 で お 疲れ な の で 、 朝 は ゆっ た り め の ご 出発 で す 。( ホ テル 発 10:00 項 ) | の 
* 半 リト ルイ ング ラン ド と も 言わ れる Ra 議 B 還 *HRm ゴー ル 半 光 。 〇 市街 、 〇 計 に ご 案内 し まる 。 性 食後 、 コ ロン ボ へ 。 


“ 2 由 ゴー ル 発 下 | 夕刻 | コロ ン ボ 症 ( 約 2 時 間 30 分 ) 
紅茶 の 郷 の 癌 原 リ ゾー ト に 瀧 在 


人 
カ 
ン 
W 





「 [pl10-oi:30| = ペア * 仲 良し シー ト を ご 用 思 
製茶 工場 を リ メ ベ ーション し た スリ ラン カ ら し き 溢 れ 属 直 テ ル ビ ーー 
SV タン スッ デイ ー プ アダ ドリ ー 
http/ comteafactory/ 出発 外 日 は あり ませ ん 。 





紅茶 畑 が 一 面 に 広 | 利用 航空 全社 (日本 玩 閉 時 )| タイ 国際 航空 (パン コク ー コ ロン ボ 間 は タイ 国際 競 空 広 は スリ ラン カカ 航空 
が る 高原 に 立地 . レ | | * ネ コン ボ | シギ リヤ 叉 は ダン プッ ラ | キャ ン デ ィ | ヌス ワラ エリ ア | コー ル は アフ ンカ ラ 
トロ な エレ ペー ター や ペガサス ・ リ ー フ | 放 カッ サポ - ラ イオ ン ・ ロ ッ ク | タイ ー ン シズ 。 | ウインザー ゴゴ コガ ラ ピ ー チ 


古い 製茶 の 機 な : 又は A ケ ラス 又は ホテ ル ・ シ ギリ ヤ ラス | 又は A ケ ラス 過 又 は a ク ラス 
ど 、 オ ゴブ ジェ も ユニ ー Eau SO 
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EEDNSSRE 





ー き ティ ー 。 | ケー トウ ェ イ ・ エ アポ ー ト | シギ リヤ ヴィ レッ ジ 丈 は | オプ ・ キ ャ ンティー| セン ト ・ ア ンド - ル ー ス | コ ヒッ カト ラン ズ ・ バ イ ・ 
9 の 還る 虹 PSTN ガー テン 又は 5 ウラ メス アリ ヤ ・ リ ゾー ト あ スパ | 苑 は 呈 ケ ラス | 双 は 5 クラス シナ モン 双 は ウラ ス 
紅茶 へ の こだわ り が ラチ ナ ? ジェ ッ ト ウ ィング ・ 


| ジェ エッ トウ ィ ン ダ ・ ci 、_ | デー ルル エ ・ YU エ ャ と 
プラ チ ナ 呈 1] 科 ジ ヘン カン ダフ マ | リー ジェ ン シ ー | ティ ー フ ァ タ トリ ー 居 へ 


同行 し ませ ん が 、 日 本 語 を 話す 現地 憶 員 (1 ダル ー プ に 専属 ガイ ド 1 人) が 1 目 目 コロ ン ボ 空港 一 帰国 日 コロ ン ボ 空港 まで 
ここ と に と と ジー し 
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33 
34 
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いっ ば いで す . 


i 辻 」 


チェ ッ ク イ ン 時 に は 紅 
茶 の サ ービス ネ が あり 、。 
客室 に も ティ ー セ ッ ト が 『 人 還 
偽 わ る ど 紅茶 へ べ の こ 因 
だ わり が いっ ぱい で す 。 軒 


ご 案内 と こ と 注意 | @Posr 34 の 「 ご 案内 と ご 注意 」、 胡 2 だ ンプ だ 5 に 抽 人 @ ッ アー 中 、 了 大 22 所 の 填 産 和 店 へ 





みく だ Se 店 日 に あたる 日 は 休み と な る 場合 が あり 


ます の で 、 そ の 場合 は 、 翌 日 に ご 案内 し ます 。 


本 すこ ごま で の ど 記 地代 


10.000gall 5 


Bs コー に コー ビニ ーー ピピ ビ ーー ピード er 


MIB 日 | RG3SE ーー トー gB5.900 | gr,9UU rwelzoaalznae | ーー ニー gB1.900 | 
ーー ラー ニー ニー ニー etaseslsmamlseuexlaealeswal uesioseo 591600| Agm 
ET P 遇 細 | 309.00O | 343.000 357.OUO 29B.OOO 


子 仙 代 葉 [CH|(18 立 未満 で ベッ ド と 且 空 才 を 使用 され る お 務 様 ) | 上 記 大 人 旅行 代 舎 と 同 品 | 国内 空港 施設 使用 料 ・ 旅 客 保安 サー ビス 料 ・ 国 際 観 光 旅 寄 税 及び 現地 空港 諸税 は 別 傍 必要 で む (P33 参 照 









IolEi: 


幼児 代金 | 肌 F( ら 紅 未 満 で ベッ ド と 月 計 部 を 使 用 され な いい お 子 筐 ) | ご 参加 いた だ け ま せん 。 EE 才 所 EEj 畔 約 5.880 円 (大 人 子供 同額) | 
※ ビ ジネス ウラ ユ は . 関空 一 バー コア 間 斑 慢 が 対策 となり ます 。 情 せ て で POG も ご 賢く だ きい 。 吾 年 泊 プ ラン の 設定 は あり 章 選 。 5 ミ プ ラン の 予約 方 に つい て は Pd4 参 赤 | Mem 


ュー キ 」 
= 






【 天球 衝 録 コン パク ト に 癒し の 島国 を 巡る 





全 e た く さん の 謎 に 包ま れ た 天空 に 浮か 空中 宮 剛 の 神秘 に 触れ る 。 
は 日 便 な 還 の 持 押 が 描 が か れ て る か も … 


ミッ ネリ デア 国立 宮園 イメ ー ジ 


ーー 


「 PTPPOTPPWPTS や mp サー ーーーー ギヤ ザ リ ジ グ に 会 宛名 チャ ンス ! 
e バード. ウォ ッ チ ング も 充実 ! 約 1B0 種 類 も 生息 し て いる 鳥 の 楽園 。 





ニニ トー ーー 
eo か ーー アー 
思 キャ ン デ ィ ア ンダ ンス ショ ー 





| 



























| プラチナ コー ス | ! 

パワ 建築 の 秘境 り リゾート [へ ヘリ タン ス ・ カ ンダ ラマ 」 泊 !C26* 自 | 元々 は 悪魔 大 い を 目的 と し た 踊り だ - 2 

| シル バー・ ゴ ー ル ドコ ー ス | | れ て いま す 。 リズ ミカ ル で 迫力 ある 太鼓 の 音 

敷地 か ら シ ギリ ヤ ロ ッ ク が 見 える ホテ ル を ど ご 用意! わせ で 、 の 05 記 時 十 ロ チ ク ロ が ワイ ンク 
5 5 還 が ら 、 女 性 の し な や か な 舞 まで 、 欄 々 な 舞踊 が pm 中 

く ゴ ー ル ドコ ー ス の ホテ ルー 倒 テ > 剛 計上 

| ギリ ヤ ヴ し ハ 柄 LAN | hi 議 繰り 広げ られ ます 。 am 2 
う / イ ツ ジ Wh 1 昌 区 人 





敷地 内 か ら シ ギリ ヤセ ロック に 登る 人 が 確認 で きる 程 の 距離 に 立地 。 
広大 は ジャ ング ル の 中 に 生む 、 の 





た くさ きん の 詩 に 伝え 症 ! 
人 の 祝 児 院 

緑 あふ れる 自 待 の 中 で 
連 た ち が 暮 す 序 設 。 川 


で の 氷 治 び タ イム を ご 臣 
いた だ け ま す 。+_ 









。 パン コク 本 引き (3 時 間 ) 


1 g15-UO:1 ロ | コロ ン ボ 芽 
六 徒 、 現 地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 


(ホテ ル 発 07:30 頃 ) 





30 頃 1 日 の 歩行 時 間 庁 | 
| 午 前 | ネ ゴ ン ポ ボ 発 鹿 | 午後 | ボロ ン ナ ル ワ 落 ( 約 5 時 間 30 分 ) 

| 午後 本 本 ポロ ン ナ ル ワ 失 光 。 ロ クワ ドラ ング ル 、 ひ ガル ・ ヴ ィ ハ ー ラ 、 
パラ クラ マ バ フー1 世 の 富 殿 因 、 ロ ラン カテ ィ ラ カ に ご 案内 。 
[和光 ポロ ン ナ ル ワ 発 軍 | 夕刻 | シギ リヤ 着 ( 約 2 時 間 ) 

| 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 (ホテ ル 童 18: 30 頃 















く シ ル バ ー・ ゴ コー ルド > シギ リヤ 泊 く プ ラチ ナ > ダ ンプ ブッ ラ 泊 陸 国 


本 テル 8505: 00 貫 ) 





甘 む 三 画 「 ン ギリ ヤレ ディ 」、 ウツ CT の 抽 した 
口 、 言 工 断 か ら 眼下 に 広がる ジャ ング ル を ご 覧 いた だ きま す 。 
老 [ 午 前 | シギ リヤ 発 画 午前 | ダン ブッ ラ 藩 ( 約 45 分 ) 
ッ 案 意 後 、 加 本村 〇 ダン ブッ ラ 石 慎 寺 院 に ご 案内 し ます 。 
_ 明 [午後 | ダン ブ ッ ラ 発 正午 後 | キ ャ ン デ ィ 薄 ( 約 3 時 間 ) 
ル 山間 の 美しい 街 、 相本 李 キ ャ ン デ イィ へ 。 
1 | タ 刻 | 果物 や スパ イス な ど が 並ぶ 、 〇 キャ ン デ ィ マ ー ケ テット へ 。 
その 和裕 、 キ ャ ヤン ディ アン ダン スシ ョ ー 和 鑑賞 へ ご 案内 。 


ガ 
に (ホテ ル 着 20:00M 





PIN だ で 








| 朝 | 還 正 キ ャ ン ディ 観光 。( ホ テル 発 07:30 頃 ) | 1 日 の 沙 和 時 間 上 
io で ルー 人 公 上 菌 寺 、 〇 展望 合 に ご 案内 。 
午前 | キャンディ イ 発 忠 「 午 前 | ピン ナ ワ ラ 着 ( 約 1 時 間 30 分 ) 


ジャ ンク グル で は ぐれ て し まつ た 暴 を 保護 する り 豪 の 折 児 陸 へ 。 


ls キ "【 


[午後 | ビ ピン ナ ワ ラ 発 堅 | 午後 | コロンボ 蒼 ( 約 3 時 間 ) 
訪 徐 、 フ リー タイ ム 。 








5 日 コー ス 
| 夜 | 中 者 料理 の 夕食 後 、 





ーー 






















| 現地 係員 と と も に 空港 へ で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 
II9tio-01: 013 コロン コロ ン ポ 泊 面 和田 
約 3 時 間 30 分 ) 
9 出発 まで 、 フ リー タイ ム 。 
Crayagrihi。 | 同 ( お 前 還 は 12:00 ま で ご 利 用 いた だ け ます ) 
|15:45-15.55 | 関西 空港 芽 | 族 現地 係員 と と も に 空港 へ 。 
@P38.34 の [ご 案 機 中 泊 馬 | 





内 と ご 注意 ] 、 役 び P34 の |「 ス リラ ンカ コー ス 共 
通 注意 事項 」 を 記す お 読み くだ きい い 。 ( 計 |: 宰 日 に 
ああ た 名 日 は 、 休 上 みた な る 場合 が あり ます の で 、 イ の 
| 場合 は 、 翌 日 に ご 案内 し ます .。, 計 ) そ の 日 の 動物 
の 行動 に よっ て 、 ミ ン ネ リヤ 国立 公園 で は な く 、 フ 
ルル ・ エ コパ ー タ に ご 案内 する 場合 が あり ます 。 
謀 」 野生 動物 は ご 覧 いただけ な い 場 合 が あり まき 
す が 、. 返 全 は あり ませ ん 。 


I ロ 1:10-01:30| コロンボ 発 + 
( 約 3 時 間 30 分 ) 
バン コク 乗 継 ぎょ ( 約 5 時 則 30 分 ) 
ペア ・ し ン ャ ー ト を こ 用 呈 










に から pe DEEIPml im HE 


子供 代 倫 [CH|11g 旋 未 満 で ペッ ド と 骸 空 座席 を 覗 用 され る お 陸 様 ) | 上 記 大 旅行 代 倫 と 同 呈 
幼児 代 倫 [INF|( ら 張 束 酒 で ベッ ド と 肛 空 庫 叫 研 覗 用 記 れ な しい お 子 標 | ご 基 加 いた だ だ け ま せ ル 。 
叫 ピ ビジ ネス ケラ ス は 、 間 空 一 パン コタ 間 福 極 が 寺 象 と を せり ま す 。 併せ で PBB も ご 覧 くだ さい 。 間 泊 ザラ ン の 典 定 は あり まみ 。 






ネ ゴ ン ポ 泊 [ 」 胃 了 | 





| 時 「 問 


キャ ン デ ィ 泊 還 穫 財 





川 く り の レス トラ ン で 時 の 水浴 び も ご 覧 いた だ き な が ら 虹 食 を どう ぞ 。 | 





mi 


| 
・ 還 M00 FPP 195.900 Er 








ウロ フグ 環 才 (83 
|2g:15ー ロ 0:10| コロ ン ボ 藩 
_ 着 徳 、 現 地 係員 と と も に ホテ ル へ 。 | ネ ゴ ン ボ 泊 | けけ 
(ホテ ル 発 07:30 頃 ) _ 1 日 の 歩行 時 間 過 
| 午前 | ネ ゴ ン ボ 発 下 午後 | アヌ ラー ダブ プラ 着 ( 約 5 時 間 ) 
回 還 環 アヌ ラー ダブ プラ 観光 。 〇 スリ ー マ ハ ー 昔 提 樹 、 ひ ル ワ ン 
ウェ リ ・ サ ー ヤ 大 堪 、 〇 イス ルム ニア 精舎 へ 。 
| 午後 | アヌ ラー ダ プ ラ 発 画 | 夜 | シギ リヤ 芽 ( 約 2 時 間 30 分 ) 
| 夜 | 夕食 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ , (ホテ ル 着 19:30 頃 








く シ ル バ ー・ ゴー ルド > シギ リヤ 泊 < プラ チ ナ > ダン ブッ ッ ラ 治 届 穫 
(ホテ ル 発 08: 00 細 ) | 1 日 
本 旅行 こだわ り の l 評 玉 シ ギリ ギヤ ロック 畠 光 。(P< 
に 微笑 お 壁画 [シレ ギリ ヤレ ディ 」、 ラ イオ ン の 爪 の 形 を し た ライ 
オォ オン の 入口 、 言 殿 乱 か ら 眼 下 に 広がる ジャ ング ル を ご 覧 いた だ 
きま す 。 太 食 は スリ ラン カカ 料理 を どう ぞ 。 
| 午後 シギ リヤ 発 | 午 後 | ミン ネリ ヤ 着 ( 約 40 分 ) 
] ン ネ リヤ 国立 公園 中 で ジー プ サ フ ァ リ を 楽し み ま す 。 
記 や 孔雀 な ど が ご 覧 いた だ け ま す 。 
| 夕刻 | ミン ネリ ヤ 発 正 | 夕刻 | シギ リヤ 藩 ( 約 40 分 ) 
謀 了 | 夜 | タ 廊 は ホテ ル 内 レス トラ ン で ピュ ッ フ ェ を どう ぞ 。( ホ テル 着 18:30 頃 ) 
中 | く < シル バー・ コ ゴール ド > シ ギリ ヤ 泊 く ブ ラチ ナ > ダ ン ブ ッ ラ 泊 還 副 
(ホテ ル 鞍 0D8:00 頃 ) 1 日 の 歩行 時 間 上 
| 午前] シギ リヤ 発 画 | 午前 | ダン ブッ ラ 着 ( 約 45 分 ) 
落 後 、 還 皿 〇 ダン ブッ ラ 石 講 寺 院 に ご 案内 し ます 。 
| 午後 | ダン ブッ ラ 発 殿 | 午後 | キャ ン デ ィ 落 ( 約 3 時 間 ) 
才 中 、 の スパ イス ガー デン へ 立ち 寄り ます 。 
器 W 較 キャ ン デ ィ 観 光 。 〇 仏 歯 寺 、 〇 キャ ン デ ィ 湖 、 〇 キャ ン デ ィ 
マー ケッ ト 。 ii に 案内 。 そ の 徐 、 キ ャ ヤン ディ アン タン スシ ョ ー 氏 言 
へ ご 案内 。 
(ホテ ル 意 20:00 頃 ) 
(ホテ ル 発 08:00 頃 ) 
[午前] キャ ン デ イィ 発 豆 [午前 | ピン ナ ワ ラ 芽 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
ジャ ング ル で は ぐれ て し まっ た 象 を 保護 する 、 〇 泉 の 末 \ 児 院 へ 。 
川 く り の レス トラ ン で 、 の 水浴 び を ご 覧 いた だ き な が ら 昼 食 を どう ぞ 。 
| 午後 | ピン ナ ワ ラ 発 画 [午後 | コロ ン ボ 芽 ( 約 3 時 間 ) 着 後 、 フ リー タイ ム 。 
| 夜 | 中 重 料 理 の 夕食 後 、 現 地 係員 と と も に 空港 へ 。 


キャ ン デ ィ 泊 画 刊 訓 


日 D:10-0130| コロ ン ボ 発 み ( 約 3 時 間 30 分 ) 
バン コウ 乗 継ぎ +( 約 5 時 間 30 分 ) 
15:45-15:55 | 関西 空港 芽 


出発 日 FITIPTTTFIEZHWZFST TYP 
利用 級 空 会社 ( 本 計 ) | タイ 国際 航空 MDES "eo ミ 問 際 級 宅 又は スリ ラン カ 航 空 ゃ 識 








282 ・ エ デア ボー ト | 次 
ゴー ルド | ガー デン 叉 は S ク ラス 
2 テ 7 ト イン 2 コロ ン ポ 


ジェ ッ ト ウ ィ ン ザ ラヴ サーン | 事 アー ルズ ・ 
同行 し ま 世 中 ae 日 コロ ン 空 湊 ま で お 世 


| 舌 し ます ※ フ リー タイ ム 、 プ ラン 参加 時 を 秀 


























EE お につい いて HP34 委 | 
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EE 測 韻 鍋 Tr 「 画 隊 「』Bー ロ 只 ] 「 簡 Wf』TY 計 羊 「 BWー う で ・ 如 串 柄 中臣 二 叶 





専用 車 - 専 属 ガイ ド 9 
ご 案内 する 居 計 時 


に ーー ラ に ガイ ド 


『 ジ と 


世 漠 尋 産 


| カト マン ズ の 支 化 所 産 





見 事 な 書 築 物 や 彫刻 絵画 な どの 









彰 日 に 近く マチ ャ プチ ャ レ を 望め る こと 
で 現地 の 人 に も る 人気 の |「 サラ ンコ ッ ト の 
丘 (1.592m)」 へ 片道 約 1 時 間 の ハイ 
キン グ を 体験 いた だ きま す . 





ペー ワ 湖 上 か ら 
ヒマ ラ ヤ 連 只 を 記 む 


所 人 面 に 映る ヒマ ラ ヤ 


= cr 紀 の 山々 を 楽し むこ と が で きる 絶 景 ボ イ 
] っ ント で す . ボー ト に 乗っ て 湖上 か ら 見 
へ 2 スニ 。 上げ る 連峰 の 姿 は 格別 で す . 


ヒマ ラ ヤ に 昇る 
朝日 の 雄大 な 
に ae 


5 の 要 3 っ ロコ ー ス の 方 の みい 


ルコ ッ ト 」 で 、 ヒ マラ ヤ か ら 昇 る ご 来 も チャ ンス が ある 給 景 | ア 
光 観 算 に チャ レン ジ し ます . PO イメ ー ジ 
※ い ずれ も 天候 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 


ッ ル リー 日 | 96059140 | 212.900 215.900 
| 日 | g605g180 | 224, .900 | 
g60591 


ゴー ルド 


BBU5B160U | 2931. 900 23 233. EE 「240.900 5 900 249.900 252. 900 245. 900 257。 9DD | 26 
| 253.900 258.900 262.900| 2 265.900 273.900 271.900 ーー に | 90| 
ヒマ ラ ャ ヤン. | 6 日 | 96059170 | 258.900 | 260.900 263.900 272.900 276.900 | 276.900 | 272.900 | 284.900 | 296.900 | 321.900 |331. | 


日 
_ | 6 日 | 96059160 
シャ ング リラ | | 7 日 | 96059200 | 244.900 | 246.900 


フロ ント 30D |! 


ビジ ネス ユタ ラス ゴブ ラッツ 追加 乙 
(関空 一 カト マジ ズー 財 往 者 )(F ヨ 理 横 用 
子供 代 交 選 H|( 18 具 未満 で ベッド と 豚 裕 麻 席 を 人 覗 用 記 れ 攻 お 子 姓 ] 


上 記 大 人 旅行 代 釜 と 同 閣 
ご 参 骨 いた 歪 け ま せみ 。 


率 証 泊 プ ラン の 設定 は あり ませ ん 。 





幼児 代 釜 |( 評 末 満 で べ ゅ ド と 洪 宰 磨 語 在 桂 用 され な いい 玉子 欄 ] 
省 ビ デキ スリ ラニ ば は , 開 宇 ー カ ト 〒ー ス 間 往 寒 対 全 と な りき ます 。 局 せ て PSR も ご 覧 さだ さい 


ヒマ ラ ヤ 最 吉 の 寺院 「 ス ワヤン プ ナ ー ト | な ど 
長い 歴史 と 趣 と 、 痛 都 と し て の 賑わい の 
内 万 を 件 せ 持 つ 部 で す 。 


記 で た ネ ワ リー ル 玉 人 比 の 芸術 を 

今 も 継承 する 都 で す 。 

~ ヶ ヒマ ラ ヤ の 絶景 を 満 史 ゞ 、 
IE の ちの [ oe 
@ り ます !。 


| フ 日 | 9605g210 | 271。 DO 274.900 | 2H3.B00 2986.900 gg0.9UU | は 95.9DH 296.900 | 299.900 








tp b 球 見 開 録 雄大 な 目 然 の ポカ ラ 2 連 泊 


O 


\ 


ー ル 周遊 ハイ ライ ト 


1 多 
/ 


ニー 拓 」 デー- コ 


9 前 間 槍 認 バク タプ ル 

中 世 の 伯 まい が その まま 残る 
ネパール の 古き 良き 時 代 の 香 
計 和 2 人 
= 美しい ヒマ ラ ヤ の 山々 を 望む : 
ホテ ル に 洛 在 


に ビ 四 べ な ら 、 ヒマ フ ヤ を 補 ハ ALL ナカ ルコ ッ METI 章 ! ( 


= 


気 の ビ ュー ず 





尾上 か ら 東 に エベレスト 、 机 に アッ ナ プル ナ 山 骸 ま まで 


グラブ * ビ マラ ヤッ サガ ル ゴ コッ ト 


邊 hEt ロ rwww.lulhhim| 結 特選 ロ Im 


- 胃 ゴー 上 ドコ ー ス 


ア ャ アダ リラ コー ネ 
ヒマ ラ ギ ヤギ ア ・ プロン ッ コー 


半 


コー 3 の 0 朗 表 6 
開 し い 山 和 を が 見 世 せ ます . 更に 早起き す 
れ ば 、 朝日 に ま る 圭 海 が 楽し め る か る | 


街中 か ら 本 れ た 標 

高 約 2000m の 高 

地 に 填 づつ 山 小屋 

風 リ ゾー ト ホ テ ル 。 

ネパール デザ イ 

ナー が 手掛け た 率 
具 も 素敵 で す . 











ネバ パール ロ らし 人 せ 記 剛 所 に か られ 高 り ゾー トホホ テル 堂宇 デン ナブ ルナ 錠 崎 が ぬ ぬる 新しい ホテ ル 


シャ ング リラ ヴィレッジ 柄 雇 峰 | に マラ ヤン : フ ロン ト ホ テ ル 
http://www.hotelshangrila。Com | シャ ンダ リラ コー ス | 上 http://www.ktmgh.com_ 。 
ボテ ル の 敷地 は と て も [ヒマ 5 ャ ン フ ロン ト ュー ュ | 開 低 鉛 
Be 本 詳 還 に ^ ゆ と り が あり 、 2016 年 . ヒ マラ ヤ の 展望 名 所 サラ ンコ ッ ト の 丘 
手前 に オー プン. 客室 と は 別に 6 階 屋 上 の 展望 
| 男 を 中 心 に それ を 因 難 か ら も 息 色 が 楽し め ま す . 

回 記 ちよ うに し て 宮 室 棟 が 


ii 


- ho 2 部 見 で し いま す . 












_ 計 記 吉 細 
壮 室 パリ レコ ニー 付き . 
策 っ た り けり 広め に 性 れ 
た 客 宣 がら. 壮大 友 
アン ナ プ ブル ナ 山 峰 を 
望む こと が で きき ます. 





客家 の 取 は 全面 ガラ ス 張 り お 郎 屋 に 足 を 踏み い 
EE 還 守 れ た 途 導 、 大 な 山々 が 飛び 込ん で きま す 


ー 能 行 代 多 
レン ダー 番号 


時 画 天 全 " 上 ) 還 題 o_ ac 


302.900 302. 00 | 1309, g00 


347.900 347.900 30 HTZ 
377.900 |384.900 











連用 旅客 保安 サー ビス 料 * 国 際 缶 光 旅 客 税 及 び 現 地 空 港 諸税 は 別人 必 要 で す 。 (P33 参 癌 ) 
現地 


計 計 計 計 < エコ ノミ ーッ ラス > 約 7.940 円 (大人: 子 位 同 額 ) く で ビジ ネス クラ ス > 約 9.570 円 (大 上: 子供 同額) | 
EE 較 プラ ン の 予 符 旋 に つい て は PF34 和 腸 IN〒 





カト マン ズ か ら - 現 地 申 込 & 支 払い の み 
| ぐ ⑩D オプ ショナ ルツ アー 
カト マン ズ 空 稚 か ら の 大 大 な ヒマ ラ ヤ ・ マ ウン テン プラ イト 


ポー- EE 人 本 
ヒマ ラ ヤ 遊覧 飛行 
天候 が 良けれ ば カト マン ス 益 地 、 エ ペレ スト 、 マ カル ー、 
チョ ー・ オ ユー、 ロ ー ツ ェ 、 カ ンチ ェ ン ジュ ン ガ な ど を 
ご 覧 いた だ け ま す 。 


| 重 ご 項 望 中 方 は カト マン 到着 欄 . す ぐ に 現地 係員 に お 申込 みく だ き L*。 
内 人 所 ツア デー の 当 手 配 で き な い 場合 が あり ます 。 ま た 、 上 記 料 査 は 予告 な 
て 変更 に な る 場合 が 事 り 直す 。 取 潮 料 は お 申 央 みみ 時 に ご 確 対 く だ さい しい 。 
| 重 早 朝 出 発 . ホ テル 発 請 で 約 ヨ 時 間 飛 条 時 間 は 約 5 ロー ロロ 全 」 王 約 E ロ 
開 剛 乗り の プロ バラ 麗 発 楓 を 利用 。 得 最 洗 憎 行人 員 は 名 。 毒 日 翌 行 。 
呈 イッ 二 : 柚 ガ イド の 送迎 付き 。 を た だ し 櫻 内 へ の 同乗 は いた し ませ ん 。 玩 天 居 に より 

| 連 閑 中 止 に な る 場合 が あり ます 。 一旦 、 ホ テル か ら 空 港 に 称 動 し な いと 
| 代行 確認 が で き な い 場合 が あり ます 。] 陳 現地 運行 事 華 者 「 プ ブッ な エア ま 
還 | た は イエ ティ エア ) が SC て 実施 し ます の で 、 当 社 中 誠 






F ケ ティ ビ テ ィ の 性 培 上 " 茎 骨 | 遇 | で 局 現地 で 免責 回 意 
填 ハ 本 著者 宮路 想 に な ます SI 


青 港 乗 継ぎ サ ( 約 5 時 間 ) 
Ia1:55-8905| カト マン ズ 芽 着 後 、 与 jjE 半 本章 時 で ホテ ル へ 。 
カト マン ズ 泊 | | すけ 
| 針 前 | パタ ン 観 光 へ 。( ホ テル 発 09:30 頃 ) 1 日 の 歩行 時 間 
〇 クン ベ シ ュ ワー ル 寺院 、 〇 ゴー ルデン ・ テ ンプ ル 、 〇 マハ ブッ ダ 圭 院 、 
〇 ダル バー ル 広 場 へ ご 案内 し ます 。 呈 食 は 、 ネ パー ル 料 理 を どう ぞ 。 
| 午後 | カト マン ズ 発 サ | 午後 | ボカ ラ 芽 ( 約 30 分 ) 着 後 、 ホ テル へ 。 
大 な 山 の 景 色 を 眺め な が ら 、 ゆ っ くり 体 を 休め て くだ さい い 。 
夕食 は ホテ ル で ビュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 ポカ ラ 革 琶 | 避 穫 一 
[早朝 | サラ ンコ ッ ト の 丘 (標高 1.59gm) へ の | 1 日 の 歩行 時 間 


ハイ キン ク を お 楽し みく だ さい 。 
醒 ま で は 車 で 登り 、 PCe- ーー ンジ イ キン グ で ます 


wae テテ サ 


= きき ト す 。 


その 後 、 PT を 。 
[終日 | ボカ ラ 市 内 鶴光 。 避 ペー ワ 潮 、 〇 セテ ィ ー・ コ ゴル ジ 、 ビ ンド ウパ シ 
二 寺 院 、 〇 ディ ヴィ ッ ド ・ フ ォ ー ル (バタ レ チ ャ ンコ )、 ウ ワタ シリ ン ・ 
チベット 村 へ 案内 し ます 
ペー ワ ロ 湖 で は 、 ボ ー ト に 乗っ つて 、 湖 と その 興 に 陣 お む 連 峰 の 景色 を 
お 楽し みく だ さき しぃ 湖上 に 浮か ぶ 〇 パラ ヒビ 寺院 に も ご 案内 し ます 
太 食 は 、 ペ ー ワ 滴 に 面 し た フィ ッシュ テー ル ・ ロ ッ ジ で どう ぞ 。 
(ホテ ル 着 18:00 頃 ) ' 
| 夜 | 夕食 は 、 ホ テル 内 レス トラ ン で どう ぞ 。 ポカ ラ 要 川 一 
午前 | ボカ ラ 発 ナ カト マン ズ 落 ( 約 30 分 ) | 1 日 の 歩行 時 間 思 
漠 後 、 ヒ マラ ヤ 落 放 の 昼食 を どう ぞ 。 
[午後 | カト マン ズ 市 内 失 光 。@ ス ワヤン ブナ ー ト 、 〇 クタ マリ の 館 、 〇 ダル 
パー ル 広 場 、 〇 ハ ヌ マ ン ドド ゥ カ ヘ ご 案内 し ます 
また . ネ バ パール. 人 の 寂 居 を 訪問 し お 茶 を いた だ きま す (ホテ ル 准 18:0OK 肖 
| 夜 | 夕 廊 は 、 ホ テル 内 レス トラ ン で どう ぞ 。 | 方 ト マン ズ 泊 宣 衣 剛 


| 午前 | ホテ ル で ゆっ くり と お 過ごし くだ さい 。 | 1 日 の 歩行 時 間 記 
ご 希望 の 方 は 、 ⑳⑰「 ヒ マラ ヤ 道 覧 飛行] で お 楽し みく だ さい 。( 衣 人 | 上記 
昼食 は 中 乗 料 理 克 どう ぞ 。 

[午後 | 古都 バク タブ ル 観 光 へ 。 〇 旧 王 宮 、 〇 ダル バー ル 広 場 、 〇 ニャ タ 
ポラ 寺院 、 ダ ッ タ トラ ヤ 寺 院 を 訪 和 れれ ます 

| 夕刻 | 伝統 舞踊 の 規 言 と キネ バー ル 料 理 の 廊 を お 楽し みく だ さい 。 

[ 褒 | 計上 敵 で 宇 港 へ 。 

|2305-83:15 | カト マン ズ 発 ナ ( 約 4 時 間 15 分 ) 機 中 泊 陸 和 回 
香港 乗 継ぎ す ( 約 3 時 回 45 人 分) 作 導 8 

1g30-15:10| 関西 空港 落 


]i 詳 六 


は ー ビ デジ 員 填 加 調 揚 忠 屋 衣 糧 


凡 だ マテ ピサ 


時 隊 |」 


共通 の ショ ッ ピ ング に 関す る ご 案内 | 借 ツ アー 中 最大 2 ヶ所 の 土産 物 店 へ ご 案内 させ て いた だ く こ と が 
柴 件 と な っ て いま す 。 箇 士 産物 店 へ の の 案内 に つい て の 詳細 は P34 の [ご 案内 と ご 注意 | を ご 覧 くだ さい い 。 























15 に 690 義人 (94 時 Q) 
「 香港 乗 継ぎ す ( 約 5 時 間 ) 
1.55-8205| カト マン ズ 芽 着 後 、 選 E 敵 廊 用 半 で ホテ ル へ 。 
。 。 。 | カト マン ズ 泊 | | 中 
| 午 前 | 吉 都 パク タブ ル 観 光 へ 。( ホ テル 発 09:30 頃 ) 
〇 旧 王 吉 、 〇 ダル バー ル 広 場 、 〇 ニャ タ ポ ボラ 寺院 、 〇 ダッ タ ト ラ ヤ 
寺 妥 を 訪れ ます 。 
昼食 は 、 ネ パー ル 料 理 を どう ぞ 。 
計 科 」 パ (ウル フル 放 JPG る ロー ( 約 45 分 ) 基 稚 、 お 2 


還 ま る る ヒマ mr 』 平 奉 こ 


ナカ ガル コッ ト 泊 MI 















午前! ナガ ルコ ッ ト 午 | カト マン ズ 届 (4 ( 約 1 時 間 30 分 ) 
_ 着 後 、 中 華 料理 の 昼食 を どう ぞ 。 

午後 | カト マン ズ 発 | 午後 | ボカ ラ 置 ( 約 30 分 ) 

[夕刻 O ノ ー ダ ラ の 丘 へ 。 


(ホテ ル 着 18:30 頃 ) 
| 夜 | 夕 奄 は ホテ ル で ビュ ッ フ ェ を どう ぞ 。 


早朝 | サラ ンコ ッ ト の 丘 (標高 1.592m} へ の | 1 日 の あ 行 時 間 
ハイ キン ダグ を お 和 し みく だ さい 。 
ーー ント トン スー トト キン グ で す , 


プン ナブ ルナ 山 衝 の ' 
その 後 、 ホ テ ーー ィ ン < 

[終日 | が カラ 市 内 観光 。 〇 ペー ワ 濡 、 つ セテ ィ ー・ ゴ ル ジ 、 〇 ビン ドゥ パシ 
ニニ 寺院 、 〇 ディ ヴィ ッ ド ・ フ ォ ー ル (パタ レ チ ャ ン ゴ )、 〇 ロタ シリ ン ・ 
チベット 村 へ ご 案内 し ます 
ペー ワ 湖 で は 、 ボ ー ト に 乗っ て 、 湖 と その 奥 に 臨む 連峰 の 量 負 を 
お 楽し みく だ さい 。 湖 上 に 浮か ぶ 〇 パラ ヒ 寺 院 に も ご 案内 し ます 。 
昼食 は 、 ベ ペー ワ 湖 に 面 し た フィ ッシュ テー ル ・ ロ ッ ジ で どう ぞ 。 
(ホテ ル 着 18:00 頃 ) 

夕食 は 、 ホ テル 内 レス トラ ン で どう ぞ 。 


| 午 前 」 ポ カラ 発 カト マン ズ 着 ( 約 30 分 ) 
芽 後 、 に マラ ヤ 落 守 の 奄 食 を どう ぞ 。 
カト マン ズ 市 内 観光 。 ス ワヤン ブナ ー ト 、 〇 クマ リ の 瞬 、 〇 ダル 
パー ル 広 場 、 〇 ひ ハ ヌ マ ン ドゥ カ ヘ ご 案内 し まれ 
また 、 ネ バー ル 人 の 家 居 を 訪問 し お 菜 を いた だ きま す (ホテ ル 壮 1B:00k 央 
| 夜 | 夕食 は 、 ホ テル 内 レス トラ ン で どう ぞ 。 | カト マン ズ 泊 隊 還 田 


ホテ ル で ゆっ つく り と お 過ごし くだ さい い 。 | 1 日 の 歩行 時 間 過 

ご 希望 の 方 は 、 ⑳⑬「 ヒ マラ ヤ 避 覧 飛行 ] で お 楽し みく だ さい 。 (証人 避 上皮 
_ 明 食 は 中 研 料 理 を どう ぞ 。 

[午後 | パタ ン 観 光 へ 。 〇 クン ベ シ ュ ワー ル 寺 院 、 〇 コー ルデン ・ テ ンプ ブル 、 
〇 マハ ブッ タダ 寺 院 、 〇 ダル パー ル 広 場 へ ご 案内 し ます , 

| タ 刻 | 伝 績 軸 主 の 詩 賞 と ネパール 料理 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 。 

| 夜 | 本 語 E 壮 : 二 玉 許 対 で 空 潜 へ 。 

|2305-2315| カ トマ ンズ 発 サ ( 約 4 時 間 15 分 ) 


理 港 乗 継ぎ きす ( 約 3 時 問 45 人 3) 
関西 空港 意 [ 還 ほ ロ 


2019 年 10 月 1 日 一 2020 年 5 月 31 日 の 6 日 式 ・ 氷 ・ 但 * 土 曜日 出発 . 
7 日 湊 ・ 作 ・ 目 曜 目 出発 


紀 衣 芽 由 名 間 の 半 出 旧 


= 


ーー 
k 


支 叶 一 


| ボカ ラ 世 者 各 和 田 
| 1 上 の 


出発 除 計 目 | 出発 除外 日 は あり ませ ん 。 
利用 航空 会 社 (日本 晃 着 時 ) | キャ セイ パシ フ ンー (香港 一 カト マ ンズ 問 は 、 キャ セイ ドラ ゴン 要 


ヒー. 吉 2k 計 98 洋 ま | な 計 」 


の テル ・ lp 7 お 27 ト ・ パ ー ル お テル ヒマ ラキ 


ー は 各 
利用 ホテ ル 
ケラ ブ ・ ヒ 

宇和 務 0 


P 細 筐 貝 


お テル イル ペリ ー 

ボカ ラ ・ tie 
シャ ング リラ ・ ヴ ィ レッ ジ 
ハイ アッ ト ・ リ ー ジ ェ ン シ ー 


同行 し ませ ん が が. 日 本 語 を 話す 現地 保 員 (1 芝 あ ニブ に 凍 2 ガイド 1 4) が 1 日 目 カ トマ ンズ 
空港 一 帰国 日 カト マン エズ 空 港 ま で お 世 略 し ます . ※ オ プシ ョ ナオ ルツ アー を 障 き ます . 


最少 企 行員 ドド 上 ーー ここ 
=*rmaaw<) | 95 |. md タ 4 | 5 | scg 
パスポート 
1 ーー ssesss 


仙 P38.34 の 「 ご 案内 と ご 注意 | を 必ず お 読み くだ さい 。 代 各地 で の タ 景 、 
焼け な ど は 天 析 に より ご 質 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 環 サラ ンコ ッ ト の 丘 へ の ハイ キン グ は 天 札 
夫 良 場合 、 怪 行 で きま せん が 、 返 全 は あり ませ ん 。 栓 ネパール の 一 部 の ボテ ル で は 、 シャ ロー 中 副 相 
お 部 屋 と な り ま す が 、 お 部 屋 の 割り 当て に よっ て は パス タブ 付き の お 部 屋 に な る 場合 が あり ます 。 
P36 の ホテ ルク ラス 表 を ご 参照 くだ さい 。 倫 香港 で の 乗 絶 ぎ は お 客 様 ご 自身 で 行っ て いた だ きま す 。 
国内 譲 予 約 に 品 乳 な ため お 窒 禁 の バス ポー ト 生 号 ・ 弾 行 日 と 有効 過 軸 を ツア デー ご 予 的 時 に 入力 し て くだ だ さき し 1。 
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本 当 バ ンー フレ ッ ト は E ロ 1 日 年 日 月 1 日 現在 の 運賃 、 料 釜 、 難 種 情報 を 量 準 に 発行 し て お 口 ま す 。 音 種 情報 
に つ し いて は 予 操 な く 要 更 武 丁 場 音 直 町 品 ます 。 


ト : 音 証 ・ 泌 航 手続 き な ど 


一 パス ポー ト 〔 誠 等 ]- 斉 証 (ビザ )- PH 
ご 自身 軸 責 働 で 行っ て し た だ きま す 。 バ スポ ー ト が 有 効 ど き が の 棒 認 も 同様 で 

本 パスポート: 者 国 記 定 た 残存 有効 閉 問 在 通 た す パ スポ ー ト が 避 要 で す 。 お 3 明 間 は 妊 日 欄 表 

率 性 剛 に 明記 し て し 1 ます 。 
紀 航 空 恒 の 垂 座 寺地 に よっ て は 目的 地 で は 開 し \ 地 功 国 中 号 存 有 郊 天 間 が 束 ゆ られ る 場合 が 万 ざし) ま 
本 。 目 的 地 に い て 求 由 戸 れ 如 環 存 有 茹 順 間 は 満た し て いて も も 践 存 有 部 明 間 が BB ヶ月 未満 の パス 
ポート は ほ 更 閑寺 人 る と を お お すす 記し ます 。 

了 一 音 証 難 国 が 机 大 音 証 取 雪 が 品 要 で す 。 音 証 専 舌 は 難 日 栖 表 擬 性 剛 に 明記 し て し 1 ます 。 

還 一 に 語 え パス ポー ト 番 号 、 発 行 年 月 日 は 削 に お 控え くだ さ し い 。 ま た 、 バ スポ ー ト 用 写真 1 柏 胡 携行 寺 
れる こと を お すす 太 し ます 。 

馬 地 境 店 で は . 刀 害 様 が ら 軸 ご 依 輔 に よ 品 お 客 様 の 店 航 手 久 きき 皿 一 部 を 民 行 し て 行い 1 ます 。 こ れれ は 、 衣 
行 提 約 ど は 別に 販売 庫 と お 客 様 と 中 間 で 泌 航 手続 代行 契約 を 科 結 し で し た 記 寺 ます 。 ま た 。 販 売店 所 
定 功 加入 手 続 民 行 料 並 が 品 要 で す 。 

還 パ メ ポ ー ト . 坦 証 系 届 茶 件 は 日 本 国 六 中 記 が 当 / パ フル ッッ ト 指 載 コ ー ス に ご 其 加 直 れ 司 場合 に 適用 され も 
の で す 。 日 吾 国 割 以外 皿 話 は. 自国 四谷 事 本 . 選 航 先 国 中 窒 旦 龍 、 丸 国 覧 理 局 事務 所 に お 問合せ くだ さも 1。 

蘭 洲 行 目的 地 軌 共 映 情報. 術 生 情報 軌 丸 手 亡 活 
四 航 先 ( 国 束 は 地 載 j に よっ コ て は 。「 界 務 省 海外 乱 陸 情報] 等 、 国 . 地 域 吊 渡航 に 関す 全 情 報 が 出 寺 て 
し 名 場合 が 品 り ます 。 如 申 和 み の 隊 に 販売 店 に ご 確認 くだ 寺 い 。 [財務 潮 泊 時 究 入 率 一 ペー ダ 
(httpi//WwWW. コ HzBn.T ロ fa. 下 IP]』、「 外商 省 再 事 サ ービス ゼン ター ご エ 海 中 宴 至 担当 =(TEL: 
ロ 3. ロ 5 日 1 時 付 時 間 : 対 称 首 表 庁 時 除く TB:D ロ 一 17 ロロ ) |、 で も 己 放 語 いた だ け ま すす 。 著 前 玩 の 
何 年 状 訓 に コ L て は . 「 陣 生 診 風 汗 棋 朱 感 梁 症 情報 ホー ムペ ー ダ [htt ロ 7/wum.faTth.g ロ II で ご 確認 だ 
さい 1。 計 親 省 WEB サ イト | 計 ば し | に 登録 す る 旅行 期間 中 , 羅 急 事 月 葬 生 宮 選 安 主 に 関わ る 情報 が メー ル な 
記 中 記法 提 性 され ます 。 評 し ぐ は httpgi//www.Bzairyu.mfa.gn.jp/tBBirgE/ で 人 能 認 で だ さ L 

遼 音 国 中 出入 国 に 開 本 雪 填 は 難 日 杏 表 府 件 玉 は PE 日 イン コ ォ ヌメ ーション ) 在 己 覧 くだ さ し *。 


アー 実務 な ど 


較 当 外 診 行 忠 お 申込 み 、 己 予 航 に は バ ユ ポー トド ト に 記載 寺 れ た 正 敢 ロ ー マ 宇 姓名 、 性 弄 、 生 年 月 日 【 西 
層 ) の 情報 が 必要 で す 。 異 在 コ た 情報 で 予約 され ます 上 、 航 空 芸 社 の 都 音 で 情報 忠 産 更 が で きき なか っ 
だ 品 、 弁 空 坦 軌 悟 墨 埋 提 午 計 れれ た わす 古 こ と びあ ロ ま す 。 ま た だ 、 人 旅程 画 揚 し て 予約 計れ ます と 利用 航 
空 会 社 . デ 比 は その 予約 r 無 凍 在 も の と し て 取扱 うこ と が あり ます の で 注意 くだ さ し *。 

本 回 性 : ヴ ルー で お 忠誠 責 相場 合 は , 凶 功 民 表 者 忘 昌 約 責 任 者 し. 診 行 長 約 に 関す 名 一 織 幼 民 理 権 
在 有 し て いしい! 語 と みな し 、 底 行 業務 に 関す 証取 引 は . 当 庶 梨 約 責 任 者 と 忠則 で 行い! ます 。 

で 実 融 下村 取 提 料 旬 ( 手 配 通 司 器 春草 お が が 必要 で です 。 矢 
し くる は 販売 占 に お お 幸 和 ね 門 記 

較 日 入 表 率 件 頂 記 載 加 昭王 臣 行 人 (エコ メッ ミー カコ エメ 民 、 ビ ザ ネ メタ ラス 調 計 ) に 運 じ な し 場合 は 、 当 読 ツ 
アー を 実 庫 し せい こと が お 品 ます (ツア ー キ ャ ン 肌 )。 選 細 場 冶 、 他 行 開 姫 日 軸 前 日 が 口 起 邊 し て ささ が 四 ぼっ て 
日 目 ( ピ ー タ 時 ほ ヨ 3 日 目 } に 訓 た 語 日 よ ロ 前 に . 龍 行 友 中 止 す 古 旨 在 調 害 欄 に 通知 し ます 。 ま た 、 出 発 日 から 
BU 日 前 一 日前 加 還 点 で お 客 様相 予約 が 生 く な し 1 場合 は 、 ツア ーー 催行 を 中 止 下 せ て し て だ く 坦 征 志 調 口 球 演 。 

還 当 社 が 呈 提 陸 計 れれ 古 情報 万 活用 し し . お 客 様相 権利 義務 、 そ 暫 他 柚 舞 型 企 画 太 行 研 約 員 内 容 に つい て 
理 授 し いた だ く よ コ に お 願い し まま 呈 。 

較 屋 終日 習 表 は ご 出 固 妃 1 ロ 日 前 一 〆 晶 前 に お 選 し すず 合 よ に 共 力 い 左 し 東 王 が 、 年 末年 貼 詩 ゴ ー ル デ 
ン ロ ィ ー ウ 等 中 特定 時 期 出 俳 加 場合 は . 旅行 開始 間 交 に な 友 こ と が が 店 ロ ます 。 

本 お お客 様 が 記 行 開始 後に お いて . 坦 地 で 提 殿 され た 旅行 サー ビス が 、 親 約 書 面 に 記載 寺 れ た 内 容 と 思 
な 命 も の と 度 誠 し た 時 は 。 旅行 地 に 圭 い て 速 共 か に 当社 当社 本 手 配 代行 者 ま 克 は 議 行 サー ビス ネ 提 供 
者 に そ 忠 旨 申出 ぐ 評 寺 も 1。 

村田 地 再 客 様 か の お 申出 に 基づき 、 当 社 が 講じ た 特別 な 洪 置 . 手 本 に 要する る 攻 用 は 調 客 様 中 則 揚 と し ます 。 

柚 消 風 旅 行 中 に 忘れ 物 が 発生 し , 当該 忘れ 物 在 当社 が お 探し す 司 環 苔 は . 発見 で きた が 枯 が に が か わら 
、 所 定 の 手数 料 と 実費 在 申 受 け ま す 。 

用 未成 年 者 が 親権 者 中 同行 な な く 記 琴 吉 中 場合 . 親権 者 の 琴 軸 同音 書記 斉 出 し いた だ 寺 ま す 。 間 国 . 地 二 員 
法 妊 や 直子 ルル 功 営 音 現 則 等 に よ コ て. 未成 重 者 〔 苦 国 朽 波 に より 年 醒 は 異 な 中 ま 理 ] 呈 皿 宿 泊 友 坪 
じ て い る みこ と が あま す 。 ご 好 場 合 、 大 加 同意 書 の 提出 が お っ て も . 申 館 は お 受け で 圭二 せん 。 

遼 凌 未 江 加 方 軸 み で の 大 加 は お 受け で 寺 ま せ 呈 。 

還 同 中 ( 己 吉 未 滴 ) の 方 の 己 倒 加 は 選 協 慮 くだ だ さい 1。 

加 当 ウツ デー で 合用 する 航空機 想 運 暫 規 則 上 . 宇 泊 ポ 肌 在 便 用 本 合 こ と が 擬 件 と な っ て お け ロ , 指定 中 市 
テル に 靖 泊 され 宮 こ と が 参加 資格 と な つて お 品 ま す 。 

革 現 也 に 所 は る る 航空 恒 で の 末 動 に 際 し お 容 様 の 詞 都 苔 に よ 品 駐 部 台 は 一 部 区 間 を 己 閉 乗 され 在 が っ た 
昌 合 は 示 措 本 号 区間 以降 中 予約 志 が 前 空 令 社 に よっ て 取 口 消 埋 抽 司 場 合 が 癌 ロ ま す 。 記 丁 坦 苔 再 巴 約 
が が 中 要 に な り 、 正 規定 買 が 豚 空 枝 社 がら 骨 途 主 求 れ る こと が お あ 品 ます 。 そ の 陣 は , 放 来 軌 運 責 と 正 
規 運 買 と 中 題 谷 旅 行 民生 が 瑠 顎 と 不 計 本 す 。 


(3) 旅 行 民 合 

還 | 宇和 用 の 大 人 お 人 本 の 代 府 で す ( 特 に 記載 し た 電 合 衝 く )。 掲 旅行 人 交 は 当 パ バン フレ ッ ト 
に 掲載 し た 出発 日 (期間 ) に 限り 有効 で す 

本 現地 空港 庄 入 日 本 の 空 洪 施設 隔 用 有 、 旅 客 保安 サー ビス 料 . 国 了 観 光 旅 害 層 は 含み ま せん 。 別 人 お 
支払 い が 下 要 で す 。 ' 

較 大 上 出 外 の 代 谷 設 定 は 子供 代 交 ( ら 歳 以上 1 ら 歳 未満 )、 特 別 子供 代金 控 1( ベ ッ ド を 利用 し な いら 上 
以上 18 歳 未満 )、 幼 児 代 全 ( 歳 . | 歳 ) で す 。 特 に 明記 し た 場合 を 除き 、 往 路 の 国際 線 塔 東 日 の 年 秋 
恋 基 準 に 適用 し ます 。 氷 ] 代金 設定 が な い ツ アー も あり ます 。 旅 行 代金 表 で ご 確 対 く だ さい 、 

本 当 児 代金 は 以下 の 内 容 は 宮 ま れず 、 豚 空 座 障 、 ベ ッ ド 、 地 上 各 サ ービス (食事 、 送 週 及び 観光 の 隠 の 串 
の 座 届 な ど ) は 大 人 一緒 に ご 利用 いた だ きま す 。 

に 吾 旅行 代金 に 対し 適用 され ます 。 ペ ッ 


較 に リブ ルル 天 日 | は べ ッ ド 在 測 用 す 語 大 旧 - 子 工 が 合計 名 加 場 苔 
ド 利用 中 な し り 特別 子 供 や 協 児 代 多 に は 通用 克 れ 寺 世 み 。 

本 早期 店 込 剛 プラ ン は 旅行 代 釜 か ら の 割引 で す 。 (大 市 テル 早 申 込 卓 プラ ン は 割引 で ほお あり ませ 
ps 上 位 ラ ンタ の お 部 屋 や 麗 事 在 どの お も て な し を 用 草 し ます 。) 明 示し た 期 日 まで の ウツ デ ー 予 約 に 
対し 適用 し ます 。 倒 えば 早期 詩 込 赤 H5 の 場合 旅行 開始 日 中 前 日 が ら 起 算 し て さか ① ぼ っ つて ロロ 日 前 
まで に 予約 が 完了 し て も いる こと が 芝 件 で す 。 期 日 を 週 寺 て か ら 予約 の キャ ン セ ル 持 五 状 能 から 巴 
約 売 了 に な っ た 場合 割引 は 週 用 れ ませ ん 。 期 日 を 過 害 て がら 氏名 等 四 予 約 情報 中 変更 世 , 予約 
可 取 直し を され た 場合 も 同様 に 割引 は 適用 去れ ませ 刀 。 

本 当 バ ジフ レッ ト 掲 載 四 ツア デー で 使用 す 高 航空 運 償 は 、 新 空 伝 社 中 運賃 斉 則 上 . 往 補 員 及 空 恒 在 選 利 用 
し いただく こ と が 条 性 と な な コ て し) 人 る た ゆめ 、 上 道 中 み ご 刊 用 され る 場合 は , 航空 会 社 が ら 只 正規 是 賃 の の 請 
求 に 基づき ぎ . 正 規 之 賃 と 四 送 只 当 皿 衣 行 代 多 が 指 融 と な な ます 。 

較 パン ブレット 作成 時 準 日 時 点 笠 収 が お こ な わ れ て し り 宮 宣 泊 税 は 癌 選 で お ロ ます が . それ 回 降 に 宿泊 
税 が 新設 され た 場合 は お 客 様 呈 本 負担 に な ます 。 


宮守 届 〒 E 軍 ・ 





{ 1) バ パス ポー 





( ど ) お 申込 み ・ 音 種 手配 ・ ツ ァ 








(4) 燃 Pa チャ ー ジ 


村 江 泊 価 格 の 異常 な 高騰 、 変 動 に 対し 、 一 中 の ポ 準 、 一 定 の 期間 の 打 件 に お いて . 航 空 名 社 が 国土 交通 
痢 魏 空 局 に 申請 在 行 し 1、 認可 され た 付加 運 交 で す 。 航 空 芸 社 、 路 幅 に よ コ て 眼 は 異 太 り ま す が 、 六 て の 
利用 底 知 に 課 区 れ る も の で す 。 当 バン フレ ッ ト 掲 載 中 能 行 代 釜 に 含ま れ て お 口 ま す 。 新設 、 愛 東 、 廃 
止 さ れる る こと ど ザ あま す が が 。 旅行 失 納 成立 後 で も そ 所 に よる る 太 行 民 普 中 変更 は いた し ませ 上 。 


砲 行 必 華 に 









( ロ ) 空 港 諸税 ・ 空 潜 穫 設 使用 料 ・ 館 害 保 写 サ ービス 料 ・ 国 際 眼 光 旅 寄 税 ( 旅 行人 共に 公 ま す す 入 ) 
議 吾 国 、 地 語 毎 9 法 程 等 に よっ て 空港 税 等 (出入 国民 、 定 湊 能 設 全 用 料 、 Tor 一 me 
対し 埋 務 付け ロ れ て し ます 。 当 ル ンコ L ッ 小 掲載 の 庶 行 代 敬 に 現地 主 半 庄 科 訪 は 国内 空港 褒 設 使用 料 、 三 審 保 安 サ 
ービス 料 、 国 拓 泊 各 科 は 含ま 1 て お けり ませ 由 計 お 拓く だ さ し y 交 語 支 払 し 方 法 は 以下 在 選 四 く だ さ し い 1。 


[現地 空港 諸税 、 国 内 衣 設 使用 料 、 旅 客 保安 サー ビ ユ 料 、 国 際 観 光 許 客 税 ] 
IE ご ョ 日 現在 ( 換算 レー ト : 本 ほ 井 行 TT 唱 計 国 旋 殖 僧 示 相場 訪日 本 関 箱 内 芸 億 表 本 周 
1LU 提 ドル = 約 110.7 モ 円 1 シンガ ポー」J リ ルド ルー 的 BB 当 ロ 円 、 1 番 河 ド 由 = 約 1 吐 中 1 円 、 1 ネバ 一 比 小 ビー デ 
約 ロ . ヨ 日 円 1 パー リー 約 3.5 ヨ 円 1 イン ドル ピー ニー 約 1. 昌 5 円 

電 ニ ャ ヤンマー チャット は 実 替 と 谷 未 レー ト に 大 寺下 陽 た D が ある る た め 、 1HD ロ チャ ッ ト ニ 1.BHB ド ル で 
主 算 | て し 1 ます 。 
簡 に 記載 呈し も 四 は 友子 出 同 品 , 練 上 朋 料 。 空 入 請 税 " 空 港 診 設 覗 用 料 百 は 予告 在京 、 増 語 、 新 設 。 麻 目 
走れ る こと が あわ ます 。 現 地 空 港 衝 は ご 判 用 便 中 目的 地 ま で 皿 乗 妃 ぎ 直 一 上 に よ 中 層 在 意 場 合 が あり ます 。 


加 日 本 で お 支払 いい た だ だ くも の 【 新 補 因 に 芝 研 日 和 革 姜 時 に 撤 四 され 語 も の 記 、 当 社 が 一 日 王 て 青 
え 存 し て し 1 ます 。) お 申込 み 功 販売 寺 に お 支払 いし ! た 直喜 ます 。 







1 円 1 ロ 円 ) 
gi ロ aQF(T. ロ 5 円 


所 ら ロ 円 ( 后 G ロ 円 ) 
中 ロロ 円 (円 ) 


国際 株 出 発 
上 
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| 村 名 | | 半音 | 下村 旧 
譜 客 サー ビス 特 | 国際線 財 (デリ ー が 650 な 80 


1. ロ CO 内 (1. ロ GR 円 ) 
ご B ロ 円 (1 ヨロ 円 】 


ご ロロ 円 1 引 ロ 円 ) 


pH コク | 35 に 2 | 
I30(5130 刀 
80 由 (50 朋 
WESBWEO 
5 

和 洪 乗 継 に 約 BBO 円 約 65 ロ 由 


選 |- esa EPS 


の 4 
ニキ ーー 357(ー り (和央 に っ 8) 1SOR(130 
1 ーー IItー 副 半 出 作 1 還 に つづき) 


下 港 華人 玩 税 | シンガポ ー 出 発 短 | コシ ン ガ ポー ルド 過 50 同和 85G 隔 


之 ロ 1 昌 年 1 月 7 日 以降 に 出国 する 旗 行 者 へ 新設 半 れ た 国際 観光 旅 宮 税 は 旅行 代 菅 に 苗 ま れ て お おり ま 
せみ 。 別 達 お 宜 払 い が 収 要 で す 。 

※ 日 本 円 で の お 支払 し い 呈 は ご 出発 の の 1 日 前 を 目安 に 〔 飛 く と も 1 日 前 まで に 』 壇 定 し ます 。 日 李 円 操 算 
レー ト は 水曜 日 か ら 災 曜日 まで を 1 週間 こし, ご 出発 功 ロ 週 出 醍 配水 曜日 9 航空 券 発 胡 損 斉 ッ ー ト 在 周 
用 し まず (1 円 素 満 は 切 ロ 上 げ )。 志 定 竹 四海 夫 要 動 に よ 意 所 好 午 収 、 退 区 は いた し ませ 刀 。 確 定 科 で 
あお コ て も 空港 諸税 ・ 空 進 地 設 覗 用 笠 等 が 増 隔 . 新 設 . 許 止 ざさ れ た 場合 お客 様 画 己 都 合 に よ 品 更 で 税 
本 が 要 本 古 場合 は それ ら の 敵 用 雪 件 に 泊っ て 改訂 、 ビ 案内 し 、 そ の 額 を お 支払 し いい いた だ 寺 ま す 。 


(5) 移動 時 (航空 機 区 


田 前 字 ス ケ ジ ュ ー ル は に ブレ ッ ト 必 成 時 高 想 間 且 空 会 社 の 予定 で す 。 魏 空 会 社 四 都合 に より . 昼 相 出 発 到 昔 時 
剤 、 恒 名 経由 垂 継ぎ 地 等 に 変更 が ある る 場合 が こざ し 寺本 。 直 行 陳 が 乗 護 守 恒 に 変更 され る こと も 吉 け ます 。 臣 
時 便 チ ャ ー タ ー 恒 が 通 前 され 場合 . 当 誠 忠 時 便 チ ャ ー タ ダー 便 を ご 刊 用 し いた だ く こ と が 語り ます 。 PT 0 
ター 恒 は 航空 会 社 に よる 同 飼 国 起 府 の 許認可 中 取得 等 在 入 件 と し ます 。 連 日 程 寄 で 再 慎 ご 直 認 くだ さ し 

証 日 特 雪 条 昨 得 7 の 利用 前 空 全社 日 本 発音 拉 ) は 、 村上 地 の 廊 和 の 外泊 の 区 の 
利用 請 空 芸 社 で す 。 便 名 を 記載 | た 坦 合 も 同様 で す 。 他 加 区 間 の 刊 用 航空 芸 社 、 利 用 恒 は 最 日 程 表 で ご 補 円 し ます 。 

一 航空 便 皿 利用 空港 ( 机 集 型 企 画 旅行 の 出発 . 帰 六 宣 洪 在 除く ) 経由. 算 暴 寺 地 . 来 皿 寺 の 回 数 は 要 更 
に 志 る こと ザ あ 日 ます 。 

呈 ツ デー スケ ジュ ー ル に 最適 便 を ご 利用 いた 症 け 太い い こと が 市 D ま す 。 こ の 場合 。 昔 地 軌 出発 . 到 半 
誠 が 変更 と 直る こと が ありま 本 。 

画 杭 材 毎 に 異 邊 包 麻 話 配 列 、 搭 乗 手 き の 帳 化 等 の た 大 、 カ リッ プル LO の 万 で 吉 コ て も 隊 司 に な 己 な いこ 
と が 親 品 ます 。【 席 が 也 れ 高配 通路 在 挟 で 軌 席 、 前 邊 、 斑 く 離 れ た 座席 ) 際 遍 四 希望 は 搭乗 チエ ッ ツ 
イン 時 に 航空 会 革 に お 客 様 自 身 ど お お 申し 出 じ いい た 証 寺 ます 。 座 二 中 の 己 希 望 に 対す 謝 可 牌 は 当 放 覗 相 泥 
維 状 況 等 に より ます 。 (本 性 ツウ デー に 「 記 : 作 良し シー ト 」 が 組み 込ま れ た コー ス は 除く ) 

一 衣 空 座席 ダラ ス 中 呼 生 は 航空 会 社 に よ 中 異な ます 。 一 般 的 に 斉 航空 会 社 四 相 準 サー ビ メ が 提 似 寺 
相 名 座席 が エコ ノッ ミー タラ ズ 、 で ロロ に サー ビス が 付加 され る る 座席 が ビジ ネス アッ ゴス で す 。 当 パン フレ ッ 
ト で は 前 者 を 益 航 空 会 社 の 呼称 に か か わら ず エ コッ ミー ラス と 表示 し ます 。 

画 エ コン ニー ツラ 市 在 ご 利用 中 場 合 . ツ アー 予 約 時 に 窯 出 - 運 路側 、 上 番 等 中 指定 は で 二 ま せれ 。 

園 ビ ジネス プレ ミア デム エコ ッ メ ミ ー タ ラス 席 を ご 利用 の 場合 、 ツ アー 予約 時 に 露 瑞 : 通 牙 由 の 希望 春 お 申 
し 付け くだ さ し !。 介し. 巴 約 状 混 に よっ て 者 時に 洋 え な し 1 と が 日 ます 。 

加 ビ ジネス プレ 三 アム エコ ミー ウラ ス 誠 の 刊 用 区 間 は 明記 し た 場合 を 際 吉 日 率 発 一 現地 只 最 初 の 到 
蒼 地 、 現 地 の 野 出 固 地 一 日 本 薦 の 区 間 で す 。 他 の 区 間 は エコ ニー クタ ラス 古 を ご 利用 じい い た 六 き ます 。 

較 ビジ ネス ーー ブレ ミニ アム エ コッ ミー ウラ スズ 大 を ご 利用 の 場合 で 吉 コ て も . 宿泊 . 食 吾 、 観 光 等 下地 上 サー 
ビス の 内 容 ほ エコ ッ ミ ニー タラ ス 席 を 利用 され 合間 苔 と 同 は は 表 

一 摘 並び の 隣 庫 (通路 は 挟ま せん) を 己 用 意 す る ペア デア シー ト 」 上 中 サー ビス を 含む ツア ー( ブ ラン ) は 、 
日 本 例 着 の 便 が 対象 で す 。 伸 良 じ シー ト ( コ 名 様 以 上 の 隣 二 ) 加 場合 は 、 通 略 在 挟 上 だ 席 や 前 筐 加 席 も 
音 め て の 階 褒 に 中 ます 。 し ずれ も 日 本 著 瘍 以 対 可 覗 は 障 謀 相対 策 で は 市 D ま せみ 。 

較 マ イレ ー ジ サー ビス の 会 、 登 録 . 申 請 手続 き 役 は. お お 容 様 自身 で で 前 空 会 社 へ お 問い い 合わ せく だ きい 。【W 
アー 其 加 四 場合 に 適用 が 制 了 吉 れ て い 友 特典 が あま す 」 直 テル 等 内 マイ レー ジゴロ ダム も 同 で す 。 
古 控 数 航空 会 社 が 共同 で 運 術 す る 「 コ ー ド ジ エ デ 便 ] 存 利用 す 大 こと が お おけ ます 。 材 乗務 員 中 の 件 は 
音 コ ー ス を 選 覧 くだ ささい 。 予約 は 剖 社 中 いずれ が で 行い ます 。 て 刊 用 航空 会 社 電 1 社 で 記載 し た 場 人 

は 除く ) マ イレ ー ジ サー ビス は 。, 予 約 先 航 空 芸 社 9 の み 有 光 で す 。 

一 航空 会社 中 [預け 庁 競 が , 出 発 空間 や 束 縺 寺 空 洪 で の 本 残し や 笛 廿 隊 違 し 1 等 で 目的 地主 半 に 属 が な じい に と 
が あり ます 。 そ の よう な 増 合 に 劇 え て ロー 日 婦 7 日 用 品 ( 准 替え を 吉 お ) 等 の 帆 内 へ の 持 込 を お 柱 負 し ます 。 

還 バ メス ポート. 現 釜 等 四半 画 員 は 常に お 手元 に お 持 互い い に だき ぎ 、 鹿 に 「 務 け 替 物 」 中 中 に れれ 豆 し いで くだ さじ 

一 新 補 伝 社 へ 品 [ 班 は 診 物 ] は 難 社 が 定 乱闘 宣 星 等 を 超え た 場 苔 、 契 週 料 欠 由 支払 し (が 員 要 で す 。 エ コ / 三 一 

ウラ ス 席 で お 1 人 標 ロ OKg が 一 般 的 な 上 限 で す が 、 過 空 会 社 、 新 線 、 旧 記 タラス | に より 異な り ま す 。 超 週 し た 

重量 等 に より 料金 は 異な り ます 。「 預 け 芝 物 」 相 手続 き 時 に 航空 芸 社 に お 支払 し K だ さい 。 = コー ドジ エア 恒 の 
手 訂 時 吉 定 ( 二 人 等 は 一 般 的 に 主 た 会社 ( 購 材 乗務員 が 所 層 す 古 会 社 ) の 下 定 に 拭 昌 ます 。 航 空 会 

社 指定 な し の 朱 件 の ツア ー の 場合 、 い ずれ の 規定 が 店 用 され る か は 最終 日 程 表 で ご 案内 し ます 。 

一 通 帝 弱 関 の 遅延 . 不通. スケ ジュール 族 更 、 経 路 変 更 等 に より 旅行 日 程 中 変更 . 目的 地 語 在 時 意 短 

細 及 び 畠 光 科 所 の 変更 、 朋 隙 等 が 生じ る る 堀 合 が お り ま すす 。 こ の よう 堀 合 只 責任 は 仙 い が ね ます が 、 

当初 中 日 程 に 従っ た 旅行 サー ビス な 手配 す 品 よう 到 力 し いた し ます 。 

田 空 港 一 渦 テ ルル 問 の 送迎 太 ぜ 組 光 時 は 、 他 の ツメ デー の の お客様 と ご 一 緒 に 半 る る こと が お あり ます 。 ぞ の 場 

苫 、 空 湊 到 着 時 ホテ ル 記 迎 出 発 時 に 他 功 理知 欄 記 お 待ち じい た だ く 場 合 が あおり ます 〔 専 用 申 利 用 な な ど ど 

特に 明記 し た ツア デー は 除く )。 車種 は セダン ワゴン 、 ミ ニ バ スバ を 使用 し 、 ウ デー の 其 加 数 に よっ 

て 異な わり ます 。 て ス 以外 功 鹿 合 。. ガ イド が ド ゴ イ バ 一 在 芋 任 す 人 る こと が あけ ます ) 

田 空 港 ,. ホ テル の ポー ター は 場所 や 時間 帯 に より 直 在 の 場合 が お あり ます 。 そ の 隙 は お 客 様 ご 自身 で お 荷 
物 を お 層 げ いた だ きま す 。 

騰 講 両 に よ 全 地上 移動 Re 両 を ご 用 意 し ます が 、 法 禅 現 制 の な い 国 に お い 
て は シー トバ ルト き で な いい 場合 が 市 り ま 

外人 抽 は 抽 補 使 の 手 続 さ を お 手伝い し ます が 現地 空 潜 の 保 実 貞一 此 に ホコ っ て, チェ ッ タ イン カウ ン 

ター 区 域 に 立 お 入口 が で き な し に と が あま す 。 そ の 妥 は 措 矯 手 細 二 を お 客 様 ご 自身 で 行 コ と い に だ きま す 。 
























画 地 記 情 に より . 情 拍 内 席 弄 入 れ 替え て ツア ー 寿 実 縺 す 苔 こ と 直 病 中 ます (本 革 補 民 査 中 対 束 軟 で す )。 

較 ロ 名 ] 宝 刊 用 上 の 部 屋 イ ゴ よ ペッ ドロ 台 の [ウイン ペッ リド ルー トム |] また は 大 型 て ッ ド 1 吾 還 「 き ゴ ル べ ベッ ドルー ム で 
す 。 部 了 タ イブ を 明記 した 堀 合 を 除き 、[「 ツ イン バッ ドル ー ム を 詞 用 意 L ま す が 、 ダ ブル ベッ ドル ー ム に ら 苔 目 の 9 ベッ 
ド と し て 剛 易 ペッ ド を 入れ て 利用 し いた だ く こ と が あり ます 。! し ネム ー ナ オー. 選 夫 虹 、 1 ど 歳 示 滋 7 お 子 書 等 が 一 紀 
抽 楊 合 は テル 利 記 現下 机 再 屋 に よ D. ダ ゴル ベッ ドル ー ュ (天天 Cp ド ] 台 の の か) 大 用 茜 す 和 あ と 者 上 あ 中 ます 。 

較 リ イン ペド ルーム に は 次 の po ド タイ ゴブ を 難 み ます 。 ベッド 間 に 隊 間 が な くら コ 並 べ て で あお る ダイ ゴ ( ロ つの 
ベッ ド を 構造 上 離す こと が で ぎ き ない タイ プ も 訪 お )、 ら つべ ッ ド 種類 や 大 ぎ 直 が 界 な る タイ プ な ど で す 。 

較 寺 地域 ホ テル ル に より (スター お 舞 く シャ リー0) み お 外 屋 と な 人 る 場合 が あり ます 。 そ の 場 台 は . 各 則 要 条 尾 揚 に 明記 し ます 。 

一 お お 1 また は 奇数 人 致 ) で ご 整 加 上 の 場合 、 他 中 方 と 上 の 相 部 屋 は お 受け で 寺 ま せ 所 。 

置 部屋 を | 4 で 利用 され 合志 は 1 人 部 屋 追 吉 代 金 が 一 衝 届 要 で す 。 同 行者 中 取消 し に よ 品 1 利用 と 
コ た だ 場合 で お っ て も 同様 で す 。 1 名 室 利用 は 特に 記載 し た 場 介在 除き ベッド 1 吾 の シン ダヴ ルル 一 
占 在 忌 利 用 し いた 太 き ます の で 手狭 に な ます 。 

還 名 | 室 ( 汗 ゴル] 利用 は 人 部 屋 に 直 ロ に 簡易 ペッ ド 1 苔 写 入れ る た 生 非 常に 手 邊 で す (特に 明記 し た ト 
69 上 は 除く]。 一 般 的 に 剛 抑 べ ペッ だ は 徐 恨 くに 携 入 れ まま 呈 。 ト リロ ゴ 比 利 用 直 宮 寺 い ツ 

アー. 市 字 由 、 部 屋 タ イ ゴ も 生ま す 。 匠 日 程 表 難 件 欄 、 市 デル ウゴ ユ 表 で 明記 ます 。 トリ ゴル 利用 が 
を ない い リ アーP21I に も 簡易 ベッ ド の 利用 捧 に よっ て トリ プリ 利用 を お 受け で き な し ご と が あり ます 。 

較 | プ 由利 用 が 可能 在 ツ アー の コ 五 、 周 型 で 初 製 想 市 子 引 に 北 泊 す 惨 編 音 、 日 程 中 西 一 部 で 上 ロゴ 小判 用 
が で 寺 な いい 店 テル に ご 居 泊 し た だ く で こと が あり ます トリ ゴル 剤 用 記 お お 申し 誠 み 四 お 客 様 は そ 四 市 テル … 相 
恒 折 時 に 陣 DPE 部 屋 ( 己 名 1 室 、 1 名 1 室 ) で 宿泊 し! た だ きま す 。 そ 中 隊 の 1 ル 部 屋 追加 民 倫 は 別 違 記 要 で す 。 

園生 て 中 お 客 欄 に 同じ ダイ ゴ 還 名 屋 を 提供 で きき な し いい に と が が 庫 品 ます 。 

加 ーー ブー 人 上 T7 半 ポー ルー 本 で ルー ーー も 病人 計 すき 

還 部 屋 呈 真 . 見 取 図 忌 げ 部 屋 が か ら の の 本望 は 一 峡 、 実 際 と 異 在 右 ご と が 市 中 ます 。 

革 語 内 部 中 員 可 必 工 吾 は 予告 な く 行 われ 大 こと が ロロ . 工 事由 た に 見 栄 逐 が 亜 が っ た D. 台 音 が し た けけ. 他 設 7 利用 が 
で きき 呈し に と あま す 。 詞 出 医 前 に 放置 衣 設 が 刊 用 で 寺 き し に と か が 拍 明 し たと き は 者 寺 市 を 通じ て とお 知 ロ せま す 。 
画 時 間 和 帯 工 天 吉政 に よ ロ チェ ッ ツ イン に 正す 名 時 間 ほ 異な 口 ま す 。 フ コロ ント で 内 泊 カー ド 【( 重 圭 可 個 
人 圭 中 記入 、 寄 室 の 電話 (国際 通話 ) ミ ニ バ ーー 利 用 中 た め の タ レジ ッ ト カ ー ド 中 登録 (利用 坪 電 登録 

カー ド で 引落 と し ) 双 は 介 証 定 【 現 釜 ) 在 束 三 れる こ と が 市 品 ま す 。 

較 密 室 中 式 宮 . 弄 煙 思 凍 は お 形 け し いた し か 補 ま 本 。 寄 室 下 ほど と 所 だ が 禁煙 ルー に 在 コ で し ! 打 地 坪 
お あ ロ ます 。 市 字 貞 に よ コ て も 杏 煙 ル 一 器 の 割合 請 措 幸 呈 球 理 。 

較 日 本 と 虹 な ロ 、 歯 ゴ ニ コシ スト y【 宰 人 きき は 析 ロ 貞 1 て し 宙 L 札 品 一 遇 的 に は 員 え ロ れ て し ませ の で 記 持 朝 く だ さ し い 

田部 屋 が 戸 の 星 望 を 選択 で きる る ツア ーー を 談 き 、 見 思 の ご 希望 は お お 室 けい た し が 遷 ま す 。 

吾 直 テ 由 情報 欄 忠 市 ル 施設. 客室 設備 、 し スト ラン 舌 は ホ テル 剛 本 都合 に よ 秋 更 と な る 場合 が あま す 。 客 室 想 
店 二 看 表示 し て し 場合 は ベラ ンダ 寿 含 お も の で です 。 無 線 LANIOD 情 壌 を 記載 し て し いる る 場合 は イン ター ネッ 小 回 旨 
便 用 に 関す も 四 で す 。 ス マー ドコ フォ アン 中 利用 等 回 線 接 半 方 法 に よっ て は お客様 中 下 約 され て し * 失 帯 募 社 【 了 
ロロ T ダ 一 ) と 本 間 に J【7 貴 判 交 や 国際 ロー ミン ヴ 料 章 等 下界 生 す る ごと が あま す 。 ま た だ, 悪 笠 サイ ト 問 覧 等 四 
料 外 は 別 込 必 本 で す 。 バリ コン セス マー トコ ォ ン 衝 加 機器 の 民意 、 指 続 は お 宮 栖 己 自 身 で 行 コ て し いた だ きま すす 。 

委 | ホ テル か の お も て 芝 」 は 現地 潮 在 中 に 市 テル か らら 埋 伯 計れ る サー ビス で す 。 市 字 ル 四部 含 で 予告 
な くく 変更 、 中 下 計 れ 偶 場 合 が ます 。 揚 供 が な いい 坦 合 詩 、 現 地 、 現 地 係員 まま た は ホテ ルル フロ ンド に 

震 味 L 出 く だ さも *。 導 国 箇 の 提 仁 返 傘 は で 寺 が か ね ます 。 利 用 在 項 望 さ されない! 場合 の 返 倫 も 全土 が かね 
ます 。 特 に 明記 の な し 下り 、 ペッ ド 利 用 の 大 人 - 子 供 民 釜 契 の ご 琴 胃 四方 が サー ビス 対 名 に な ます 。 

吾 赴 テル の 早期 申込 距 プ ラン で 用 意 す 友部 屋 タ イ ゴ は ダブ Jr や y ド の 部 屋 が 芝 く 。、 ツリ イ ンー ベッ ド ぜ は 
な し に 上 と が DD ます 。 部 屋 タ イプ の 指定 は お 展 け 寺 ませ 上ル 。 

較 日 本 語 対 応 可能 な ホテ 上 ルス タッ コ 四 記載 は 、 常 駐 や 時 間 対 応 在 意 味 す 名 も の で は 下 ロ ませ 上 。 特 
定時 間 に 限 コ て の 対応 や 不在 で 対応 で きき 評 し いこ と が お ロ ま す 。 

婦 朋 空 便 忠 遅延 や 現地 通 事情 に よっ て ホホ テル 到着 が 遅く な 必 こ ご と が 市 口 、 記載 の チェ ウッ ウイ ー 晴 至 が 
局部 屋 大 利用 で 寺 る と は 限 ロ ませ 上 ん 。 チ チェッ クタ ア ウト 西 二 合 も も 同 欄 の 理由 在 市 子 比 出発 が 早まる と 
が 口 、 記 載 四 チエ ッ タ アウ ト 時 天 ま で 判 用 で 吉 る 選 は 限 ロ ませ ん 。 

吾 直 宙 省 務 に 装 記 し た タコ ゴス ユ 莉 笑 ほ は LUX、EX、 避 上 日 、 じ で LUX が が 虹 上 后 で 上 が EX コー ラー あー…D じ の ウス 所 串 下 
きす 。 当 六 は 音 国 が 狩 生 すす ホテ 」 ル 商 料 、 お 宮 標 往 げ 添 王 員 の アン ケー トト を 琵 考 に 首 ホ テル 在 負 弟 し 、 凶 自 の ラメ 
に 詳 作 し て し ます 。 ウ ラス 評 は 生 世 罪 に お け 癌 所 対 評 人 で は 市 口 ま せ 所 。 難 部 市 【 地 区) に お け 飼 相対 評 画 で す 。 


ロ 有 粒 に つい て は ほ 日 程 吉 攻 件 剛直 選 覧 


本 天 日 短 表 栄 件 憶 宮 全 馬 回 算 に 机 内 食 は 吉 み ませ 品 。 フ ライ ト 性 航 事 情 に よ ロ 記載 ど お に 提供 計 れ 尋 し い 場 音 
や 軽食 で 中 提 代 と 在 る こと が 生ま す が , 代替 の 食 憲 は ご 用 意 い た し ませ 上 &。 人 行 民 並 中 変更 は 遍 呈 ませ 占 。 
国 記 載 メ ニュ ー 由 変更 は で きま せん 。 記者,。 デ レル ギー 在 ど の 事情 の 含 お 客 欄 が 選 の メニ ュー 変更 の 
己 希 曰 は お 有 層 けし! た だ し ます が 、 提 定本 手配 手下 料 友 申 し 受け ます 。 ツ アー 予約 時 に お 中 付け くだ 寺 
し 1 変更 で 生 ず ず 名実 費 も お 客 様 の 員 担 に 在 品 ます 。 

硬 引 科 を 原因 と する 司 染 症 等 中 村 紋 で 、 記 因 メニ ュー が ら 他 中 メニ ュー に 和 変更 させ て L た だ く こ と が 語 品 ま す 。 

田 反 由 和 や 笠 節 に よ 訓 食材 中 仕 私 れつ 中 影 旨 や ルス トラ ン の 事情 で 記載 メニ ュー 変更 下 、 提 供 日 が 変 
本 高 こ と が あま す 。 太 廊 中 メニ ュー 二 ダ 食 提 任 す 大 こと が 吉 和 ます (その 由 所 六 お )。 

圏 レ メト ラン は 、 仁 業 天 7 の 現地 事情 で 、 同 衝 ア ラス の 他 の レ メト ラン に 変 要する こと や や 、 提 人 肝 曲 が 生む わる こと が 症 中 す 。 

画 [ 計 テル 内 し スト ラー と 記載 し た 依 事 は 、 記 情 折 ホテ 山 の し レストラン を 己 利 用 し 1 た だ 寺 きま す が 、 性 業 等 
で 、 同 侍 ア タラ ス の レス トラ シン に 在 友 に 亡 が あお 志す 。 

竜 中 草 叶 理 は テー ゴル 后 に 上 人 屯 芋 四 肌 理 直 一 皿 に 世 ロ コ け 閣 た 同じ テー ゴル ロッ アー 本 吉 秋 と 料理 下取り 
分 け て お 白 し 上 が ロ し た だ きま す 。 人 王 に よっ て は 講 理 の 見 栄 宛 や 沙 リ ユート ( 避 雪 ) が 異な 再 場 合 が 二 口 東 本 。 

田 お 子 様 と ご 其 吉 加 お 客 様 に は . お 子 挿 李 入場 制限 が お る し ユ ト ラ ン 、 ディナー ジ ョ ー を ご 利用 中 場合 、 
代替 スト ラン に 記 案 内 直せ て いい た だ 走 く と が 吉 寺 す す 。 

寺 店 テ ロメ イン ザイ ニン ヴ や 邊 式 相 高 スト ラン は . 軽 甘 [[ ャ ヤッ ジーン テ ユ ニー カー な など) で は 選 判 用 し 慰 対 志 
し に と が あり ます 。 に れ ら が りら デー の 食事 内 宮 に 難 ま れ て し いる ゅ 場合 は 吾 日 程 表 ( 駿 は 震 コ ー ス の に 家内 」 に 記載 し ます 。 


( ヨ ) 市 内 観光 


且 現 地 事情 に よ 継 均 度 が 変更 に 芝 促 こと が が 后 口 ます ( 亡 更 捕 貸 低 の 対象 針 で 本 】。 

較 上 肌 西河 千 天候 . 現 地 事 情 . 交 通 機 半 呈 一 情 等 に よ 口 、 槍 此 障 所 や 実施 日 が 変 軍 に 音 名 こ と が 市 昌 寺 
すず 。 才 四 記 生 に フリ ロー タイ 上 功 時 間 が 短く 在 古 ごと が 親 中 寺本 。 

画 開 穫 品 、 歴 史 的 建造 物 加 科 資 は 修復 や 、 伯 出 じ 等 の た 庫 、 選 覧 いた だ け 宮 いい に と 示 お ます 。 

還 寺 院 . 宮 肛 等 功 入 井本 光 は . 宗 行 事 、 国 束 行 事 等 で 設 へ 炎 場 が で きき な し 場合 が あ 口 ま 村 。 そ 名 場 
告 は 下 串 観光 に 変更 し 実 朋 し ます 。 ダ ルー ププ 入場 が 測 限 され て し いる 等 の 理由 で 、 席 設 内 万 ガ イド 単 屯 
が で 寺 な い 場 冶 は 、 若 自 で 失 光 在 し て し いた だ 電 ま すす 。 

還 甘 消 通 、 博 物 古 で は 和志 時 に 叶 上 ん で お 待 台 いた だ く こ と が 生ま す 。 持 右 時 間 が 長 時 間 に 琶 京 ど 予測 
され 名 場合 は . 人 下 美術 通 . 随 物 館 に 塵 更 す る こと が 直 口 和 ます 。 

一 所 要 晴 間 ( 語 光 芋 間 ) は ほ . 通 常 晴 机 時 間 ( 下 甲 : 場 主 光 . 義 縛 . 観 光 画 所 の 移動 を 冶 わ ロ せ た も の で 目安 で す 。 
還 許 光生 所 に よっ て は 、 変 過 赴 制 D た 店 離れ た 場所 で 下 量 し て し ! た 正 寺 ます 。 そ 上 た 店 に 昌 天 画 所 まで の 年 
寺下 離 が 長く な る こと や 人 共 の 区 造 相 半 (ダウ シー、 地下 中 路線) 古 己 利用 し た だ くく ビ と が あま す 。 
較 操 ページ で 握 載 し て いる 写 雇 は 零 光 で 選 案 内 する アン ダル と 異 王 各所 の も 音 ま れ ま ます 。 計 た 、 天 要 在 

どの 自 箕 台 件 に よ け 、 同 財前 在 選 覧 に な れ な じい いて と も 口 ます 。 


(1 ロロ ) ジ ョ ッ ピ ング 

お 客 様 の 豆 任 に お じい て 十 七 注音 し, ご 購 く だ ささ しい 商品 中 肉 問 、 ビ セー ト 中 受け取 口 相 お 語れ な なく 。 
当社 ほ 商 品 稔 携 、 返 司 等 の お 手伝い は じい いた し が ね ます 。 

較 ロ シー トン 康 約 又は 国内 諸 法 に よ コ て 、 日 本 へ 持 五 基 み が 禁 止 れ て いじ * 人 る 品物 が 己 ぎ いい ます 。 

較 お 客 様 の 陣 家 吾 園 合 寺 め 、 観 光 居 迎 中 に 土 寿 店 に ご 案内 す 合 こと が 市 呈 ま す 。 そ の 場合 は 、 昔 コー ヌ 可 
選 朗 内 土産物 店 の 立 右 困 中 回 調 表 未 し ます 。( 休 題 場所 . レッ メト ラン . 観光 衣 設 に 併設 され た も の は 
隆 く 」 な お 、 こ れ は 上 入 店 や 勝 入 を 通 制 する も の で は 市 ませ 上 ん 。 土 産物 店 に 三 率 内 で できない 場合 は 旅 宮 
保証 細 変 更 柚 翌 配 四 支 抽 し 1 対語 と な な ませ ル ん (特定 功 土 刻 物 店 へ の 店 を 目的 と し た デー を 除く 」。 

議 況 梓 払い 戻し は 、 お 客 様 ご 自身 の 再任 で 行なっ て いた だ きま す 。 方 法 は 土産 店 空港 で ご 確認 くだ さい 。 購 入居 は 
届き 手 凍 物 で お 持ち くだ さ し !。 空 港 混雑 . 乗 続 ぎ ぎ 時 間 ど に よっ て 払い 1 民 し 手続 ぎ が で き 母 し ! 更 合 が 古 わ ます 。 


11) 追加 プラ シ 


画 本 体 ゆ デー に 追加 で お 申 乏 みい た だ ける 吉 種 サー ビス ゆう ち 「 ゴラン | と 表 志 し た も の は 、 当 社 が 下 画 実施 す 
富 募 集 型 企 画 旋 行 中 一 部 と な ます 。 政 発 益 ゴラン 在 陣 きき 、 ゴ ラン 単 拍 忠 お お 申 乏 下 は 持 受 けい いた し が ね ま 
ま 。 取 消 の 本 は 本 体 ツ アー 中 出発 日 を 時 準 と し た 当社 昔 型 征 画 旅行 相反 件 置 に 定 記 古 取消 料 が 遍 要 で す 。 

遼 | 延 泊 ( 演 泊 ) ゴ ラン | [市 チル アレ ンジ ゴラン ルー アレ ンジ ゴラン 」「 帰国 日 生長 プラ シン | 「 パ ア シー トド 
(人 良し シート) ゴラン | [航空 座席 タラ ス ア レン ジブ ラン (ビジ ネス ウッ ラス な など) | 航空 信 社 (フラ イト ) 選 東 
ゴゴ ラン 」 [現地 発着 プラ ェ / | を 変更 や 取 半 計れ 古 場 冶 , 本 本 アー 参 行 民 切 と 音 ゴ ラ ェ 追加 民 番 友 音 わせ 
た 総 醒 に 計 て . 議 体 ツ アー 中 出発 日 在 基準 に 芝 消 料 在 通 用 し ます 。 人 [現地 発着 プラ ー ン | は 現地 到 玖 日 】 

田宮 竹 の 妥 光 ブ ラン (ター ジマ ルー ル 痢 問 見 学 . ス バエ メチ テア ウタ ティビティ な ども 含 お )] [1 部 屋 利用 プラ ンジ 
[1 上 部 屋 違 加 代位 ) 」 [食事 プ コ ー | 「 国 内 居 特 出 代 芋 ブラン 」「 アーリー チェ ッ ウ イン ゴブ コン [レイ トチ ェ ッ ヴ ツア 
ウト ブラ ン は. 取消 対象 と な る プラ ン 幅 加代 敬 に 対し て 、 本 体 ツア ー の 出発 日 を 基準 に 取消 料 を 週 用 じ ま す 。 


( 昌 ) 食 事 〔 食 吾 


Fm 





ミャンマー コー メス ( ロ ] 





『s* 当 す 由 , 


(1 己 ) オ ゴ シ ョ ナル ウツ ア ー( ヨ アー 掲 憎 ベー ご 案内 を お 記 


脅 苦 旅行 正 寺 施 芸 社 が 所 在 す 全国 地域 員 法 神 | に 誰 失い て 宇 稼 され 、 当 人 の 放 和 は 財 用 れ ま は ん 。 
国 色 消 や 主 中 等 を 行 コ 場 合 に は . 識 行 邊 画 - 実 稼 登 社 が 定め る 且 肖 料 下 更 料 等 志 記 本 ど と 革 る 場 含 が 市 中 ます 。 


( 13) 添 算 員 現地 係員 ( 添 垂 員 同行 呈 有 環 は 吾 日 程 可 柔 性 欄 を ご 覧 くだ さい ! 
1 名 中 添 垂 員 が 揚 了 還 ツア ーー 忠和 垂 業 駒 





雪 当 社 可 他 四 リア デー と 同じ バス で 観 光 選 迎 友 お こ な コ 昌 合 。 
万 開聞 し . お 世話 せ そい いた だ くど と が お おけ ます 。 
右 薄 径 由記 同行 し な いい ツア デー は ご 衣 行 を 円 滑 に 実態 する た ゆめ 難 地 功 現 地 係員 が 、 交 中 案内 業務 を 行い 


ます 。 空 葉 ( 駅 : 送 ): 市 ル へ の 送 周 移動 、 チ エッ タイ むー、 前 光 、 末 地 事情 、 オ ゴジ ショ ナル ウツ アー。 フリ ー 
タイ ム 時 、 ホ テル 選 在 時 は 同行 し ませ 凹 中 で で. 己 用 四 際 、 現地 オ コ ィ ス ま た は 褒 問 緊 菊 連絡 先 に 起 話 
で 運 結 し いい た だ く こ と に な D ま す 。 前 空 機 、 列 申 等 の 移動 晴 に 出 茎 地 一 目的 地 問 で 乗 対 寺 が 吉富 場合 は 
_ 特に 明記 し た 王 合 童 隙 半 お客 柄 ご 自身 で 東 締 電 手 続 寺 大 て し 1 た だ 守 ま す 。 

較 現 地 倍 員 は 特に 明記 し た 場合 を 本 電 日 本 語 を 話し ます が 、 日 本 上 人 と は 概 ロ ませ 上 。 

脅 空港 一 中 テル 問 功 送 迎 詩 と 人 光 時 の 現地 作 上 は 同一 人 物 で ほな い に と が ご ざし 1 ます 。 

圭 「 ス ルー ガイ ド 」 と 表示 され た 現地 係員 は . 明 示し た 医 間 在 同一 上 下地 係員 が 通し て 己 案 内 し ます 。 旅 
桂 下 円 沙 に 寒 聞 本 合 た ぬ に 同行 し 事 す 軸 で 目的 地 に 精通 し て し 1 ほし い に と が お ます 。 宿泊 時 は 弄 鶴 振 
上 同 じ ホ 中 に 在 古 と は 陣 り ませ 所 。 


導 記 すす に ゴリ 


間 ア ジテ な どの 笑 し 則 入 では. 宇 内 の 消 肩 が 部 きす ざ て いて 全国 を くす すこ と が あり ます 。 薄 手 の ジ ャ ケッ キ や カー ディ ガン 
を ご 力 くだ ささ し 1。 一 記 で 質 帳 や 生活 習 剛 に よっ コ て 市 テル レスト コン, 別 車 (等 に 天 馬 設備 が な し 地域 も お ます 。 
一夫 子 た ば に こ 、 吉 前 式 た ば この 振 和 在 制 明 し て し \ 作 国 、 肛 室 芸 社 が ロ 計 本 の で 、 ご 出発 動 に 音 ホ ー ム 

ペー ジ な ど で ご 自身 で ご 羅 認 くだ さ し L 


(1 后 ) 特 別 な 配慮 を u 要 と する 方 の お 申込 み に 





相 」 


較 お 客 株 の 状況 こよ っ て は 、 当 初 の 手配 内 詩 に 含ま れ て いな し 特別 な 配慮 、 半 置 が 必要 に な る 可能 性 が あり ます 。 
特 朗 配慮 措置 が 必 本 と な る 可能 性 が ある 方 は . 選 相 請 させ て いい に だ きま す の で 係 貼 に 選 ず お 申出 くだ で いい 


nID EE] 

穫 」 エ ンコ ヴ 、 成 田 、 羽 田 で 草 継 寺 は お お 客 様 ご 自身 で 行 コ て いた だ きま す 。 

重 イ ンド 四 一 部 四 直 テル で は 、 ジ シャ ロー の み の お 部 屋 と 音 中 ま すす が. お 部 屋 相 副 ロ 当て に よっ て は バズ 
タゴ 付き の お 部 屋 に な 避 場 合 が あ ロ ます 。P3B の ホテ ルク ラス 表 を ご 大 昭 くだ さい !。 

筐 ホー ロー な ど に 代表 され る お 奈 D や 1 ロロ 月 一 1 月 頃 に 基く 見 られ る 選 器 四球 響 な ど に よっ て 難 郡 市 の 観 
光 内 還 や 移動 手段 及び ば 発 間 時 刻 が 変更 . 遅 延 と な る る 場合 が 計り ます 。 ま た 、 ス ケ ジ ュ ユー ルル の 変更 、 運 体 、 
大 幅 吾 遅延 な ど が 発生 し た 場合 、 や お な く 観 光 の 一 部 を 宮 明 又は 議 更 させ て いた だ く 場 合 が お けり ます 。 

筐 苦 地 只 国 内 線 ス ケ ジ ュ ー ル の 部 合 現 地 事情 等 に よ け 、 音 都市 中 訪問 順序 が 変わ る る 場合 や 音 都 市 
間 の 発着 時 刻 が 大 幅 に 変更 と な る 場 苔 が あり ます 。 

ター ジマ ハー ル 夜 間 見 学 ブ プラ ン の ご 案内 と ご 注意 
※ チ ケッ ト 手 配 に 際 し 、 顔 写真 と 文字 が 鮮明 に 確認 で きき 滞 パ バス ポー トコ ピー が 愉 要 で す 。 お 申込 み 
時 に 販売 店 へ お 持ち くださ し 1。 (チケ ッ ト は 詩 所 交換 は で きま せ 上 。 ) 
※ 1 日 4HO 名 様 まで の 入場 制限 が あお ロ ま す 。 ロ ロコ ロー ロロ の 間 に 入 場 し ます が 、 お 持ち いた だ く 場 合 が 疲 D ま す 。 
常 ビエ オカ メラ と 手前 物 は 持 五 矢 千 可 と 字 ロ ます 。 (カメ ラ と 宙 眠 績 功 持 込 は 可能 で す 。} 
堂 ガ イド は 、 入 ロ 口 まで の ご 案内 と な ロ 場 は し ませ ん 。 
党 詞 旅 行 お 申込 み 時 に お 申込 みく だ さい (1。 日 本 出発 後 の お 申込 み . 変 更 は お 愛 け 出来 ませ 貞 。 祥 
己 希 望 の 変更 が で き な い 場合 も あり ます の で 、 予 め 選 了承 くだ さい !。 
常設 定 日 に つい て は イン ド 考 古 学 局 中 発表 が まだ ため 、BH1 ロ 年 日 月 現在 の ター ジマ バー ル の 人 准 式 
ホー ムペ ー ジ を も と に 記載 し て いま す の で 、 現 地 事情 に より 開催 日 は 変更 と な る る 場合 が あり ます 。 
※ ブ ラン 取 消 - 更 の 場合 の 取消 料 に つい て は 左記 [(1 1 追加 プラ ン 」 を ご 天 照 くださ しい 
富男 剛 は イメ ー ジ と な け ま す 。 現 地 で 実際 に ほこ 呈 前 度 ' 背 早 で ご 覧 いた だ く こ と は で きま せみ 。 
| 短 : ア クティ ビ ティ 電 親 移 ショッピング 


了 アー ロロ | 共通 注意 事項 


重 バ ンコ ウリ 7 イ で の 乗 継ぎ は お 客 欄 ご 自身 で 行 つ さと いた だ きま す 。 

筐 ミャンマー の 一 部 の ホテ デル で は . ジャ ロー の み 四 お お 部屋 と な ます が .。 ee 
バス タゴ 付 寺 の お 部 屋 に な 人 る 場合 が あり ます 。PGB の ホテ ルク ラス 表 を 選 琴 昭 く だ さい 

うた PP ーー 合 等 に より 、 訪 問題 序 が 変わ る 場合 や 名 都市 周 の 発症 時 刻 が 変更 と な っ 

」 

重 三 ャ ンマ ー の 間 了 で は 和 を 衣 き 定 に が る た め 、 サン ダル を 持 馬 され る と 便利 で す 。 

弄 寺 防 等 の 観光 に 際 し て は 、 短 パン 、 ア メー メリ ー ブ プ ブ な ど 肌 の 赴 出 の 多い 有 装 は お 控 承 くだ 

6 に 鹿 の 「 水 か け 太 り (ソック ラーン ) に つい て 」 を 併せ て 必ず お 読み くだ さい 。 

筐 バ ガン で は 、 導 中 保 護 の た め 、 全て の 遺跡 の 展 頑 が 禁止 され て いま す 。 
朝日 日 の 醒 買 は 、 遺 跡 に は 登ら ず 丘 の 上 か ら 観 革 し ます 。 

馬 バ ガン で は 801G 年 の 地震 以降 難 再 院 で 修 複 工事 が 予告 な く 実 能 さ れる こと が 名 く な っ て いま す 。 


スリ ラン カコ ー ス (ビビ ロー は 8 は 0) 共通 注意 事項 


重 バ パン コグ 、 シン ガリ ポー ル で の 条 控 ざ は お 客 様 ご 自身 で 行っ て いた だ きま す 。 福 路 の の バン コケ で の 算 前 時 
問 は バツ コウ 疹 15:35ー1 王 コロ 六 、 バ ンコ クタ 発 ロ 10 一 BB:15 罪 (G ロ 1 年 日 月 現在 ) と 品 ます 。 

重 ス リラ ンカ の 一 部 の ホテ ル で は ほ は. ジャ ロー の 下 四 お 部 選 と な な ます が 、 お 部 屋 の 割当 て に よっ て は 
バス タブ 付き の お 部 屋 に な る 場合 が あり ます 。P3G の ホテ デル クラ ス 表 を ご 参照 くだ さい 。 

シギ リヤ ロッ ク 光 で は か な り 台 な 坂 や スロ ー ブ を 歩き ます の で 、 履 き な れ た 軒 や スニ ー カ ー を 持 
替 す る る こと を お すす 人 すめ し ます 。 

シ ギリ ヤ ロ ッ クウ の フレ スコ 面 [ シ ギリ ヤレ ディ ] は 文化 困 保護 の た め 政 許 の 決定 に より 写真 影 が 禁止 と な り まし た 。 

@ 活 月 宗 の 日 は 、 ホ テル - レ スト ラン に お いて も 酒類 の 販売 が 一 切 球 止 さ れ て いま す の で 、 予 や 了承 くだ さい 。 


無理 の な い ご 旅行 を お 選ば いた だ く た 太 の ご 参考 に 


[観光 時 に 歩く 時 間 の 目安 を AーC で ご 案内 し て いま す 。 ] * 絹 光 プ ラン は 例 ま れ ま せん 。 
コー ス ご と に 銀 光 や 移動 で の お 歩き いた だ く 工 離 の 目安 を 表示 いた し まし た 。 
1 日 の 観光 時 に 歩く 時 間 が 2 時 間 以 内 ・・・……・ | 1 日 の 歩行 時 間 


RIO 引導 :1 了 "1 日 の 行 時 間 3 











ーー ニョ ーー ーー ー 時 刻 の 目安 は 有 変 通期 間 呈 発着 時 天 在 
F 朝 | 朝 | 午 材 | タ 語 | 門 「 | 基準 と し た も の で . 移 動 呈 た の 皿 ホ テル 
400 6:00 BOO 12:00 1Z.00 19300 23:00 00 の 出発 時 刻 と は 異な ます 。 
男 交 通 機関 マー ツ サテ 秒 行 機 則 ニ バス 吹 三 鉄 道 男 = 朋 
画廊 事 マ ー プ ーー 機内 食 尾 王 朝食 衝 ニ 昼食 回 夕食 剛 王 洛 畔 料理 編 王 軽食 
電王 井 当 硬 = 和食 | | = 食事 は 含ま れ て で いま せ ル 
画 直 テル イン フォ メー ショ ン に つい て 
音 ホ テル 拉 に ある イン コ ォ メー ショ ン は 口 1 日 年 到 月 現在 の も の で す 。 ホ テル 出 の 都 台 に より 傘 更 
に な るる 堀 合 が お り ま す 。 





医 后 還 還 還 手 外 約 吾 帆 一 予約 関 定 の 操作 手配 * ッ セー ジ の 臣 録 : 需 妥 に より 指定 の メッ セー ジ を 
麗 録 病 吐 す 


IIUPUE 二 海外 平 約 台 貴 行程 の 課 作 一 見 本 品 リ ウエ コト ー 手 配 以 則 一 (利用 日 : 則 貼 半 土方 面 
アイ ティ オリ 老 条 本 入力 と 手配 内 容 き 明記 ! 





販売 店 の 方 へ 
昌 芸 * 馴 約 方 本 
選 業 内 






【 刺 杜 ] 光 中 ウッ アー 詳細 画面 一 追加 商品 琶 用 一 造 加 可 能 導 品 一 覧 一 刊 用 日 / 東 本 種 衣 
素 村 種別 詳細 を 対 定 一 描 索 一 香 プラ ン が 表示 【 在 記 を 較べ 名 場合 ) 当 語 プ ラン を 
選択 し . 約 司 能 二 を ウリ 

【 約 | 海外 手 拓 和 帳 一 行 欄 本 操作 一 オプ ショ ー 玉 は プラ ュー を 追 加 す る 追加 可能 商品 
一 覧 一 判 用 日 " 幸 寺 坦 別 幸村 種 吊 評 台 を 設 定 一 様 憲 当主 内 デコ ン せ 予 前 で だき 





必ず お 読み くだ さい 。』 





還 党 下 記 の 旅行 代金 カレ ンダ ー で ご 項 望 の 出発 日 の シー ズン 区 分 【( ア ルフ ァ ベ ッ ト ) を お 確か めく だ さい 。 
1 Pa 1 2 昌和 攻 旅行 代金 表 の シー ズー 区 分 と 照ら し 合わ せ て 、 衣 行 代金 寺 ご 確認 くだ さい 。 
201 9 年 1 た 2020 年 5 月 旅行 代金 レン タ 少 行 代金 表 の 代金 は アル ファ ベッ ト 順 に 安 ! い 順に 並ん で いる と は 限り ませ ん 


Tr: Ei 月 2020 年 2 月 20 テ 0 年 月 
普 + 二 奇 士 巨 母 天 


提 周 因 


3 





























20Z0 年 る 月 0 生 月 








司馬 口 年 月 な 8 口 年 正月 
日 月 火 水木 企 エ 自 月 央 E 百 月 湊 ポ 


eg02 ロ 年 月 
日 月 本 - 草 主 日 月 典 事 : E 日 月 天 吉 本 


LE "一 " 昌 T1 
『 JI ] 生 上 L | 目 了 | 間 | 紳 | 革 | ! 
ac| 較 還 上 PEF mm PE| 関 N'g DO 


201 年 12 月 
= 虹 事 素 


事 : 幸 - 革 


21 全 年 10 月 = ロロ 年 豆 月 
旧 月 実 : 登 土 日 月 火 ポ ホ 金 主 日 月 淡 未森 本 土 日 月 災 ポ : 日 月 災 来 末 借 





2020 年 ら 月 第 

骨 基 計 佐 赤 音 下 月 内 水 杯 き 是 肖 - 宙 。 束 革 馬 昌 昌 

5 つ 6 - に 則 " 正 " kr| HL 

"中 |" Parglr 思 . 四 . 抽 
mm ml | 四 8 












SOC 征 月 





2020 年 2 月 2020 年 3 月  。 2020 年 4 月 2020 年 5 月 








PT 月 な 3 口 年 豆 月 2 けさ 口 年 引 月 arm 
和 目 月 婁 京 素 音 ユ 月 素 曹 和 目 骨 中 衣 替 得 :+ 月 農 : 赤 率 童 
下 に 回 


ロ ロ "-| | 
PIT fp TELL 。 


- 江 : 未 本 闘士 日 月 区 ホホ 香 EE 弟 束 導 









日 本 旅行 で 


セア リン ルレ テア を: 


は 各国 が 発行 する ホテ ル 資 料 、 お 客 様 及び 添乗 具 の アン ケー ト を 参考 に 、 各 都市 の 


ホテ ル 埋 調査 し て 、 独 自 の タラ ス 苑 を 作成 











国 ・ 都 市 名 ホテ ル 名 
(ロラ ユ ) 重 ジ ラー ケ ユ 重 ラ ディ リー 生 ラ マ ゴ 重忠 スー バイ デイ ディ アル 【( 連 ) 
| 刺 ゲ デー トウ ェ イ - ホ テル ガンジス 加 ホ テルマ ディーン 【 和 ) 
シッ | (ウラ ユ ) 重 ヒ ンー ドロ ユー イン ーー ナシ ョ ナル 重 メ ララ デー ヴ ラ ン ド 王 イ ン デ ィ ア 【( 王 ] 
重 デ マヤ 〔(※) 重 パ ラビ - イ ンタ ー ナ ショ ナル ( 和 ※) 弄 ジ ラー エズ 【 計 ) 
| 軸 ホ テル - ヴ ガレ ー ブ バ イー (年 ) 王 ホ テル ーー ル - ジ テイ ゴリ 党 】 
(ケラ エス ) 弄 ジ ェ イ ビー パレ ス まあ ト ライ テン AaITC ュ カー ル 

ょ ケー ジホ テル ンド コン アロ アン コン セン ター (まま) 弄 ウ ワウ ィ ン ダ ム ヴ ガラ ンド 
各 コ ー ト ヤー ドリ て イマ リオ ッ ト ( 宣 ) ま ゴ ルン リー バイ ーー ヒル トー【 補 ) と 
一 プ ライ ムー プラ ザ : アダ ガラ (| 旧 フ ォ ー ボ ポイ ンジ バイ - シ エラ トン 】) 【 拉 ) 加 ラ マデ アダ ラ ( 補 ] 
| 天 ウ リス タル サロ パー プレ ミア ( ま ] 還 ゲ ー ト ヴェイ - ホ テル 


( 由 ウ ラス ) 王 マ ン シ ン ケリ レス 重 マ リナ アゲ ラ 動 ウ ラー - が ス ・ ケラ ー メ 重い ロード ゴゴ ザー ザ * ブ ァ ェ ー- 
移 ヤ トナ ピュー 弄 サ ヴ ガラッ ドイ ン ペ バリ アル 本 ビス 1 日 () 弄 ザ リト リー ト 【 
( 司 ど ユニ ) 重 ビ ャ イ 〒 ハ バー ルー リー ユ 重 ラ ー ジ ジー バレ エ 
和 ラ ディ イリ ゾン ジテ ィ ゼ センター【 旧 カン トリ ー イ ン は スイーツ) 【( 失 ) 1 是 は ラージ プ 衣 す 
本 マー ンーー の ロー 重 コ マダ キイ イール 重 サ モー ド さ L ユ 動 コ キー チュ ーー し 5 トッ トロ 下り 店 ( 演 】 
| よ デ ェ ア モ デート 重 ヒ ルト デ 午 グ ウラ ウン プラ ザ - ホ テル 天 ラ ディ リン プル ジャ イプ ブール () 
王 ビ ジャ イゴール - マ リロ オッ ト * ホ テル 午 サ ロロ リー ボー チコ ジャ イプ ブー ルト () 重 ザ ロン トー ジ ャ イ ゴ ー 遇 
台 イ ゴー オッ レス 【( ま ] 勤 上 中 コリ ロディ アン ジャ イゴール 構 了 チョ ュー スー ホテ ルー ジャ キイ ゴ ブー 此 
| デー ヴ 1 さぶ] 醒 ス ユー エニ アア レミ 【( 率 ) 聖 ロ イヤ 下 ・ オ ー キ ッ ド 
ーー ) 蘭 ダ ラー タメ テア メー ルト 重 ビ ャ イメ ー ル バレ ス - 重 人 KK ロイ ヤル デイ 衣 ( 生 】 まき に ドコ ィ ッ きる ョ (人 ] 
| 重 コ オー チュ ー リ リラ カサ [ 主 ] 玉 マ リッ ンー ホテ エル コー 上 ル エ ッ テコ ュー リ リコ | 重 ホ エルザ ャ イゴール アッ アコ の ! 二 1 
| 更 サ モー ド -w パ リ 王 ジャ イブ ー ル - ダ リー ニー エ 重 し モー ツリ ロー【( ま 」 加 ホ テ ルー リブ 馬 ( 皇 ) 
(ウラ ゴミ) エル 上 占 直 エ リー トリ 重 オ ー ジ レス (明生 一 池 ディ プロ マテ ィ ッ か エン クレ ー ブ ガ 
和 型 工 ロ 式 ホ テル" ネル ー プ レイ ス 蘭 ザ ウラ シド 草 ビ カ デ リ ( 率 ] 呈 ら エラ トン ーッ ニュ ー デ リー 
生玉 上 上: ザ ロ イヤ ルコ コ ザ ( 計 」 本 ラディ リッ ゴル ドロ ロカ 語 ) 本 ビエ イ ビ ー バ サン トド コン ッ チ ネッ み タル 
MM で マリオット 夫 ヴ イヴ ァ ン な. ド ワ ロ リカ ・ ニ ュー デリ ー1I 旧 ヴィ ヴァ シン タッ イイ - タ ー ジ 、 ド ワ リ カ ) 
重 ポ ー ビ ジマ リリ L 重 ウ ラ ロ ッ プ ザ ロ ヒ ニ プル マー エ デ ロ シィ ボテ エキ ニュ ー デ リー ユ デ ロミ ティ ( 叶 ] 
革 ラ ディ リッ ブル ホテ ルル ニュ ー デ リー リ パ シ エム ビリー ル () 但 リ ー ラ アン ビエ ンス コッ ペン ショ ッ ホ テル 
か ラス) 醒 シ ティ バー 王 デ ジョ カカ ント リー リゾ ー ト 動 し モッ ツ リ ー プレ ミア デリ ー エ アポ ー ト 【 二 1 
重 ウ レア モン ト 動 シ ティ マー な 【 汗 ) 呈 プ ォ キー チュ デニ セレ タ ト ダ ロー』 UL[ 吾 ] 
穫 力 スピ アホ テル ( 旧 プ レミ アイピ) 二 レ ンド オッ ケス エア ロジ ティ 中 ゴビ ピル エア ロティ 【 還 ! 
ガット リー イン は は イー ザ リー オー ルリ まほ ] 勲 刺 り 字 王 人 5] 便 シ テイ バー ケ エ アボート ( 放 ] 
年 也 コロ - 字 バニ ュー 日 民 (] 重 語 中 ロ エ ュ ユ ト イ ンド ゴン 【 語 ] ーk 1 セス (1 著 リ ロー ジェント : ウラ (3 
(な ラ エ ) 柱 真 一 ザー マル ルル ニ ロ エイ ド - バロー バレ ユエ 【] 重 ラ デイ リン 【 党 ] 
ーー 一 プ ェ ア デブ フィーJL ド ・ * マ 〒 リ オット [ 補 ) 生き ヨー ミネ 証 Se . ホ テル 









































| (ムウ ラス ) 型 パ ー ク ブラ ザ ほ マ ッ プ ル ア デバ パイ ( ま ) 王 イ ンタ ダナ ッ 1 レ ス 【※) 

| 本 プ テー レジ デー ンー ジー( 宣 ) まき子 ジッ トリ ロー 

(ロウ ラス ) 本 ジャ イサ 由 メ ー ル "マリ オッ ト 王 ラ ンマ ハリ ルル 重 フ ォ ー ト ジウ 

馬 ウ ェ ル カム ヘリ テー ジ - マ ン デ ィ ー ル - バ レス 電 ス リヤ ガ 借 ホ テル : ラ ワル コッ ト 

VM ( み ウ ラス) まほ リー ラリ テイ ジリ ザー ト 【「 党 ) 本 ジ ャ ロー リル ルー ニワ ロー ユ パレス ユ 

陳 ナ オラ ヤー ニワ ロー ユリ バ レス ( 各 ) 構 ロ イヤ デ ャ イサ ルル メー【 演 ) 

| 重 チ ョ キ - ダ ニ - バ レス ホテ ル 【 沖 ) 弄 ザ - デ ザー トレ ビス 【 吾 】 

( 品 ウ ラコ ユ ) 王 セ ドナ - ホ テル 悪 チ ャ トリ ウム 型 ス ー レ ー シ ジャ ン ヴ リラ 加 バ パーカ タロ イヤ ギル 

租 ボ テル ギン ゴー 1| 本 メリ アヤ アッ ゴン 模 ロ ウロ テ ホ テル コン リビオ ィ ロー コー 重 ア ル マッ ヤッ コッ 
( 貞 ウ さ ス ) 事 べ スト ウエ ユタ ンー ヴ サリ ローン ビル 弄 ロ ー ズ ガー デン 【 各 英子 べ ニュ ーB 中 ( 和 )】 

王 サ ミッ トコ ャ ー タ ビュ ー 加 カ イエ テー 環 チェ リー ビル L 了 ホテ 止 型 キ トー ロ ィ ー ゴ ガー デー ホテ 此 

穫 イ ン ヤ ギー レ イ ウ 弄 ジ ャ スミ ン バ パレ ス ホ テ ル 【 補 ) ホ テル ヤン コン 

( の ラミ ) 本 メ イジ デー ゲ 捉 ゴジ ロリ ロリー ト ( 生 ) 醒 上 証 ガ ゴン ホテ 比 - リバ パー ビ ピュー 

生 デ ティ リ ビ サ ギ サー ウチ ュ デ リー リリ ロート 弄 ま テル デット ・ 点 リーザ ゲート 【 宮 ] 

覆 ミ ャ ンマ ー ト レジ ャ ー リ リー ト - ニ ュー ババ ガン 【 定 ) 重 エ イヤ ー リ バー ビュ ー【( 宇 ] 著 オ ー リ ュ ニ バレエ 

本 バ ガ ン ロッ ジグ 本 リロ テー ジル カッ [ 幸 ] 柚 デ マ ガ ーー デー リ ゾ ヴー ト [ ま ] 柱 滞 デン ロー デル 補 ] 
(か コス ユ サ けなし ) 玩 〒 マ ウン テン トッ プ ホ テ ル t 吾 ) 因 ゴ ー ル デン ロ ッ ウ ホテ ル 【※) 筐 工 ニ ティ リゾ ー ト 

ーー デリ リー ト (91 重 ャ イト ーー ホテル) 生 キ イ ツレ テイ |) マリ ッ テ ッ ピュ ー! や | 曹 ヨー ヨー ルー ホテ 上 は) 









その 区 中 を 基準 に し て 、 そ れ ぞ れ の コー ス に ふさ わし いしい 昼 良 な ホ ホテ ル を 選定 し て いま す コー ス 選 び の 目安 と し て ご 利用 くだ さい 






束 テ ル 名 
| (な ラ ユ ) 重 デ ー ト ウェ イ ・ エ デア ポー トカ ガ カー デシ き ジ デ ェ ー ト ロイ ンー テーー【 事 ] 
可 ジ エッ トウ ィ ン ダ ダーン 替 ピ エッ トイ ンダ ーー ビーチ 重 … り な ンー スー ネ ゴ ジ ンー ボ 【 室 1 
| 重 ス リヤ リリ ゾー ト () 悪 ジ ェ ッ トウ ィング ・ プ ルー 
| (は ケラ ス ) べ ガサ ズリ リーフ 【() 本 バーム ニー ヴィ レッ ジ 【 吉 ) 
| 本 マリ ロード ピロ ー【( 全 ) 醒 ゴ ルディ ゴ サン エ ( 写 ) 醒 い イス ピー チチ 【 室 』 
加 ラ マダ カウ オヤ ( ま ] 本 ピエ ェ ッ トロ イー ケー ユル ヴェ ー 夏 ロロ オ ーッ 【 宇 
可 キ キメ ロッ トビ ピー チ [※) 査 コ ヴ ア デン ロ 【 帯 ) 
(な ウラ ユ ) 本 シキ ロリ ロ ヤ イレ リゼ [ 再 ) 模 プ レス コ ヴォー 上 王 再 エラ 【 吉 1 
本 ビエ ェ ッ トウ ヴィー デヴィル ・: 字 ヤオ (生生 ロ ギリ ザー ト 殿 衣 
| 佑 シ ギリ ヤ - ジ ャ ング ル ( 守 ) 弄 ウ ォ オー ター ガー デ ジ ビー 
(の ラ ユ ) 勤 ホ テル シン ギリ ヤ (※) 悪 カッ サバ - ラ イオ ンジ ロッカ 【 朱 ) 
切 テリ アリ ゾー ト 品 エバ ( 守 ) 生 ピー タリ ヤー リゾ ー ト 呈 ユ リバ ( 年 】 
| 生 サ ウロ ンー ター バテ ダイ 1(※) 構 ロ イヤ ギ ルル リトリート 【 富 ) 

| (ご ケラ スコ) 生 デ マヤ レイ ケ 生 へ リロ タンス: カン ラマ 【 詩 
@ シ グ ネ チャ ー バ イ ・ ア マヤ (※) 重 ジ ェ ッ ト ウ ィング レイ ター 
(笑み ラ エ ユエ) 生 バ ルル げ ェ ハラ ヴィ レッ :] 弄 デ ィ ラ ンカ リザ ー ト ・ スバ (な 
@ バ ライ スリ ソー ト 8 ス パー 

| (5 タラス) 再 ア マヤ ヒル ズ 再 シ オナ モー シタ デル { 補 ) 再 ホ テル ツリ ー- オ プラ イフ 
生 マ ハウ ェ ー リ リー チ () 琴 デー ルズ (リー ジェ ン シ ー 型 オ ゾー キ ャ ン デ ィ ー ( 計 ) 
| 再 グ ラン ドキ ャ ン デ ィ ア ン ( ま ) 弄 ラ ンド ー リ リゾ ー ト 

(上 ど ゴス) 杜 ス イエ ユ - ホ テル 【( 率 ) 事 ウ イーー エ () 王 ト バー ズ ( 盾 ) デ ボン 【 近 う 
ナ ニニ ( 定 ) 還 ヒ ルト ッ ゴ プ 【 王 ) 杜 ト リル で ロート 入構 ディ ラン 【 飼 ] 
| 季 ス イエ レジデンス ユ - ホ テル ( ま ) 各 オ ー タ レイ リー ジェ ンー シー【 皇 1 
(旨み ラス ) 葵 ヒル トン コロ ン ボ 王 キ ンダ ズバ リー【※) 栓 ガラ ダリ 重 タ ー ジ サム ドラ 
醒 シ ナオ モー ザラ ンド 弄 シ オモ ニゴイ ブサ イド ( 下 ] 重 オ リー コロ シンポ ボ 【 吾 』 
天 ジ ェ ッ トウ ィング コロ ン ボ ヤセ プン 【 鶴 ] 介 マ ウン トラ ヴィ ニア 
| ( ぬ ムラ ス ) 倫 ラ マダ コロ ン ボ (| 上 昌 ラ マイン) を コー ルコ フェイス 弄 ヴ ロー バル な ワー[※】 
| 圭 コ ロジ シボ - コ ー ト ヤギ ー ド ( 注 ) 媒 コ ロン ポジ シテ イ 【( 汗 ) 王 ペ スト ウエ スタ シン エリ ヨン ( 
| ( 語 ク ラス ) 重 ア マリ ゴー ル (※) 弄 ジ ェ ッ トウ イン グ - ラ イト ハウ ス 
午 ビ ッ カ トラ ンズ バイ シナ モン ( 近 ) 弄 へ リタ ンス - ア プン ガラ ( 持 ) シ ナ モ シー ペイ (※] 
軸 ウ ロー ゼン バー ゲ 
| ( い ウ ラ ユ ) 天 サ ンー ミラ ( 滞 ) 型 コカ ガラ ビーチ [ 定 ) 型 ア ラブ: コ ガラ ビレッジ ピ 【() ほし ディビ ルル ( 雪 」 
| (コウ ラス | 草 へ リタ ンス アデ フン ガラ 

( 呈 デ ラス ュ ) 重 ダ ラー ンド! 年) 本 デ エッ トウ ィ デ ター セン ト - "アン ドリ ュー ス 【 豆 * 
| 等 ゴー ル ヴ ウェ イフ ォ レ スト () 本 へ リタ ンス ティ ー・ ブ ァ ウ トリ ー 可 ラ ン テ ー ル バイ アマ ヤ ( 科 ) 
ヌ ワ ラ ェ ! 上 介 オ ー タ レイ: サマ ー ヒ ビル: ブリ ー ズ (*) 草 ア ラリ キヤ - ヴ リーン ヒル ズ (まま) 便 セ ント : ア デン ドル ー ズ 
リフ イー | An ク ラス | 介 ウ ィ ン ザ ー( 表 ) 弄 ア ル パ イ ン (※) 弄 ダ レン ド : オ バー[() 
弄 ヴ レン フォ ー」 ル ロリ ローチ ( ポ ] 重 ザ タカ イー シズ ペロ リー: シティ ・ ホ テレ ( 科 か 
| 琴 ヒ ルッ ラメ [※) 可 ス テー デマ ォ ー ド : エ 電王: ホテ 【 旦 』 
| (ロウ ラス ユ ) 符 フ ェ ア デブ フィーJ ル ドバイ マリ オッ ト ( 党 ) 型 ドッ ワリ カ ・ ホ テル 
本 リル ティ ラウ ンー ブラ ザ 生 ウ 品 イ エ テ ィ 重 ラ ディ リン - ホ テル 王 デ ンー ナブ ルナ 
模 い イア デッドリー ジ デ ェ エ ッ シ ー 利 ゴ カル オブ ォ キレ ユ ド 重 直 テル マル だ ロー【 填 ! 
王 ホ テル アン バ 考 一 【 控 
| 品 ウゴ ス ) 弄 シ ャ ンー ヴ リコ 穫 ホ テル ・ ビ マラ ヤ 和 型 ロ イヤ ル シ ン ギ (] 和 型 ヴ ラン ド 


ダン ゴ ッ ラ 





に よい トー トー 











上 マラ コン テン 【) カー ンー ジョー 【 理 1) 生 デ ャ デ es 沿 ) 本 マー イ ニー プティ ッ ウ グ ホ チ 比 【 率 ) 
| 重 マ ッ プ 弄 ミ ラー ジュ ロー バズ イン ( ま ) = ホテ ル ア デート (まま ) 重 ホ テル チバ ペット て 宮 ) 型 〒 ヤ マオ ー 
( ら み ラ ユ ) 弄 ジ シャ ー ク リラ ヴィ レッ ジ る ポカ ラク ラン テ 












等 テー ブル リリー リゾ リー トス バト ( 宮 ) 匠 ブ イッ シュ テー ルル ロッ ジ ( 皇 は 
店 玲 王 」J ル アテ ディー ティ 【 韻 ) 昌和 ザヤ トラ [ 乱 ] 天 ビ マラ ヤギ ジー- マロ ント ホテ ル 


( 占 厨 9 ま 直 f メー ラ ( HH】 馬上 に ゴイ ウサ ギド リド リー ト 【( 昌 1 本 古 テコ (プール 【 雇 ] 
吉 上 に ビッケ ゴ 地 邦 【5 の ホテ デル. フェ アブ リン ス 生 赤 テバ ヒー【 吾 

箸 ホ テル トウ ル シ ムラ ンド マー ホル ( 民 ] 可 ホ テル ルーマ ロ ント - カ イ ラジ ュ ( 和 ※ 

風 ヴ ォ オー ヌー ブロ ント ホテ 比 草 ホ テル - ホ ロイ トバ パー ル 【( 主 ) 

( 避 み ラス ) 模 ケ ラブ ヒマラヤ ( 新 芝 は い ス な プ な し ) 軸 ホ テル ミス ティ ッッ クマ ウ ンー テ ン ( 吾 ) 

| ( 貞 ラ ラキ) NN 柚 チ ヨー テリ [ 計 ) 査 ザ ブ ォ ー ト 【( 語 ) 王 ニ バニ ロロ pr テ ( 融 ) 
軸 カ ント リー ヴェラ (まま ) 動 バ パン デザ リロ 者 此 の ルッ リ デ テー ト 【 党 ) 


上 は 各 国 が 革 行 する ホテ ル 涯 才 思 様 没 添乗 員 の アー ケート を 大 考 に 難 ホ テル を 調査 し 至 自 の ツラ ス 

に 区 全 し て いま す 。 較 パーラ ブレット に 記載 し た ウラ ス よ けり 上 位 タ ラス の ホテ ル を ご 用 意 す る こと が あま す 。 計 ホテ ルル 
名 条 は ン フ レッ ト 作成 時 点 で の 名 衝 で 予告 な く 変更 され る こと が あり ます 。 画 ウ ラス 名 称 け LUX EX、 全 、 貞 日 、C 
で LUX が 最上 位 で 次 が EX-~ 一 一 日 一 C と いう クラス 序列 で す 。 欄 ウ ラス 評価 は 全 世 界 に お ける 絶対 評価 で 
は あり ませ ん 。 吉 都市 (地区 ) に お ける 相対 評価 で す 。 較 ま 印 は 3 名 1 室 で の 利用 が で きま せん 。 較 ( 和 ※] 印 は パス タ 
ゴ が あり ませ ん 。 計 こ の ウラ ユ 表 は 当 / や ーー フ レッ ト 設 定 態 間 に ご 出現 さ れる ツア ー に 適用 し ます 。 





( 司 ケス ) 午 イ ン レ ー プ リン セス ・ リ ゾー ト 弄 了 インレー レイ ダビ ュ ー リ ゾー ホ ト 
各 イ ニレ ー リ ゾー ト [ 当 1) 加 エ レニ ティ イン レー 重 シ ュ エ イン ネー 王 プ ボテ ルイ シレ ー 

| 型 オ ー リ ュ ヴ ウム イン レー リゾ リー ト 遇 スバ 一 トレ ジャ ー リ ゾー トド 

(上 み テス! 型 ゴ ー ル デン - ア デイ ランド. コテ ー ジ レー ウ 重 バ ラマ ウー ント イー ビー リリ ヴー ト 
人 ゴ ー ル デン リア イラ ンド * コ テージ ナシ バン ニブ フー ビニ カウ ビデ ダイ ビ 【 各 』 

重 デ アー ナン ター イン レー【( 全 ) 列 ア マタ ガー デン リゾ リー ト 【 事 ) 生 バラ 3 イス ゴン レー リゾ ー ト 悦 
(な) 醒 ビ ルト ンマ ンダ レー 加 エ ルキ ュー ル マ シ レー ビル ロリー トド ト 

上 査 玉 テル バイ ザ レ ッ ド キャ ナル 醒 」 ル ゴータ ラー 【 ま ) 柚 デ ュ エ ビー※ー 陣 げ ー ス タン シバ レス ー 
(ウラ ユ ) 王 マ ンー タレ ー ユ ワロン (第 ) 型 エ ー ヤ ロディ ー ロ バー ビュ ー 弄 リ アー ゴブ ルミ ン ガ ラー( 各 ) 
坦 下 ぎす ポン オイ ナオ ユエ ティ 王 モ パイル 証人 ブ 補 エイ 坦 ホ テル マン レー【( 定 】 

可 マ ンダ レー シテ ィ ー【 ま ] 可 ハ ー ゼ 」 ル (] 栓 ヤダ オ ボ ポー マー ンダ レー 

副 ザ ング ィ 7 マン レー ブティック タホ テル 【 党 ) 弄 ザ リーン クロ 3 マー ンダ レー ブティック タホ テル [ 常 ) 


ご 宿 泊 都 市 の こ 案内 


1 因 計 症 平 





























マン ダレ ー 








堂上 日 率 航 空 El 記 キネ スガ テ ユ 
イラ デ の の 計 定 ほ 謝 入 球 世 貞 


に 凍 
クラ スプ ラン の ご 案内 
機材 に つい て は z019 年 6 月 豆 相 、 措 空 令 社 
より 入手 し た 情報 に 基づい て いま す 。 予期 で 
者 な い 航 空 容 福西 酸 材 空 更 、 運 航 計 画 の 
密 更 に より 、 ご 措 重 目 に お いい で 、 掲 載 の 櫻 材 
と 異 な る 場合 が あり ます 。 
堂 席 の た ため ご 用 竜 で き な い 場合 が あり ます 。 
※ バ パス 、 ホ テル な どの 現地 旅行 サー ビス は エ 
コッ ミー ケラ ス 利 用 の お 客 欄 と 同じ に 在り ます 。 ま 
た 、 日 本 航 補 プレ ミア ム エ コ / メ ミー ケラ ス の 揚 
内 サー ビス は 、 原 則 と し て エコ アミ ー ケ ラス と 
同じ に な りり ます.。 蘭 堆 則 割 引 は あり ませ た 。 克 
ム - 子 太 同 内 て で 寸 。 堂 追 加代 合 は 召 旅行 代 合 表 
下り の ビジ ネス ・ デ プレミア 占 エ コッ ミー ダラ メス 追加 代 
将 を ご 覧 バ * だ さ し いい 。 癌 ビッ ネス * プ レミ アム エコ アァ 
ミー ウ カラス 中 予 約 を お 取り する こと が で きす 、 お お 
申 和 琴 中 コー ユ 自 性 を 取 上 前 す 場 冶 、 お 申出 時 
期 に より 所 定 四 取 消 料 直 攻 可 と な りり ま す の で ご 洋 
竜 くだ さい 。 癌 プラ ン の の 束 消 ・ 写 更 の 場合 還 、 
取消 (空軍 ) 料 に つい て は P34 [ご 案内 と ご 注 
軍 | を ご 参照 くだ きい 。 否 ビ ジネス * プ レミ アム 
エコ ミー ケラ ユ プ ラン に つい いて は 、 プ ラン の み の 
了 因 消 の 場合 名 、 基 本 コー ヌス を き 言 吾 衣 行 代 全 人 難 
計 額 【 綴 額 】 に 対し て 、 基 本 コー ス の 出 例 日 を 
基準 と し て 所 定 の 取消 料 が 用 本 と な り ま す 。 
宮 シ ンー ガボール 航空 、 エ デー イン ディ 利用 本 
ビジ ネス ケラ スプ ラン は 2 名 繁 以上 で お 申 抽 み 
くだ さい 。 1 名 欄 婦 みな はお 豆 け で きま せん 
谷 ビ ジネス ィ ア レミ アム エコ ーッ ミー タラ スプ ラー を 
お 申込 み の め 場 合 、 早 衣 申 込 (航空 欄外 本 
割引 は 週 用 対象 針 で す 


人 


ト : テー トド Pd セッ 
1 


ビジ ネス ・ プ レミ アム エコ ノミ ー ク ラス の 対象 区 間 は 、 各 旅行 代金 表 下 を ご 覧 くだ さい 。 人 ー 「 王 0] を し | 
za 叶 ッ ラ ス な ら コ コ が 違い ます ! 

了 ei ンー 多 機 内 へ は 優先 的 に 人 金 ワ ン ラ ンク 上 の お 食事 
リク エス ト 可 能 ラク ラク 、 ビ ジネス クラ ス 搭乗 いた だ け ま す と お 飲物 サー ビス 
2 00 専用 ラウ ンジ で ゆっ た り と 人 快適 な ゆめ っ た り シ ー ト (ビジネ スク ラス の み ) 

に ーー 岡 =7: イン テア ⑮THAI タイ 国際 鋳 @ フ 4z 本 3 空 


アム エコ ノミ ー ク 


回 ビジ ネス ケラ スシ ー ト デー タ ( 本 用 機材 A350 の 場合 画 プ レミ アム エコ ノミ ー ケ ラス シー ト デ ー タ 


ー | 痢 78 一 8em 誠人 


約 46cm 


re 


リク ライ ニン グ 衣 度 | き 也 的 可能 務 は 末 で 間合い た た ます 。 





つの タイ プ か ら 
あな た らし い 、 


旅 を 。 


ここ に し か ない 特 列 胡 
マリ ルル 


骨 選 し た 充 表 の 随 
ベス ト エ ウタ セレ ンド 


豊 軍 な ライ ンジ ナップ で 、 
リー ズ ナ ゴル な 旅 ・ ベ スト ツア ー 





CALENDAR 20n9.oa_2020.5』 し 。。 


は 友引 で す 。※ ら どら 01 年 月 現在 の 宗 日 で す 。 


』 に 出発 する コー ユメ は. 衣 行 開始 日 の 前 日 か が ロ 起 世 し て 半 が の ぼっ て 4 ピロ 日 目 に お た る る 日 凡 降 が 取消 料 を 甲 避 け ま 。 





2019 年 10 月 


日 月 災 永 林 人 芋 土 


間 3 3 人 * 
6 7 8 9 0O 11 12 
193 14 15 5 17 18 財 
20 21 3 23 24 25 26 
27 28 29 30 31 


2020 年 』 月 


ーー ーーーーーー 


4 
『 舞 夏 3 に の we i 
12 13 14 5 16 17 8 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30 31 


1 月 


日 月 火 水 本 人 金 土 


導 2 
3 ( 馬 5 6 胡 * 9 
IO 1 12 時 14 15 16 


17 18 9 20 21 3 23 
24 25 256 27 28 29 30 


2 月 

日 月 災 水 木 例 土 
1 

23 3 (上 且 5 ( 記 き 

全 邊 11 12 明 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 


5 月 


ロメ を き を 


12 月 


日 月 炎 水木 人 参 主 


1 さき (回 4 ほ 軸 7 
8 9 10 1 3 
15 16 17 18 19 120 別 


| 22 23 2 25 26 27 328 


129 30 3 

3 月 

日 月 火 水 木 例 土 
昌 き 3 3 ほほ % 崩 
8 9 明 1 12 思 14 
15 1@ 17 1B 1 20 31 
ます 3 月 5 は 27 3 昌 


29 30 31 


ま 名 衝 介 
12 時 14 15 拓 17 18 
9 20 21 22 23 24 25 


1 


10 相 
7 共 








13 13 14 15 16 
19 20 色 
89 25 26 37 28 29 30 


n 還 4 す 因 7 ゃ の 


ォ 3 33 





ヒス ジニ レン ジル ルル アル 


ゆとり と 快適 に こだわ っ た 評 綿 の 旅 
EE 


ィ イン ド ・ ミ ャ ンマ ー 


ロフ キッ ー ル 放 * 
チリ ラン カネ テー ル 


1 


[海外 血 集 了 企 画 旅 行 箇 件 書 」 を お 渡し いた し ます の で 、 事 前 に 確認 の 」 





ュー ドー ィ 件 (要約) お 申 L 込み 切 李 、 表 違 、 詳 し し ! 衣 行 机 件 吾 語 明 し た 
こ 旅行 UP に こ 上 、 海外 算 集 避 企 画 旅行 柔 件 書 」 は 当社 ホー ムペ 


EESHIIEHEEE 

1 記 箇 上 行 ほ 。 還 日 幸 施 行 【 思 下 「 当 粧 」 志 し に] ま 証 。) 症 在 画 相 量 し 軍馬 本 呈 上 生 選 重 . ど 
可 誠 に 藤 剖 志 后 再 理 欄 は 当社 算 宣 配下 画 庫 行 環 ( 選 下 「 藤 抹 親 約 」 ど し いい 補 す 。 ) 

細 結 す こ と に ます 

( 遍 行 明 胞 男 再 時 条件 は 。 通 申 広 皆 .「 に ッ プ ロレ ョ ト 、 弄 通 卓司 じす 選 上 行 某 習 午 . 主 能 行 出 

eo = 四 


剖 彰 行 相 

1 所 定 の 隊 行 申 画 所定 の 理 項 を 配 入 の 上 右 配 落 | 
申 近 著 意 電光 て お 四 器 刺し た 吉 ま すす 。 申 語 壁 ほ 「 診 行 代 翼 」 
ae 「 直 科 ] 宙 年 抽 ぞ れ 一 是正 は ほ 芋 団 と し て 二 指 和 せい 


沿 社 は . 電話: 痢 随 : づ デ ウ ャ ミロ 相違 必 人 悟 手 弓 に よ 古 藤 行 利 暫 本 台 約 岬 申 知 導 奄 
叶 け 付け ます 。 ご 本 星 苗 . 巴 釣 中 時点 で は 製 約 ほ 夏 上 て 互 まず 当 昔 中 予 軸 西 枯 語 西 蛋 圭 
交 し た 日 の 天 昌 か が ら 記 外 し と 日 に 当社 に 店 品 画 中 提出 ど 皿 品番 相 二 店 し 1 在 抹 コ 
4 回 1 当 福耳 富国 餅 行 申 誠 に 届 宏 欄 員 ロー マ 宇 氏 括 存 ご 記入 き 折 色 障 に は . ご 央 行 に 重用 寺 
人 埋 各 晋 本 氏 独 直 詩 コ て 記 吉 吉 た 
世 苦 柱 后 寄 権 想 変 半 西 画 苔 に 玲 は 、 変 替 手 数 科 夫 1 た 志 昔 証 寺 。 瑞 。 選 - 夫 哲 陽 間 中 還 策 
に 店 。 氏 所 中 町 正 古語 由 号 和 れ 議 。 区 を 全 時 し (た だ く 場 貼 も あら ます 。 選 可 呈 台 計 は 当 
攻 也 定本 肖 香春 いい 庄 走 吾 可 。 

重 施 行 表 絢 一 隔 立 時 暴 

要 絢 詩 , は つけ 20 皇宮 語 い 貴店 還 寺 受 彫 じ た 詩 に 配 立 計 大 拓本 よし ます 。 


ui 映 
日 か 呈 起 夏 も て 。 の は 9 と 6H 村 に 半 記 日 認 隊 ど 日 に 導 日 
【 司 下 「 蜂 準 日 記せ も ます) まで に 調 喜 拓 も 電電 計 


還 ( お と り ) 計 





半 キリ htt 昌和 


樺 碑 才 想 陳 話 秩 

形 番 欄 は 。 人 館 行 再 還 在 二 際 定 定 
と 王 志田 球 志 計 。 意 .「 感 抹 野 約 忠 骨 隆 画 日 」 ど ュー 申 包 湊 瑞 四 周 衝 妖 ' 錦 手 琴 
aka 


Fn | は ご 所 器 四 だ 茹 に 生 下 護 行 想 中 牙 日 事 問 叶 国 官 党 寺 四 靖 着 。 購 画 四 
| 評 は 岳 吊 基 に 





1 記 2 和 jc Wh 37 人 53588STEESRUST 
曹 当 壮 上 本 隊 性 障 行 間 紹 形 可 桂 環 
当 福 は 。 療 に 机 ば 意 場 和合 に お いて 、 餅 行 開始 前 | 人 ま か 。 古園 


に 既に 収 要 し て し 届 遂 行 必 開 ! 二 呈し 中 四 迄 若 】 加 汗 表 丁 払い 良し 1 に 
1) お 回 竹 の 上 義 が 音 コー ス に 記 量 し た 最少 民 行 人員 に 遅し な が っ た に とき "この 時 当社 避 


"MMUVWP.TT 折 。 EIJI ネ 


人 間欠 日 の 前 日 みち 起 看 し て さか の ぼっ て 83 日 上 (前項 に 調 定 すず ピー 太 隔 に 
本 叶 に 面 計 古 日 よ お 前 に 請 行 字 中 上 起 下 定 名 響 


1 己 } 表 電 由 変 . 戦 乱 . 動 , 軍 送 " 宰 師 提 半 時 西 秋 行 サー ビュ 提 湯 中 中 止 . 官 傘 斬 本 市 者 
モ 中 申 相 当社 忠則 与 し 恵 LV 四則 に よ 品 。 遇 符 構 固 に 思 昔 し た 部 行 日 短 に 征 コ 庄 飯 行 9 
宇 が つ 円 慢 訂 実 申 が 許可 能 と な なせ 、 台 は 可能 と 厨 全 震 それ が 引地 て 寺 し とき 。 


| 一 明日 程 に 昔 ま れ 寺 地域 に つい て ,、 計 末 午 か ら 「 選 前 中 星 非 理 醒 討 し て くだ さい 」 以 
『 出 記入 所 寺 。 


上 否 識 
加 当 福本 年 重 四 
審 欄 太志 記 掲 ば 富 よ コ 生 事 出 に 直 剛 再 を 本 コ れ て 五 . 当社 ほ 画 寿 在 表 いい 呈 生 ます 。 


| た ao 年 明記 れれ た よき は. 四阿 口 定 ば 


重 器 宣 
中 大介 届 選 . 虹 軸 3 ほ に TI 可 庄 前 に 生 証 合 駒 行 日 笑 世 相 更 大 し で は 本 行 相 四 止 
品 理 送 . 男 泊 陽 閲 等 員 理 夏 も し て は 史 沈 。 芋 運送 . 沸 泊 剛 関 等 の サ ー ビ 提 陸中 中 店 学 


目 隔 吾 。 豆 は これ ら に よっ で て 生 は 古人 行 日 各 の 奏 軍 。 
行動 車 呈 量 赤 生 島 中 証 呈 知 証 建 周 筆 周 相補 邊 . 征 胃 . ス サダ ュー 明 志 更 . 人 


| る 呈 は これ ほ に よっ て 生 宇 古 評 行 日 種 定 更に く は 目 時 二天 古 時 間 呈 昭 


黄 近 腹 寅 恒 
お お客 様 が 慕 革 型 正 靖 行 皮 中 に 藤生 が コ 内 本 在 叶 琴 本 事 人 に よ け 生 赤 . 鼻 性 また は 
手 再 物 に 補っ た 一 定 の 書 に つい て 、 旅 行 業 交 半 哨 捕 目 欄 に より 、 死 亡 友 久本 人 
礎 見 時 褒 、 通 迷 見 叶 普 携行 司 に か か る 損 下 本 質 便 を 実 払い ます 。 
人 ご 人 の 科 
この 衣 抹 楽 件 は ら CO 1 生日 月 日 を 陽 率 と し て し いい ま す 。 ま た 旅行 代 倫 は ら 0 1 年 1 
日 昌 在 有史 各 の と し て 示 記 て し 1 る 航空 : 通 電 明 双 は 2 1 是 月 1 日 現在 国 
土 交通 大 医 に 肝 可 四 請 中 般 空運 作 - 過 用 所 則 を 軒 準 と し て 貢 出 し て いま す 。 





情 ロ 


日 本 旅行 の ホー ム 





LTIMPU ーー デア エ | 笑 恒 可 下 m、 画 下 。 


摺 保 ジ セ バン 日 座 財 蛋 


損害 保険 ジャ パン 日 興 亜 株 式 芸 社 
〒15 ロ -8348 車 京都 新宿 区 因 新 疹 1- は 5- 1 
TeE0 ヨ 3- ヨ ヨ 生 9- ヨ 111 htt5: ア wwWw.5jnK。Cn.j ロ / 





筐 お 問い 合わ せ : お 申込 み は 下 記 へ 。 


| 愛 託 販売 


玩 音 信行 巣 式 取 瑞 民 理 者 と ぼ . お 客 種 上 診 行 年 取 ロ 寺家 店 ( 泊 生 所 1 で 四 國 旨 守 に 関す 富 責 性 者 で 王 。 
ど 相 部 行 提 約 に 机 |. 担当 青戸 相思 明 に ご 平 明 豆 両 直 部 れれ ば 、 己 週 吊 条 て 下 本 可 取 外 稚 理 者 に お 森 和 ね ぐだ 下 UT。 


上 18 と の た し お すい て すし 化す の AA4。 アゴ コ ど 1 


1 大 


、 ン クル の ウー アタ タテ 812 
4 PP/ は ば OWLD 」 ダ ロー リー 


URL: wwrw .twjPm.eorm 








np トラ ベル ワー ルド 株 式 会 社 
TTY エエ マル エ く す 382 呈 し 
貞明 し ん 中 (県 が バス コリ うう きん 


EWMAIL: fuk 加 twripm. で Orm 






TEL:092-633.2700 上 092-633-2740 


総合 旅行 業務 取扱 江 理 者 





急 旅 行 企画 ・ 実 施 

= 会 社 林 旅行 Ia4Bt キ 

伯 式 人 ゴ 日 X1 丁 で Coreira ・ b _ 音 
西日本 海外 旅行 続 括 部 ' ' - 【VEeE74BLE 
〒530-0D01 大 阪 市 北 区 移 田 1 丁目 11-4 大 阪 駅 前 策 キ ビル 24 背 の 罰 AR 
内 江 庁 長官 人 錠 放 行 共 晴 号 一 般 社団 法 日 本 旅行 戦陣 全 正 村 員 証 樹 革 員 革 し 





ー 木 一 男 松浦 明子 
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